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　月　日　曜日




　かんネェへ。

　便せんがないから日記帳を破いたものでごめんなさい。

　手紙、読みました。ごめんなさい。かんネェは悪くありません。私がわがままだっただけです。お兄ちゃんを取られるのがイヤだっただけです。許してください。私はかんネェの事が好きです。かんネェに泣かせてもらえたおかげで私は少し強くなれました。また病室にきてください。私は後あと一週間しか生きられないそうです。生きている間にもう一度泣かせてください。一人で泣くのはつらいです。私はお兄ちゃんの前では平気な顔をしています。だけど本当はもっと生きたいです。かんネェの前で、もっと生きていたいって言って泣けたら、きっとまた少し楽になれると思います。

　かんネェはお兄ちゃんが好きなのに、私にがんばれって言ってくれたから、私もかんネェにがんばってって言います。お兄ちゃんはかんネェの事が好きだと言っていました。秘密だと言っていたので、私がバラした事はないしょです。この手紙はかんネェと私の二人だけの秘密です。

　私が死んだら、きっとお兄ちゃんは泣くと思います。だけど私はなぐさめてあげることが出来ません。お兄ちゃんは泣き虫だから、私の代わりにかんネェが面めん倒どうをみてあげてください。私の代わりにずっと一緒にいてあげてください。それが最後のおねがいです。

　いままで色々ごめんなさい。それとありがとう。好きです。


由ゆ香か
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「だっる～……」

　妹の入院してる病院目め指ざしてチャリンコのペダルをこぎながら、思わず愚ぐ痴ちが漏れた。

　全く、せっかくの夏休みやっちゅーのに、なんでこのクソ暑い時間帯からチャリで山道上のぼらなアカンねん。硬こう軟なん病院はなんであんな山の上にあるんや。

　しかも、視界がホワイトアウトしそうなくらい強烈なこの日差し。道路には木こ陰かげなんかないしな。病院に着く頃には俺が患かん者じやになってるっちゅーねん。

　妹も退院すんのはええけど、せめて夏休み終わってからとか、もうちょっと時期選えらんでほしいわ。迎えに行く側の事も考えてくれっちゅーねんホンマ。あーくそ、親父おやじが田舎いなか帰ってなかったら、こんな坂道なんて車であっちゅう間やのに。っていうか、わざわざ俺が迎えに来る必要ないのに。

　坂の途中で力尽つきて、チャリから降りると手で押す形に切り替えた。マジで息上がってしんどい。何でこんなしんどい思いしてまで迎えに来なアカンねん。このまま帰ったろかな……。

　大体なー、俺、こう言うとなんやけど、妹のこと苦にが手てやねんなー。なんか無口で強ごう情じようで、しかも親は必ず病弱な妹の味方するから、アイツ甘えたい放ほう題だいやし……。やっぱ現実リアルで無口系けいのキャラはアカンよ。会話にならへんもん。迎えに行くのは別にええけど、連れて帰ってくる道中のこと考えたら、ホンマそれだけでうんざりしてくるわ……。

　とかなんとか考えてる間に、何とか坂を登りきった。気ぃ狂ったみたいなセミの鳴き声の中、硬こう軟なん病院のアホみたいにでかい建物が聳そびえ立ってる。

　ふう。やっと着いたか。もう、汗でシャツびしょ濡ぬれやな。

　駐ちゆう輪りん場にチャリを停めると入り口をくぐる。うぉ、涼しっ。つーか寒い。クーラー効きすぎ。さっきまで暑さで死にそうやったけど、今度は逆に汗が冷えて風か邪ぜひきそうや。

　えっと、何階やったかな。見舞いなんて二ヶ月前に来たっきりやから憶おぼえてへん。ちょっと受付で聞くか。

　ロビーを見回して受付カウンターを探すと、係りの人に尋たずねる。

「あの、すいません。今日退たい院いんする家族を迎えに来たんですけど、部屋の番号を……」

　受付の人が顔を上げる。

「あ、はい。お名前は？」

「井い崎ざきです。井崎智とも弘ひろ」

「少しお待ちください」

　にこやかにそう言ってから、カウンターにあるパソコンで検けん索さくする。それから、首を傾かしげて呟つぶやく。

「……変ですねぇ。イザキトモヒロさんというお名前で入院してらっしゃる患かん者じやさんは、うちにはおられないみたいですけど」

「え……？　あっ、ちゃいます。えっと、入院してるのは妹で、下の名前は由ゆ香かです。井崎由香」

　なんや。俺の名前聞いてるんかと思ったら、由香の名前か。ってまあ、考えたら入院してるほうの名前聞くのが当たり前やわな。もしかして俺、アホ丸出し？

　もう一回調べてもらったら、今度はちゃんと見つかった。九階の９６４６号室。って、何やこれ、縁えん起ぎ悪い番号やな。「くるしむ」やて……。ってゆーか、この部屋番号って、一体この病院どれだけ病室あるねん。この風光明めい媚びなロケーションといい、ホテル業でも兼ねてるんとちゃうやろな。

　やたら小こ奇ぎ麗れいな内装を見てくだらん事を考えながら、エレベーターに乗って九階に到着。

　がちゃっとドアを開けると、妹の由香がこっちを向く。

「あ……」

「よう。準備できてる？」

「……うん」

　うなずく由香のかたわらには、洗面用具に膨ぼう大だいな量の着替えにポータブルテレビに何冊もの本にぬいぐるみに……。

「な、何でこんなにたくさん……？」

　待ってくれ。これ全部運べっちゅーんか？　聞いてへんぞ、そんなん。大体こんなもん、チャリで運べるかっちゅーねん！

「………」

　嫌そうな顔を浮かべた俺を見て、由ゆ香かは黙ってうつむく。おかっぱにした真っ直ぐな髪に顔が隠かくれて幽ゆう霊れいみたいや。いや、この髪かみ型がたなら幽霊っちゅーより呪のろいの市いち松まつ人形か。

　で、そのまま沈ちん黙もく。

　…………。
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　あーもうっ。こういうリアクションが俺は一番苦にが手てなんや。たくさんになった理由を言うんでも、あるいは開き直るんでもええから、とにかく何か喋しやべれって。

　しかしそれはおいといて、この荷物、マジでどうしよ……。クロメコヤマトでも呼んで、家まで送ってもらうしかないな。着ちやく払ばらいで。

　俺はクロメコヤマトの宅配人を呼ぶと、荷物を運んでもらった。やれやれ、これで一ひと安心。

「よし、ほんなら帰るか。じゃあ、皆さん、色々とお世話になりました」

　同室の人たちとか看護婦さんに挨あい拶さつする。それからふと由香を見ると、ぼーっと突っ立ったまんま。このボケはもう。

「ほら、ちゃんと挨拶して！」

「……あ、あの。じゃ……」

「じゃ……やないやろ。さようなら、やろ」

「さ、さようなら……」

　全く。コイツ、中二にもなって社会常識ゼロやなホンマ。付き合いきれん。言われんでも、さよならの挨あい拶さつくらい当たり前やろ。

　エレベーターで一階に降りると、外に出る前に、麦わら帽子と日焼け止めクリームを渡した。

「ほら。これ。今日は日差し強いから、ちゃんと日焼け対策しとかなアカンで」

　由ゆ香かは帽子をしばらく無言で見ると、俺のほうに差し出した。そして無言でじっと俺を見る。

「あのな。それは俺のやなくて、由香ちゃんのや。自分でかぶり」

　由香はしばらくして帽子を頭にのせると、今度は日焼け止めクリームを俺のほうに差し出した。そのまま無言で、さっきと同様こっちの顔をじっと見上げる。

「………」

「なに？　それも由香ちゃんが自分に塗るんや。俺はもう塗ってきてるからええねん」

　そう言って由香の手を押し戻す。けど由香は首をフルフルと横に振り、日焼け止めクリームを無む理りやり俺の手に押しつける。そして、自分の腕を俺の前に差し出した。

「……ひょっとして、塗ってくれって事？」

　まさかと思いながら聞くと、由香は無言でコクコクとうなずく。

　……全くもう。これやから甘やかされて育ったヤツは……。しかし、両親からは由香の好きにさせてやるよう、キツいお達たつしが出てるしな。うんざりやけど、おとなしく塗ってやるしかないか。後で親にチクられたりしたら嫌やし。

　日焼け止めクリームを手に取ると、ぺたぺたと塗りたくる。腕と顔と首回り。露ろ出しゆつした部分はこれで全部や。

「よし。これで完了！　どんな凶きよう悪あくな紫し外がい線せんもこれで大丈夫や！」

　そう言うと、由香が嬉うれしそうに笑った。

「えへ……」

　えへ……、やないっ！　このガキ、調子乗のりくさってホンマ……。笑ってたら何でも許される思ったら大おお間違いやぞ。

「ほな、帰るで」

　由香を連れて病院の外へ出る。その途と端たん、むわっとした熱気とセミのやかましい騒音が襲おそってきた。こんな中を人ひと乗せて帰らなアカンのか。たまらんな、もぉ……。

　駐ちゆう輪りん場じようまで来ると、由香を自転車の荷台に座らせる。荷台には、由香のためにわざわざ座ざ布ぶ団とんをくくりつけてある。そのまま座らせたってええのに、うちの親はホンマ過か保ほ護ごやねんから……。

　俺はペダルに足をかけると、後ろの由香に声をかけた。

「しっかり摑つかまっときや。落ちても知らんで」

　由香がギュッとしがみついてくる。それを確認して、チャリを発進。

　来る時と違って帰りは下り坂やから、さすがに楽や。調子に乗ってスピードを上げる。風が気持ちいい。

　ところが、坂道半分下くだったところで。

「あ……！」

　突然由ゆ香かが声を上げた。

「なに？　どないしたん？」

　チャリンコを停めずに聞くと、由香がボソリと呟つぶやく。

「帽子……」

「帽子？　帽子がどないしたん？」

「帽子……飛んじゃった……」

「なにーっ！」

　さっさと言わんかい！　俺は慌あわててチャリンコを停める。後ろを振り返ると、確かに由香の頭に帽子はなかった。

「飛んだって、どこで？」

　由香は黙って坂の上を指差す。

「ちょ、ちょっと待っててな。拾ってくるから、自転車見てて」

　坂を上がって辺りを捜すと、帽子はガードレールの外の崖がけ下したに落ちてた。ちょっと取りに行くのは大変そう。っていうか面めん倒どうくさそう。諦あきらめよ。あんなん無む理りして取りに行って、怪け我がでもしたらアホみたいやし。

　潔いさぎよく断だん念ねんすると、チャリの所へ戻る。

「アカンわ。取るの無理」

　俺がそう言うと、由香は顔をふくれさせた。不満らしい。

「なに？　あの帽子、気に入ってたん？」

　尋たずねると、由香はコクリとうなずく。

「そうは言ってもなぁ。無理やで。諦めて」

　俺の言葉に、涙を浮かべる由香。しかし、そんな目で見られてもなぁ。第一、ちゃんと紐ひもを首にかけとかんかった自分が悪いんやんけ……。

「……よし。分かった。ほんなら、家に着いたら代わりの帽子買かいに行こ。お兄ちゃんが好きなん買こうてやるから」

　無言の抗こう議ぎに耐えきれんくなってそう言うと、由香はほっぺたをふくれさせたまま渋しぶ々しぶうなずいた。やれやれ。

「よし、ほなさっさと帰ろ。後ろ乗って」

　もっかい由香を後ろに乗せると、クソ熱いアスファルトの上をチャリをこいで家に向かった。




　茹ゆであがりそうな暑さと目め眩まいを起こしそうな日差しの中、由香を連れてなんとか無事に我が家に生せい還かん。

　俺は玄関を上がって台所に行くと、ポカリを一気飲のみして仰あお向むけにひっくり返った。さすがに人を乗せて硬こう軟なん病院から三さんノの宮みやまでは遠い。干ひからびるかと思った。

　由ゆ香かが久し振りの我が家をキョロキョロと見回す。

「お母さんたち……」

　呟つぶやいて俺を見る。

「ああ、なんか急に親しん戚せきの法ほう事じが入って、九州まで帰ってるわ。一週間は帰られへんて。せっかく退院の日に迎えてやれんて、残念がってたで」

「………」

　無言。

「なに？　寂しい？」

「………」

　やはり無言。

　……全く。黙り込まんと、返事くらいしてくれ。声は出さんでもええから、せめてうなずくとかなんとか……。

　それにしても、バテたな。少し休まんと、動かれへん……。

　仰向けに寝ね転ころがったままぐったりしてると、由香がすぐ隣となりに座り込んだ。俺の服をクイクイと引っ張る。そしてボソリ。

「……帽子」

　あ、そういえば。家に着いたら買いに行くとか約束したっけ。しかし、今はちょっと……。

「……ゴメン。悪いけど、後にして。少し休ませて……」

　由香は首をフルフルと横に振る。

「帰ったら買いに行くって言った」

「そら言ったけど、頼むわ。マジで今バテてて、休まんと動かれへん」

　由香は再び無言で首を振る。

　頼むわコイツ。誰か何とかしてくれ。

　俺は死にそうな思いで体を起こすと、靴を履はいた。




　とりあえずデパートに行くと、帽ぼう子し売り場に上がる。

　由香が無言のまま早さつ速そく選び始める。

　一つ選んで、かぶる。そして、俺を無言で見る。似に合あうかどうか聞きたいらしい。

「ああ、似合う似合う。それでええんちゃう」

　適当に答えた。帽子の良し悪しなんかどうせ俺には分からへんし、本人が気に入ればそれでええやろし。

　由ゆ香かは気に入らんかったらしく、別の帽子をかぶって再び俺を見た。

「ああ、それでええんちゃう」

　さっき同様適当に答える。しかし由香はまたもや別の帽子を選んできた。

「うん。似に合あってるよ」

　言いながら、だんだんイライラしてきた。帽子なんてどれでもええやんけ。さっさと決めてくれ。

　しかし、由香はその帽子も戻して別の帽子をかぶる。

　そんなことが十回以上続つづいた。全く、コイツは一いつ体たい何を考えてるんや。

「どないしたん？　気に入ったやつ、なかったん？」

　いい加か減げん我が慢まん出来んようになって尋たずねると、由香は不満そうな顔でフルフルと首を振った。

「じゃあ、気に入ったやつあったん？」

　そう聞くと、コクリとうなずく。

「ほんならそれにしたらええやん」

　由香は再び首を振る。どういうリアクションなんか、さっぱり分からん。気に入ったやつがなかったんなら分かるけど、気に入ったやつがあるのに何がどう不満なんや。

「気に入ったやつってどれ？」

　困って尋ねると、由香は二度目か三度目にかぶった帽子を指差した。広くて平らなつばに丸い頭とう頂ちよう部ぶ。お洒落しやれな感じでリボンがついてる。由香には少し大人おとなっぽい気もするけど、デザインは悪くないんちゃうか。

「じゃあ、これにするか？」

　俺が聞くと、由香は再び帽子をかぶって見せた。そしてじっと俺を見る。俺も少しじっくり、帽子をかぶった由香を眺ながめた。

　……まあ、似合ってる。って、もともと由香は、俺の妹とは思えんくらい外見は可か愛わいいから何でも似合うんやけど。まあ、可愛いのは外見だけやけどな……。

「その帽子かぶって白のワンピースとか着たら、どっかのお嬢じよう様みたいやな」

　お世せ辞じでそう言うと、由香は嬉うれしそうに笑った。

「じゃあ、これ……」

　そう言って、俺に帽子を手渡す。やれやれ、やっと決まった。レジに帽子を持って行く。二千六百円も取られた。

「よし。ほんなら帰るか」

　デパートを出ると、由香が俺の袖そでを引っ張った。

「なに？」

「もうちょっと……」

　そう言ってセンター街のほうを指差す。まだ他に買ってほしいものでもあるんやろか？

「何が欲しいん？」

　由ゆ香かは黙って首を振る。

「何？　欲しいものがあるんやないわけ？」

　由香はコクコクうなずく。

「じゃあ、何？　ただ向こうに行きたいだけ？」

　コクコク。

「散歩？」

　コクコク。

　はぁ……。お前はずっと後ろに乗ってただけやから元気やろけど、俺はチャリで山の上の病院まで往復して、ええかげん疲れてるんやぞ。勘かん弁べんしてくれ。

　とはいえしょうがない。久し振りの街を見たいっちゅー気持ちも一いち応おう分かることは分かる。両親からのきつい言いつけもあることやし、少し付き合うか……。

「よし。ほな、ちょっとその辺へん回ってから帰ろか」

　由香が嬉うれしそうに笑う。

　俺はセンター街に向かって歩き出した。

「お兄ちゃん……」

　後ろから由香が呼び止める。

「何？」

「手……」

　そう言いながら、手を差し出す由香。

「何？　ひょっとして、手ぇつないでとか言うつもりか？」

　コクコク。

「あのなぁ……。由香ちゃん、もう中二やろ。いつまでそんな子供みたいなこと言うてんねん」

　俺がため息をつくと、由香はすねたような目でこっちを見た。そのまま無言。

　ああ、もう！　子供のお守もりは大変やな……。

　俺は仕方なく由香と手をつないだ。こんなとこ、クラスの友達に見られたら何なに言われるか分からんな……。

「で、どこら辺回る？」

「……お兄ちゃんの行きたいとこ」

「俺の行きたいとこ？」

　って言うと、ゲーセンとか、あにめい都ととか、後は……。いや、あそこのパソゲーショップは女の子を連れて行くような場所やない。とすると、他にはどこや。三さんノの宮みや最大の売り場面積を誇る浸しん々しん堂どう書店か。

　そやな。浸しん々しん堂どうがいい。あそこの文庫のコーナーとかでもうろついてたら、知的なお兄ちゃんのイメージやしな。よっしゃ。決定や。

　俺はそう決定すると、センター街のエスカレーターを上がって三階の浸々堂へ行った。

　由ゆ香かはしばらくおとなしくついてきてたけど、やがて退屈になったんか、俺の袖そでを引っ張った。

「ん？　どないした？」

「……漫画がいい」

　来た。狙いどおり。これであにめい都ととかに堂々と立ち寄る口こう実じつが出来た。完かん璧ぺきやな、俺の作戦。

　俺は足取りも軽くあにめい都とに向かった。そして、奥の漫画コーナーに由香を置いてくると、自分はパソゲー関連グッズを見て回る。とりあえずまずは『踏とう破は痕あと』のトレカか。そういや今度プレ捨てに移い植しよくするらしいな。フルボイスで。でも俺の好きなキャラは基本的に無言で喋しやべらへんから、あんま関係ないか。一いち応おう買うけどな……。

　俺が棚の前で考えてると、袖をクイクイと引っ張る者があった。振り向くと、由香や。

「どないしたん？　欲しい漫画、なかった？」

　由香は無言でフルフル首を振る。

「じゃあ、あったん？　買おか？」

　フルフル。

　出た！　謎なぞのリアクション。欲しいのあったんかなかったんか、一体どっちやねん。わけ分からんっちゅーに。

「……じゃあ、とりあえず出る？」

　そう聞くと、由香が無言で手を差し出す。俺はさすがにこんな人ひと目めのあるところで手をつなぐ勇気はない。

「手ぇつなぐのは、店みせ出てからにしよ」

　小声で由香にそう言うと、背中を押して店から連れ出す。

　店を出た途と端たんに由香が手を握ってきた。ホンマ、ええ歳とししてコイツ……。




　それからあちこち適当にぶらついているうちに、日が暮れてきた。どっちみち飯めしは外に食べに出るつもりやったから、このまま喰くって帰るのがベストやな。

「晩ばん飯めし、何食べたい？」

　そう聞くと、由香はちょっと考え込んでからボソリと答えた。

「……お母かあさんの作ったもの……」

　ア、アホかコイツ！　両親ともに九州に帰ってるって、ちゃんと言うたやろ！　何が「お母さんの作ったもの」や。第一、どういうジャンルがええねん。和食か中華か洋食か。全ぜん然ぜん答えになってないっちゅーに。

　……いや、でもまあ、ずっと病院の飯めしばっかり喰くってて、おかんの手料理が喰いたくなるってのは分かるんやけどな。分かるんやけど……。

　何とか気持ちを鎮しずめると、可能な限り穏おだやかな口調で言った。

「お母かあさんの作ったものは、お母さん帰ってきてからにして。で、外食するとしたら何がいいかな？」

「……お子様ランチ」

　お子様ランチか。中学二年生にもなって。まあ、ある意味お似に合あいやけどな……。

「よし。ほんならファミレス寄ってくか」

　ファミレスやったら帰る途中にあるから丁ちよう度どええ。

　俺が歩きだそうとすると、由ゆ香かは地面にしゃがみ込んだ。こ、今度は何や一体……？

「どうした？」

「足……」

「足？」

　コクコク。

「足がどないしたん？」

「痛い……」

「なんや？　ずっと寝たきりやったから、足あし弱ってるんか。マメとか出来てるんちゃうやろな。どれ、見せてみ」

　由香の靴を脱がすと、俺は足を見た。ちょっと赤くなってる気もするけど、マメとかは出来てないみたいやな。靴くつ擦ずれもない、と。単純に足が疲れただけやな、これは。よし。ちょっくらマッサージでもするか。おんぶして帰るのはさすがにキツいからな。

　もみもみもみ……。

「………！」

　由香が声にならへん声を上げた。びっくりして手を止める。

「ご、ゴメン。痛かった？」

　由香は無言でフルフル。

　くすぐったかったんかな？　まあ痛くなかったんならええわ。もみもみもみ……。しっかし、足コチコチやな、もう。もみもみもみ……。

「お、お兄ちゃん……」

「……？」

「由香……もう……」

「どないした？」

「あの、もう……大だい丈じよう夫ぶ」

「あ、そう？　歩ける？」

　コクコク。

　そうか。それは助かった。

「じゃ、行こか」

　俺らはファミレスで飯めしを喰くうと家に帰った。




　家に帰って風ふ呂ろの準備をする。風呂が沸くまで暇ひまやから、お茶を淹いれてぼーっとテレビを見てると、由ゆ香かがボソッと呟つぶやいた。

「……由香、帰ってこないほうが良かった？」

　はぁ？　いきなり何を言い出すんやコイツは？　俺の妹だけあって、頭に虫でも涌わいとんちゃうやろな。

「……な、なんで？」

　辛かろうじて聞き返す。

「だって、お兄ちゃん……、ずっと怒ってばっかり……」

「え？　俺、怒ったりした？」

　由香は無言でフルフル。

「……そうやろ？　怒ったりしてへんよな？」

　コクリ。

　そうや。確かに何回もキレかけたけど、その都つ度ど俺はしっかり自分を抑えて優しい兄あに貴きとして振る舞ったんや。誰が怒ってばっかりや。ビビらせよって……。

　ホッとしたのも束つかの間ま、由香は再びポツリと言う。

「でも、怒ってた……」

　ど、どういうこっちゃ？　怒ったりしてへんけど、ずっと怒ってた？　矛む盾じゆんしてるやろそれ。いや、それともひょっとして禅ぜん問もん答どうか何かか？

「怒ってたって、例えばいつ？」

「……帽子買かう時」

　あの時は、確かにイライラしたけど、でもそれは外には出さんかったはずなんやけど……。

「帽子買う時怒おこってたって、どんなふうに……？」

「……由香のこと、イライラして見てた」

　な、なにぃっ！　バ、バレてた？　ひょっとしてコイツ、テレパスか何かか？

　由香はうつむいたまま更に言う。

「お兄ちゃん、口には出さないけど、いつも由香のことイライラして見てるから……」

　図ず星ぼしっ！　な、なんやねん。全部バレてるんか？　じゃあ、俺の今までの頑がん張ばりって全部無む意味？

　いや、ってゆーか、ひょっとして由ゆ香かが無口なんて、俺がイラついてるのに気づいててビビッてるんとちゃうやろな。もしそうやとすると、由香が俺の苦にが手てな無口キャラになってるのって、俺の自じ業ごう自じ得とく？

　動どう揺ようしまくりの俺に向かって、ますます消え入りそうな声の由香。

「……ゴメンね。せっかくの夏休みなのに、お兄ちゃんの邪じや魔まして……。由香、どうせ夏休み終わったら病院に戻るから……」

　うわっ！　やっぱりコイツ、俺のことビビッてる。アカンでこれは。親が戻るまでの一週間、ずっとコイツの面めん倒どうみなアカンちゅーのに。ちょっと、関係改かい善ぜんを目指さんと……。

　とりあえず、最初は謝っておくか。

「あの、ゴメンな。由香ちゃんがそんなん思ってるなんて知らんくて。その、由香ちゃんあんまり喋しやべらへんやん。そやからつい、何なに考えてるんかなーとか思って、ちゃんと考えてる事話はなしてくれたらええのにとか思ってイライラしてしまうんやんか……。っていうか、その、気ぃ使わせてゴメンな」

　由香はじっとこっちを見る。相変わらず無言。

　次はとりあえず、下へ手たに繕つくろうより本音トークや。ええかっこしても由香は見抜きそうやし。変に噓うそついて見抜かれたりしたら逆効果やからな。

「俺、実は沈ちん黙もく恐怖症でな。無口な人って苦手やねん。っていうか、緊きん張ちようするねん。そやから、出来れば俺、由香ちゃんも色々喋しやべってくれると助かるんやけど。くだらんことでもええからさ……」

　由香はしばらく黙ってたけど、やがてホッとしたように微ほほ笑えんだ。

「……お兄ちゃん、由香のことキライなのかと思ってた……」

「いやいや、全然逆ぎやく。大好きやで。いや、これはマジで。それやのに、大好きな由香ちゃんが何なに思ってるんか分からへんかったりするから、余よ計けいに緊張するんや」

　しまった！　本音トークとか思った矢や先さきにいきなり噓を！　由香のこと『大好き』って誰がやねん！　……でも、緊張するってとこだけはホンマやねんけどな。

　由香が上うわ目め遣づかいでこっちを見る。

「……もしかしてお兄ちゃん、由香のこと怖がってた？」

「ま、まぁ、ちょっとな……」

　本音トークの方針に従って正直にうなずく。しかし妹を怖がったりして、俺も情なさけない兄あに貴きやなぁ……。

　由香は俺の顔を見て笑った。

「……由香もね、お兄ちゃんのこと、ちょっと怖かった……。おあいこだね」

　なんや。気ぃ許したら結けつ構こう喋るやんけ。助かった……。

「そうやな。これからは出来るだけお互い正直に全部話はなすようにしよな。そうせんと、俺がもたん」

　由ゆ香かはそれを聞くと、笑ってコクリとうなずいた。




　風ふ呂ろから上がると、俺は今日はさっさと寝ることにした。さすがに疲れてる。これから明け方までパソゲーをやる体力はない。

　布ふ団とんを敷しいてると由香が現れた。

「お兄ちゃん」

「ん？　何？」

「今日、一緒のお部屋で寝ていい……？」

「なんや？　一人で寝るのは怖いんか？」

　由香は無言でフルフル首を振る。

「じゃあ何？」

「………」

　由香は答えんと、悄しよ気げたみたいにうつむいた。

　な、なんや？　さっきは結けつ構こうええ調子で喋しやべってたくせに、また無言モードに逆ぎやく戻もどりか？　と、とにかくビビらせたらアカンから……。

「まあ、理由なんかええわ。久し振りやし、一緒に寝よか」

　由香は顔を上げると嬉うれしそうにうなずいた。やれやれ。

　由香の布団を運んでくると、俺の布団の隣となりに敷いてやる。小学校の頃の一緒に寝てた時の記き憶おくやと、由香はやたら寝ね相ぞうが悪いんで、互いの布団は平行やなくて直角に並べる。そんで寝ながらお話し出来るように、頭のほうだけ近づけるんやったっけ。

「このお布団の敷き方、ちっちゃい頃と同じ」

「まあな。由香ちゃん寝相悪わるいから、これやないと危険で寝てられへん」

「そんなことないもん」

　言いながら笑う。大だい丈じよう夫ぶや。無口モード回かい避ひ成功。

「じゃあ、寝よか」

　電気を消して布団に入る。昼間の疲れもあって、速そつ攻こうで睡すい魔まが襲おそってきた。あっという間に眠りに落ちかける俺。

　そやけどその俺の眠りを由香の声が妨げた。

「お兄ちゃん……」

「……んん？　何……」

「明日、どっか遊びに行きたい」

「……ああ、ええよ……行ってき……」

「………」

　由ゆ香かが沈ちん黙もくする。その瞬しゆん間かん俺はハッとして目を覚ます。

「あ、ゴメン。今ちょっと眠りかけて意識朦もう朧ろうとしてて……。で、どこ行こか？」

「………」

「せっかく今日きよう新しい帽子買かったし、それかぶって出かけるのにふさわしい場所がいいよな」

「…………」

「そや。高こう山ざん植物園とか行く？　昔、家族みんなで一緒に行ったことあったやろ？　確かあん時も由香ちゃん新しい帽子買ったばっかりで、しかも風に飛ばされて速そつ攻こう失なくして泣いてたよな。しかも、何か知らんけど俺あん時怒おこられてたような気が……」

「あれ、お兄ちゃんが由香の帽子フリスビーにしてて失くしちゃったんだよ」

「あ、そうやったっけ。ゴメン。俺、自分に都つ合ごうの悪い記き憶おくは忘れてくからな。あれ俺のせいで失くなったんか。悪かった」

「……でも、今日新しい帽子買ってくれたから許したげる」

　そう言って由香はえへへーと笑った。

　よーし。無言モード脱出。

　何か、少し摑つかめてきたぞ。昔の思い出話とかしたら、結けつ構こう喋しやべるんやなコイツ。憶おぼえとこ。

「ほんなら、明日は高山植物園でいい？」

「うん」

「じゃ、明日に備えて早く寝よか」

「やだ」

「やだ？　な、なんで？」

「久し振りだから、もっとお話したい」

「お話か。そうやな。例えばなんの話？」

「……何でも。お兄ちゃんの好きな事」

「俺の好きな事って……」

　……パソゲーの話しかないやんけ。でも、そんな話しても、絶ぜつ対たい由香は面白ないに決まってるしな……。

「俺の好きな話題、何でもええの？」

「……うん」

「じゃあ、お題は『由香ちゃんの入院生活について』」

「え？」

「ええやろ。俺の好きな話題なんでもええって言ったん、そっちやし」

　話題がない時は相手に話させるのが、会話の常じよう套とうテクニックや。たとえ話がつまらんくても、少なくともこっちの責任ではなくなるからな。

「でも、由香の入院生活なんて、お兄ちゃん面白くないよ」

　そう言いつつ由ゆ香かの声が弾はずんでるのは気のせいか？　まあ、それはともかく、会話の責任は押しつけておかんと。

「そんなことはない。大切な妹が病院で日々どんな暮らしをしてたんかは、兄として大いに興味のあるところや。俺、忙しくてあんまり見舞いにも行かれへんかったし」

「……でも、何なに話そうかな」

「もう少しお題だい絞しぼろか。じゃあ、まずは入院してて一番これだけは勘かん弁べんしてくれってことから」

「え……。やっぱり御ご飯はん……かな……」

「噂うわさには聞いてたけど、やっぱそんなにまずい？」

「うん。あんまり美お味いしくない。でもね、それより時間が変なの。晩ばん御飯が夕方の五時半だったりするから」

「そんな早いん？」

「うん。それに一日寝ねてるだけだから、おなか減ってないし。残さず食べるの、しんどい」

「でも、その割に全然太ふとってないし、カロリー計算とかはしっかりやった上でのメニューと時間なんやろけどな」

「よく分かんないけど……。あとね、消しよう灯とうが九時なの。だから、テレビも録画しないと見れないの」

「消灯九時？　すごいなそれ。そんなんでちゃんと寝れるん？」

「寝れない。それにね、暗い部屋でベッドの中でじーっとしてると、色いろ々いろ考え事とかしちゃって余よ計けいに寝れなくなるの」

「そういう時とか、同じ部屋の人たちと喋しやべったりせえへんの？」

「するけど。でも、見回りの看護婦さんに見つかると怒られるから。それでね、看護婦さんの足音が聞こえると、一いつ斉せいに寝たふりとかするの」

「修学旅行みたいやな」

「うん。それで、看護婦さんにも厳きびしい人とそうでない人といてね、あだ名が付いてたりして、一番怖こわい看護婦さんは『タイ風』って言ってね、なんか顔がタイ人に似てるからって」

「タイ人に似てる？　タイ人っていうたらどんな顔や？」

「……知らない。でも、『タイ風』みたいな顔だと思う」

「まぁええわ。それで？」

「で、足音もこの人だけ少し違うの。歩くペースが速くて、音も少し鋭くて、この足音が聞こえたら一番ドアに近い人が『ここで台風情報です。ナースステーションより発生した台風十三号は現在、南南西より勢力を増しながら物もの凄すごいスピードで階段を上っています。五分後には９６４６号室に上陸の模も様よう。付近の住民は十分注意してください』とかって言って、みんなそれ聞いておかしくて、寝たふりしてても吹き出しちゃって、それで結局見みつかって怒られたり」

「なんか、結けつ構こう楽しそうやな。ちなみに十三号ってのは意味あるん？」

「なんかね、漫画であるんだって。何とか十三号って」

「なんやろ？　鉄人28号やないし……」

「えっと、ゴ……、ゴなんとかっていうやつ。ゴリラじゃなくて、ゴルフじゃなくて……。なんか、殺し屋の話とかって言ってた」

「あ、ひょっとしてゴルゴ13？」

「あ、それ。お兄ちゃん、知ってるの？」

「一いち応おうな。有名やで、結構。狙った標ひよう的てきは決して外はずさない、超ちよう一流のスナイパーやろ」

「うん。なんか知らないけどそんなやつ。とにかく怖い人なんでしょ？」

「そやな。かなり怖い人やな」

「だから、タイ風は十三号って決まってるの」

「ふーん」

　何か、看護婦のコスプレしたゴルゴが頭に浮かんでしもた。一回実じつ物ぶつ見てみたいな、そのタイ風って看護婦。

「あと、嫌なことっていったら……同じ部屋の人が部屋替えになった時」

「え？　それは何で？」

「だって……。部屋が替わるのって、容よう態だいが変わった時だから……。集中治ち療りよう室とか隔かく離り病びよう棟とうとか。一緒の部屋の人がそういうとこに移ると、やっぱりヤな気分だよ……」

「それはそうやな……。元気で戻ってきたらええけどな」

「うん……。部屋が変わって、それっきり戻ってこないとやっぱり……。みんなその人の話は避けるし。自分もいつそうなるか分からないし……」

「でも、由ゆ香かちゃんはもう退院したんやから大だい丈じよう夫ぶやろ」

「ん……でも、夏休みの間だけだよ」

「いや、だってそれは夏休みの間様よう子すみて、それで大丈夫そうやったらそのままもう退院するんとちゃうの？　あとは通つう院いん生活で」

「お医者さんもそう言ってたけど……。でも、由ゆ香かね、なんだかもう治らない気がするの」

「な、なんで？」

「ん……」

「医者にそう言われたん？」

「主しゆ治じ医いの先生はいっつも『絶対良くなるからね』って言ってる」

「それやったら大丈夫やん」

「ん……そうだけど……」

「けど、何？　大丈夫って言われてるんやろ？」

「……だって、由香が何にも聞かないのに、いつも会う度たびに『絶対良くなるからね』って向こうから言ってくるんだよ……」

「まあ、そう言われれば少し変かな……。でもそれ、考え過ぎやって」

「……うん」

　小さい声で答えると、そのまま由ゆ香かは黙り込んだ。残念。沈ちん黙もくモードに逆ぎやく戻もどりか。

　しかし今の、かなり喋しやべったな。こんなに喋ったんて、ひょっとして小学校の時以い来らいとちゃうか。

　とにかく、病院での出来事も無口モード回かい避ひには有効。ただし、ディープな話題に触れると危険。よーし、覚えた。これでそろそろ、由香はもう苦にが手てやなくなるぞ。

「お兄ちゃん……」

「ん？　何？」

「明日、カメラ持っていこ」

「カメラ？　写真撮とるん？」

「うん」

「『写ルンです』でもええかな？」

「何でもいい」

「分かった。じゃあ、三十六枚撮りのやつ買って撮りまくろか」

「うん」

　再び沈黙。っていうか、そろそろ由香の奴やつも寝たんとちゃうか。寝ててくれると俺も寝れるから楽なんやけどな……。

「……お兄ちゃん」

　うわっと！　まだ起きてたか、コイツ。

「何？」

「……何でもない。呼んでみただけ」

　何やそれ。俺、もうええ加か減げん眠いねんけどなぁ……。

「明日あした出かけるんやし、由香ちゃんも早よ寝ぇや」

「……うん」

　沈黙。……寝たかな？　寝てるんやったら平気やけど、起きてて黙ってるんやったらちょっと気き詰づまりやな……。確かめてみよか。

「……十日未明、南西沖おきで発生した台風十三号は、次第に勢力を増しながら本州へと向かっています」

　クックッと押し殺した笑い声。起きてやがったコイツ。

「……アカンで、由香ちゃん。さっさと寝んと」

「だって……」

　まだ笑いが収まってない。そこまで受けるか？　まあ、笑ってくれるんはこっちとしては嬉うれしいけど。

　まあええか。とりあえず、由ゆ香かが寝つくまで、俺は黙って起きてよ。しゃーない。黙ってるのはキライやけど、明日の日中に無口モードになられたらたまらんしな。

　それからおよそ一時間ほどで、由香の寝ね息いきを確認。それと同時に俺は猛もう烈れつな眠気に襲おそわれて、意識を失うように眠り込んだ。
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　次の朝。ジージーとクソやかましいセミの声で目が覚めた。時計見たらまだ七時。ってこの時間、普ふ段だん学校行ってる時の起き床しよう時間やんけ。せっかくの休みやのに、こんな早起きしたらもったいない。頑がん張ばってもっかい寝よ。

　そう思って枕まくらに伏せたと思ったら、袖そでを引っ張られる感かん触しよくを覚えて起こされた。

　引っ張ってたのはもちろん由ゆ香かやった。

「お兄ちゃん。朝……」

「ん？　ああ、おはよ……」

　仕方なくもぞもぞ起き上がる。由香を見ると、すっかり外出用の服に着替えてた。

「うわ。どないしたん？　こんな朝っぱらから……？」

　由香はうつむいて呟つぶやく。

「今日、一緒にお出かけするって言った……」

　……おい。何やねん、その無口モードに逆ぎやく戻もどりしたような喋しやべり方は。ひょっとして一晩寝ねたらリセットされて無口モードからやり直しとかいうんとちゃうやろな……。

　と、とりあえず、無口モード回かい避ひのためには、昔の話とか病院での話題とか……。

「そういえば、由香ちゃんて昔から早起きやったもんな。どっかに出かける時とか、朝の六時くらいに起きだしてきたりして……」

「………」

　無言でコクリ。

　あれ？　おかしいな。全然アカンやんけ。

「びょ、病院でも朝は早かったん？　入院生活で早起きの癖くせがついたとか……」

「………」

　コクリ。

　な、なんでや？　全然効きかへんやんけ。待ってくれ、おい。今日一日ずっと無口モードでおられたら俺、気きぃ詰つまって窒ちつ息そく死しするっちゅーに。

「とりあえず、朝あさ飯めし喰くうか。トーストでええ？」

　コクリ。

　アカンなぁ。昨日の晩あんなにたくさん喋しやべったんは何やったんや。

　とりあえず、飯の準備するか。パン焼いて、あとはインスタント・コーヒーか。由ゆ香かは紅茶のほうが好きやったっけ？　長いこと会ってへんからもう分からへんな……。まぁええわ。適当にやっとこ。

　俺が支し度たくをしてると、由香が後ろから俺の服の裾すそをクイクイ引っ張った。

「ん？　どないしたん？」

　振り返ると、由香が帽子をかぶって立ってた。俺のことをじーっと無言で見る。

「ああ、昨日買こうた帽子やな。今日、それかぶって行くん？」

　無言でコクコク。

　俺の服をクイクイ。

　そして顔をじーっ。

　……なんや。何が言いたいんや？

　落ち着けよ、俺。ここでイライラしたら、由香は読み取るからな。そしたら無口モード脱出はますます困難になる。イライラする前に、ちゃんと口で聞くんや。

「どないしたん由香ちゃん？　なんか、他にも言いたいことあるん？」

　穏おだやかな声でそう聞いたのに、由香はフルフル。

　あうーっ！　わけ分からへん。マジで。

　内心悶もだえてると、由香がポツリと呟つぶやいた。

「……服」

「え？　服？　服がどうしたん？」

「……いい」

　由香はフルフル首を振って黙り込む。

　これって完全に昨日の状態に逆ぎやく戻もどりやんけ。

　しかし、服って言われても……。気に入らんのか？　結けつ構こう似に合あってるけどな、白のワンピース。

　……ハッ。分かった！　昨日、帽子買う時になんか俺おれ言うたな。それかぶって白いワンピースでも着たらお嬢じよう様風ふうになるとかなんとか。それか！　それ、見せたかったんか！　くそっ。今いま頃ごろになって気づくとは。大だい失敗や。そやけど、由ゆ香かもそんなん口で言うてくれたらええのに……。

　結局その後も上う手まいフォローは出来ず、なんか気まずい沈ちん黙もくのまま朝あさ飯めしをすませた。




　後あと片かたづけを終えて食器を洗うと、家を出る前に由香の日焼け予防をする。

「せっかくのお嬢様の美しいお肌はだが日に焼かれて痛んでしまっては大変やからな」

　昨日きのう同様、肌の露ろ出しゆつ部分に日焼け止めを塗ってやりながら、そう言ってご機き嫌げんを取ってみた。

「ん……」

　由香の表情に、やっと笑顔が浮かんだ。やれやれ。分かったぞ。今日のキーワードは『お嬢様』や。無口になったらそれ使お。

　家を出ると、駅に向かう途中で『写ルンです』三十六枚撮どりを二つ買う。そして、由香のほうを向いて、さわやかな笑顔で言った。

「せっかく可か愛わいくめかし込んだんやから、その姿すがた撮りまくってちゃんと残しておかんとな」

「うん」

　えへへ。由香が笑う。よーし、ええ感じや。

「お兄ちゃん。手……」

「あ、ああ。手ぇつなぐんやったな。はいはい」

　……これだけは正直カンベンしてほしい。さすがに高校生にもなって、仲良く妹と手ぇつないでお出かけって……。

　しかし、そんなことは言ってられん。これも無口モードを避けるためや。一日中無む口くちモードやられたら、沈ちん黙もく恐怖症としては冗じよう談だん抜ぬきで命の危機やからな。




　ケーブルカーに乗って高こう山ざん植物園へ向かう。窓から外を覗のぞくと、山の上から神こう戸べの街全体が見渡せた。晴れてるから海の向こうまでよく見える。こういうとこも、たまに来るにはええモンやな。妹と一緒やなかったらの話やけど……。

　隣となりに目を転じると、由香は俺の手を握り締めたまま無言。……やりづらいなぁ、こーゆーの。黙ってるから余よ計けいに周囲の目が気になる。今日って日曜やから人ひと多いし……。

　ケーブルカーを降りると、ちょっと歩いたところで由香が立ち止まった。そして物もの珍めずらしそうにキョロキョロ上を見る。

　何なに見てるんやろ？　俺もつられて上うえ見てみたけど、ただの空しかない。珍しい飛行機が飛んでるわけでもなし。

「由香ちゃん。空なんか見て、何かあるん？」

　聞いてみた。これをきっかけに、昨さく晩ばんみたいに会話弾はずむとええねんけど……。

　由ゆ香かは俺の顔を見上げると、ちょっと考えてからポツリ。

「……空」

　いや、空があるんは分かってるっちゅーねん。

「あの、だからえっと、空なんか見てどないしたん？」

「ん……。広いなって……」

「うん。広いな。それで？」

「……それだけ」

　それだけって……。だから何なんや。空が広いのは当たり前やんけ。

　アカン。話を広げる取っかかりもツッコみどころも、何も見つからん。

　そのまま二人とも沈ちん黙もく。

　あー、クソ。ミスった。中ちゆう途と半はん端ぱに会話した後だけに、気き詰づまり度は一・五倍当とう社しや比ひって感じや。やっぱ無む理りして話しかけたりせんほうがよかったなぁ……。

　内心後こう悔かいに駆られつつも、何とか無ぶ事じ植物園に到着。

　そやけど金を払って中に入ったところで、俺は重大な事に気がついた。こんなとこ来たって、考えたら何もすることないやんけ。お喋しやべりな奴やつと一緒やったら、草花に囲まれて雑談するのも乙おつなもんやろけど、今日の相手は由香やで。無口で病弱な。遊びようがない。黙って静かに植物見て回って、何がおもろいねん。第一俺おれ、植物なんか全然興きよう味みないっちゅーのに……。

　その時、植え込みの花を見てた由香が声を上げた。

「きれい……！」

　そして、上じよう気きした笑顔で俺の顔を見る。

　この顔は……感動の共有を要求してる顔や。そやけど、確かにきれいなんは認めるけど、なんか地味な花やしそんな感動するようなもんか？　ちょっと大おお袈げ裟さやろお前。

　でも、そんなん言うたら絶対無む口くちモードに突入やし、かといって、ここでいい加か減げんな同意とかしたら見抜かれて逆ぎやく効果やし……。考えろ俺。どう応こたえるんが一番ええ方法や……？

　死ぬ気で脳みそ振り絞しぼると、俺は途中で買ってきた使い捨てカメラを取り出した。

「……よし。ほな、このきれいな花をバックに写真でも撮ろか？」

「うん！」

　エヘヘ、と、はにかんだような甘えたような笑顔で答える。

　よっしゃ、ビンゴッ！　今の俺の応対、完かん璧ぺきやったぞ。

　パシャッ。パシャッ。続け様ざまにシャッターを切る。

「お、いいね、その角度！　ビューティホー！　じゃあ次はこのポーズで。いいよいいよ、スマイルスマイル！」

　アホなことを口くち走ばしりながら、調子に乗って五枚ほど撮った。

「よーし。きれいに撮れてたら、引き伸ばして額がくに入れて飾ろか？」

「うん！」

　再びエヘヘ笑顔。よし。ええぞ。調子出てきた。

　手をつないであちこちフラフラ飛び回っては、写真を撮る。三十六枚撮どり一本があっという間になくなった。由ゆ香かもはしゃいでるし、ええ感じや。この分ではあんまり気き詰づまりなことにはならずにすみそう。

　と思ったら、突とつ然ぜん由香が立ち止まった。

「あれ？　どしたん？」

「……疲れた」

　由香はそう呟つぶやいてしゃがみ込む。っていうか、こんな狭い植物園ちょっと回っただけで疲れたってお前……。

　あ、でもそういえば、昨日も三さんノの宮みや少し歩いただけでへばってたっけ。今日ははしゃいで走り回ったから、疲れるのも早いんやな。しかしコイツ、長い入院生活で、完全に足あし腰こし弱ってるな……。

「よし。ほんなら、あそこのベンチまで行って休も。こんなとこにうずくまっとらんで」

　由香は無言でフルフル。

「イヤ？　なんで？」

「もう歩けない」

「歩けない、ってベンチすぐそこやん」

　フルフル。

「でも由香ちゃん、こんなとこにしゃがみ込んでたら、服が汚れるで。せっかくお嬢じよう様やのに」

「……じゃあ、おんぶ」

「おんぶ？」

「あそこのベンチまで、おんぶ」

　……中学二年にもなって言うことか、それ。第一、俺そんな体力ないっちゅーねん。

　とはいえ、しゃあない。言うこと聞いてやらんと、恐怖のだんまりモードが待ち構えてるからな……。

「よし。ほんならおぶさり」

　由香の前に背中を向けてしゃがみ込む。おぶさったのを確認して立ち上がると、びっくりするほど軽い。自転車に乗せた時にはそれほど気づかんかったけど、直接背せ負おうと異常やでこれ。

「なんや。由香ちゃん、お前めちゃくちゃ軽いな」

「うん……」

「体重何キロくらい？」

「二十五……」

「二十五？　たったの？　それ、軽すぎるんちゃうか？」

「うん……。お医者さんもそう言ってた」

「アカンで。ちゃんと食べてたんか？」

「うん。でも、増えないの」

「そうか。まあ、病気やもんな……」

　それにしても軽すぎや。体もメチャクチャ細いし。コイツ、こんなひ弱やったんか。おんぶしてるだけで折れそうやんけ……。
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　さすがに病弱、長期入院娘むすめ。あんまり、普通の人と同じ感覚で考えんほうがええかもな。マイ絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆに指定や。ちゃんと誰かが付き添って見守っててやらんと、マジでヤバいで。

　屋根つきの東あずま屋や風ふうになってるベンチに由ゆ香かを座らせると、靴下の上から昨日と同様足あしをもんでやる。いくら軽いっちゅーても、ここから家までおぶって帰るのはさすがに不可能やしな。

「……お兄ちゃん」

「何？」

「喉のどかわいた……」

「あ、じゃあ何か買ってくる。何がええ？」

「……フルーツ牛乳」

「フルーツ牛乳？　紙パックに入ってるやつか。売ってるかな？」

「なかったら、オレンジジュース」

「よし。とりあえず、第一希望がフルーツ牛乳で、なかったらオレンジジュースな。じゃ、買ってくるから待ってて」

　そう言って行きかけた俺の服を、由ゆ香かが摑つかんだ。

「ん？　どしたん？」

　振り向くと、無言でフルフル。

「お兄ちゃん、今から由香ちゃんのジュース買いに行ってくるんや。そやから、手ぇ離して」

　フルフル。

　……困ったやっちゃなぁ。どないしたんや一体？

「何？　ジュース買いに行かんでもええってこと？」

「置いてっちゃ、やだ……」

「置いてっちゃやだって、自じ販はん機きすぐそこやん」

　フルフル。

　コイツは……！　って、さっきまでやったらキレてたやろけど、今は由香はマイ絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆやからな。ちゃんと保護したらんと。

「よし。じゃ、由香ちゃんが動けるようになるまで待とか。それから一緒にジュース買いに行こ」

　コクリ。

　やれやれ。しかし、コイツの面めん倒どうみるのはホンマに一ひと苦労やな。

　俺は内心嘆たん息そくしながら由香の隣となりに腰かけた。

　その途と端たん、由香が体をもたせかけてくる。

「なんや？　そんなに疲れてたんか」

「うん……」

「よし。ほんならちょっとこうして休み。支えといたるから」

「うん……」

　コクリ。由香はうなずくと目を閉じた。やがて、すうすうと軽い寝ね息いきを立て始める。

　おい！　休んでええとは言うたけど、寝るなや。第一、俺かてお前のせいで寝ね不足やねんぞ。……とはいえ、病弱のこの体やもんな。体力ないんやろな。しゃーない。ここは我慢して寝かせといたろか。はぁ……。




　一時間ほどして由香が目を開けた。俺にもたれて寝てたことを思い出すと、少しはにかんだようにエヘヘ笑い。こうして笑ってくれてる分には可か愛わいい妹なんやけど……。

「起きたんか。よし。じゃあ、移動する？」

「うん」

　コクリ。少し、元気が回復したような感じ。俺もホッとする。

　自じ動どう販はん売ばい機きの前に行って、ジュースを買う。由ゆ香かのリクエストのフルーツ牛乳は残念ながらここにはなかった。オレンジジュースを買って渡す。

　ベンチに戻ると、由香は腰かけて缶を両手でしっかり持ってングングと飲む。なんかその仕し草ぐささって、はっきり言って小学生くらいにしか見えん。ってゆーかコイツの場合、精神年ねん齢れいも小学生レベルやろ。まあ、だからこそマイ保ほ護ご動物なんやけどな……。




　帰り道。夕日に照らされた三さんノの宮みやの街を妹と手をつないで帰る。って、これが小学生くらいなら微ほほ笑えましい光景やろけど、俺らもう高校生と中学生やからな……。まぁ、保護者と保護動物の関係やからしゃあないねんけど。でもこれ、ハタから見たらヤバい兄きよう妹だいやで。

　途中で弁当屋に寄って晩ばん飯めしを買ってから家に到着。

　玄関を上がると、由香が台所にテテテッと走っていく。そして、ヤカンを火にかけてお茶の準備をする。

「お、気が利くな」

　俺がそう声をかけると、嬉うれしそうにエヘヘ笑い。

　俺は座りながら尋たずねた。

「今日は楽しかった？」

「うん！」

　元気な声。

「そうか。それは良かった。何が楽しかった？」

「えっと……全部」

「全部？」

「由香、外で遊ぶの久し振りだったから」

「あ、そうか。ずっと病室のベッドの上やったもんな」

「うん。いつも窓から外の景色眺ながめてるだけだったから」

「そうか。あそこの病院、景色だけはやたらとええからな。あの景色眺めながら外には出られへんて、確かに生なま殺ごろしやな」

「うん。だから今日は全部楽たのしかった」

「そうか。良かった」

　マジでそう思う。退たい屈くつやったとか言われたら、連れてった俺の責任やからな。

「お兄ちゃんも楽しかった？」

　由香が聞いてくる。

「え？　俺？」

　俺はまあ、楽しいとかどうとか言うより、由ゆ香かの面めん倒どうみることで頭が一いつ杯ぱいやったから……。

「まぁ、楽しかったんちゃう……？」

　ちょっと目を逸そらしながらあいまいに言葉を濁にごした。

　その途と端たん、さっきまで明るかった由香の表情から急に元気がなくなった。

　おい。どないしたんや？

　とりあえず、俺はその場の空気を変えようと言葉を継ついだ。

「じゃあ、由香ちゃん外で遊ぶの久し振りで楽しいんやったら、明日もどっか行く？」

　無言でコクリ。あんまり乗り気やなさそうやな。なんでやろ？　って言うか、なんでいきなりテンション落ちたんやコイツ。

「どないしたん、由香ちゃん。いきなり黙り込んで。俺、何か悪いこと言うた？」

　無言でフルフル。

「じゃあ、どないしたん？」

「……何でもない」

　何でもないってことはないやろ。いきなり無口モードに突入しやがって。めっちゃ気になる。俺、どんな失しつ言げんしたんや？

「……まぁええわ。それより、明日どこ行こ？」

「どこでもいい」

「どこでも？」

「お兄ちゃんの好きなとこ」

「俺の好きなところか……。じゃあ、今日は山に行ったから、明日は海にでも行く？」

　コクリ。

「よし。じゃあ、須す磨まの海水浴場でも行こか。あ、でも由香ちゃん、泳いでも平気なん？」

「知らない……」

「そうか……。もし体に悪いとかやったら、マズいよな」

「……でも、どうせ由香泳およげないし。水着も学校のしか持ってないし……」

「あ、そうなんか。じゃあ、海はやめたほうがええかな？」

「海でいい……」

「ええの？」

　コクリ。無言でうなずく。

　ホンマにええんかな。全然乗のり気やなさそうやねんけど。連れて行ってから退たい屈くつやとか言われたらイヤやで俺。

　その時、電話が鳴った。

　出てみると、近所の幼おさな馴な染じみで同じクラスの夏なつ尾お香か奈な子こ。

「もしもし夏尾ですけど」

「ああ、俺。どないしたん？」

「あ、井い崎ざき？　あのさ、明日ヒマ？」

「明日？　なんで？」

「明日ね、みんな誘って海に行こうかって思ったんだけど」

「海？　須す磨まの海水浴場？」

「うん」

「明日なぁ、実は俺、妹を海に連れてくって約束してるんや」

「妹って、由ゆ香かちゃん？　退院したの？　マジで？　おめでとー！」

　電話口の向こうでやけにはしゃいだ声。一いち応おう由香と面めん識しきあるとはいえ、なんか俺よりはるかに嬉うれしそう。っていうか、他人の夏なつ尾およりも妹の退院を喜んでない俺って一体……。

　夏尾は弾はずんだ声で続ける。

「じゃあ、由香ちゃんも連れてきたら？　どうせ海うみ行くんでしょ？　一緒に行ったらいいじゃん」

「いや、そやけど、知らん人とかおったらアイツ緊きん張ちようするし……」

「あ、そうか。じゃ、アタシと井崎と由香ちゃんの三人だけで行く？」

「え？　他のみんなは？」

「まだ電話してないもん。井崎んとこが最初」

「あ、そうなんか。じゃあ、ちょっと待って。聞いてみる」

　受話器を押さえて由香に聞く。

「由香ちゃん、あんな、今いま夏尾から電話で、一緒に海行かへんかって言ってるんやけど、どうする？」

「夏尾……？　かんネェ？」

　香か奈な子こ姉ちゃん、略して『かんネェ』。久々に聞いたな、その呼び方。

「そうや。そのかんネェ。覚えてるやろ？」

　コクリ。

「で、どうする？」

「お兄ちゃんは？」

「え？　俺？　そうやな、アイツ多た分ぶん車出だしてくれるから、一緒に行けば電車賃ちんが浮くよな……」

「かんネェ免めん許きよ持ってるの？」

「いや、まだやけど。だってアイツ、まだ高二でしかも三月生まれやで。十六歳さいやのに車の免許なんか取れるわけないやん」

「じゃあ無む免めん許きよ運転？」

「まぁそうやけど。でも、アイツかなり乗り回してるから、運転は大だい丈じよう夫ぶやで」

「………」

「どないする？　断ってもええんやけど」

「……行く」

「行く？　分かった」

　電話に戻る。

「もしもし。一緒に行くって」

「おっけー。じゃ、明日、何時くらいに迎えに行こうか？」

「え、何時でもええけど」

「海に着いてから時間あるほうがいいし、ちょっと早めがいいよね。海岸混こむ前に着きたいし」

「そやな」

「じゃ、八時半。早すぎる？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。いけるよ。どうせ妹起おきるの早いし、起きたら俺も起こされるしな」

「よし。じゃあ、明日の八時半に。バイバイ」

「バイバイ」

　電話を切る。それを待ち構えてたみたいに由ゆ香かが口を開いた。

「……お兄ちゃん」

「ん？」

「……明日、一人で行ってもいいよ」

　なに？　また唐とう突とつに妙みような事を。

「一人でって？」

「由香、お留る守す番ばんしてるから」

「ちょ、ちょっと待ちーや。今俺おれ、三人で行くって約束したばっかりやで。由香ちゃんかて行くって言うたやん。それとも気ぃ変わったん？　それやったら今から電話して断ろか？」

　フルフル。無言で首を振る由香。

「じゃ、なんでいきなり？」

「……だって、由香とお出かけしてもお兄ちゃん楽しくない……」

「なに？　俺が楽しくないって、なんで？」

「今日も楽しくなかったって……」

　はぁ……？　誰がいつそんな事……。

　はっ！　もしかして、高こう山ざん植物園楽たのしかったかって聞かれて適当な返事したことか？　アカン。ちょっとフォローしとかんと。

「いや、アレはな、俺には植物園は楽しくなかったってだけで、由香ちゃんと出かけるのが楽しくないわけやないで」

「………」

　無言。効き目なし。

「ってゆーか、はっきり言お。俺にとって植物園はあんまり興味ない場所や。そやけど、今日の俺はそこそこ楽しかったんや。由ゆ香かちゃんから見ても、楽しげにしてたやろ。写真撮とる時とか。それは由香ちゃんと一緒に出かけたからや。な？」

「………」

　無言。やはり効き目なし。

「でもな、俺は海は好きやねん。で、その好きな海に由香ちゃんと一緒に行けたら、そらもう絶対に楽しいに決まってるやん」

「………」

　アカン。今のはさすがに見え透すいてたわな。

「……言うとくけど、もし由香ちゃんが行かへんのやったら俺も明日は行かへんで」

「なんで？」

　おっ。やっと反応した。よし、ここを一気に攻めるぞ。

「そらそうやろ。可か愛わいい妹一人だけ家に残して遊びになんか行けるかい」

　そんなことしたら、親が帰ってきてからどれだけ怒られるか分からんし。あと、一人だけ残して出かけたら、帰ってきた時絶ぜつ対たいに無口になってるに決まってるからな。

「大体、由香ちゃんおらんかったら行ってもおもろないし」

　一応噓うそやないぞ。由香置おいていったりしたら、帰ってからの事が気になって楽しむどころやなくなるからな。

「……由香、行ってもいいの？」

「当然や。初めっから一緒に行くって言うてたやん。夏なつ尾おかて久し振りやし大だい歓迎や」

「うん」

「よし。ほんなら、使い捨てカメラ一本残のこってるから、それで明日も写真撮とりまくろ。明日着きてく服、今から考えとき」

　おずおずとした様よう子すやけど、何とか笑顔が戻った。やれやれ。

　しかし、コイツも変な気の遣つかい方するよな。気ぃ遣われたこっちが逆に気ぃ遣うっちゅーねん。

　……でもまぁ、しゃあないか。マイ保護動物やし、精神年ねん齢れい小学生並なみやし。こっちが大人おとなの態度で接してやらんとな。なんちゅーてもこっちは兄あに貴き、向こうは妹やねんから。




　晩ばん飯めしを終えると、ひとっ風ぷ呂ろ浴びて布ふ団とんを敷しく。って、これ由香の布団やんけ。俺の部屋に置きっぱなしやったんか。返しに行ったらんと。

　担かつぎ上げると由香の部屋に向かう。

「おーい。由香ちゃん。布団」

　言いながら部屋のドアを開けると、机に向かってた由ゆ香かが慌あわててノートみたいなもんを閉じた。

「あれ？　何なに書いてたん？　勉強？」

「……日記」

「日記？　ヘー。見せて」

「……駄だ目め」

　照れたような笑いを浮かべて頭をフルフルさせる。まぁ、普通アカンて言うわな。

「それより由香ちゃん、布ふ団とん俺の部屋に置きっぱなしやったから、持ってきたで」

「あ……」

「どこ置いたらええ？」

「……お兄ちゃんの部屋」

「は？」

　何なに言うてんねんコイツ。

「俺の部屋って、もしかして今日も一緒に寝るん？」

　由香は無言でコクリ。そして俺の顔をじーっ。

「……まぁ、別にええけど。じゃあ、俺の部屋に戻しとくわ」

　くそっ。なんやねん。ここまで運んできて、また俺の部屋まで持って行くんかい。めっちゃ無む駄だ骨ぼねやんけ。

　でもまあ、一緒に寝たいっちゅーことは、それだけなついてきてるってことや。由香が無口なんは俺のこと怖がってたからやし、なついてきたらそれだけ無言モードも減るやろ。ええこっちゃ。

　とりあえず、昨日と同じように直角に布団並ならべて、と。また、寝ながらお話かな。昨日は入院生活での嫌な事とか聞いたから、今日は楽しかった事でも聞くか。でも、昨日みたいにたくさん喋しやべってくれるかな……。一緒に寝て無言モードとかやられたら、俺ホンマ胃いに穴あくで………。
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　次の朝。太陽が上って寝ね苦ぐるしくなってきたところを、由ゆ香かに揺ゆり起こされた。

　……アカン。めっちゃ眠い。昨日も布ふ団とんに入って電気消けしてから、急に由香、たくさん喋しやべるようになったからな……。しかもこっちは由香が寝つくの確認するまでは寝られへんし。ま、点てん滴てき直接口くちから飲む患者さんの話は確かに面白かったけど。味のないスポーツドリンクみたいってホンマかな。ちょっと想そう像ぞうつかんけど。

　由香を見ると、今日もすでに着替えてる。水兵さんの服に短パンや。水兵さんの服って、要するにセーラー服やけど。でもセーラー服って言うたらなんか学校の制服と区別つかへんしな。マリーンルックとか言うんかな、こういう場合は。

「なんか、いかにも海って感じの格好やな。似に合あってるで」

　昨日の反省もあって、俺は開かい口こう一番言いった。

　由香が嬉うれしそうに笑う。なんか、ようやく仲のいい兄きよう妹だいって感じや。俺もちょっと嬉しかったりして。

「その短パンやったら、泳げへんくても波打ち際ぎわで遊べるしな」

「うん」

　嬉しげにコクリ。

「あ、靴下は脱いでいったほうがええんちゃう？　海に行くんやったら、裸足はだしにサンダル履ばきのほうが絶対にええで」

「あ……うん……」

　由ゆ香かはなんかちょっと悩んだ顔で、自分の足あし元もとと俺の顔を見比べた。

「どないしたん？　裸足はだしのほうが濡ぬれても平気やから色々遊べるやん」

「………」

　無言でうつむく由香。

　なんやろ。何か俺、また失しつ言げんしたんやろか？　せっかく朝一番の摑つかみは成功したのに。頼むから無言モードはやめてや……。

　ドキドキしながら見てると、そのうち由香はしゃがみ込んで素直に靴下を脱いだ。そして俺の視線に気づくと、えへへ笑顔。ほっ。助かった。何かよう分からんけど、別に失言したわけやないみたいやな。

　俺が朝食の準備をしていると、由香が背後からクイクイとシャツの裾すそを引っ張った。

「お弁べん当とう持ってこ」

「え？　弁当か」

　そう言えば、昨日は弁当を持たずに出て、昼ひる飯めしはかなり適当にすませたからな。親から食事だけはしっかり摂とらせろって言われてるし。

「よし。まだ七時ちょっとやし、夏なつ尾お来るまで時間あるから、サンドイッチでも作るか？」

「うん」

「何挟はさむ？　冷蔵庫にあるのはハムとベーコンとレタスとキュウリとトマトと……。あと、タマゴもあるし棚にシーチキンもあるけど。パンも一応あるかな。六枚切りやから、薄く切らなアカンけど」

「由香が作る」

「え？　出来る？」

「うん。小学校の家庭科でやった」

　そうか。そういや、小学校の頃はまだ学校に行ってる時間のほうが病院にいるより長かったんやな。

「よし。ほんなら由香ちゃんに任まかせよか。しっかり頼むで」

「うん。……お兄ちゃん」

「ん？」

「……タマゴだけ茹ゆでて」

「あ、はいはい。分かった」

　火ぃ使うんは怖いんやろか。ま、小学校の家庭科レベルやったらしゃーないか。でも、小学校でもカレーライスとか作ったよな……。まあええわ。

　で、由香のほうはちゃんとやれてるんかな？　パン薄切りにするのとか、けっこう難しいと思うねんけど……。って、上う手まいやんけコイツ。俺がやるよりきれいに切れてる。手ぇ器き用ようなんかな。

「由ゆ香かちゃん、包ほう丁ちようの扱い上う手まいな」

「えへへ……」

　うむ。ええ笑顔や。

　由香は手慣れた様よう子すでパンを薄切りにし、耳を落とした。やるなぁ。こっちも負けてられへんで。って、タマゴ茹ゆでるのなんて、火にかけたら後することないし、張り合いようがないけどな。よし、ちょっと、パンの耳使つかって簡単な料理でもして見せるか。

　パンの耳にタマゴからめて、と。油で揚げるんやけど、鍋なべ出すのはちょっと面めん倒どうやな。フライパンの縁ふちで油溜ためて揚げよか。そのほうが油も少なくてすむし、後あと始し末まつも楽やしな。

　フライパンを出すと、油を温めてじゅーっじゅーっと揚げる。

　よっしゃ。火ぃ通ったら、最後に一いつ瞬しゆん強つよ火びにして取り出したら砂糖まぶして……。

　出来た。由香がこっち見てる。

「それ何？」

「ん？　一本食べてええで」

「うん」

　由香が一本食べる。

「美お味いしいやろ？」

「うん」

　感心したように俺を見た。ふっふっふ、兄あに貴きへの尊そん敬けい度、一気にアップやな。

「これ、なんていう料理？」

「え？　名前？　……知らんわ。あるんかな、こんなんに名前なんか」

「ないの？」

「いや、あるかもしれんけど、分からん」

「自分で作ったのに？」

「う……、まあ、名前なんか知らんくても作れるし……。そ、それよりタマゴ、そろそろええんちゃうかな……」

　くそー。思わぬところで無知を晒さらしてしまったやんけ。せっかくええとこ見せたつもりやったのに。ええわ、もう。それよりタマゴや。さっさと水に漬つけて冷やしとかんと、カラ剝むきにくくなるし。

「お兄ちゃん、タマゴ剝かないの？」

「ちょっと待って。少し冷やしてやると、カラ剝きやすくなるねん」

「なんで？」

「えっとな、冷やすとタマゴの中身が少し縮ちぢまって、カラとの間に隙すき間まが出来るんや。これをやっておかんと、中身とカラがひっついて剝きにくくなるねん」

「へー……」

　おっと。感心しとる。意外なところでさっきの汚お名めい挽ばん回かいやな。って違う。汚名返へん上じようや。挽回するんは名めい誉よやろ。汚名を挽回してどないすんねん。

　タマゴを剝むいてつぶし、マヨネーズとあえる。後はパンに挟はさむだけや。ハムとかシーチキンとかのはもう出来てるし。

　サンドイッチが出来上がると、タッパーに詰める。そして、保ほ冷れい剤ざいと一緒に包む。夏やしサンドイッチって生なまものやから、腐ったりしたらたまらんからな。

「よし。これで弁当は完成や。けっこう量あるな。って、夏なつ尾おの分もあるから三人前やったらこんなもんか」

「タッパーに入らなかった分は……」

「あ、食べよ。考えたら朝食まだやん。それ、朝食にしよ」

「うん」

　二人でサンドイッチを頰ほお張ばる。なかなか美う味まい。

「美お味いしく出来たな」

　会話の場つなぎに褒ほめてみた。

「えへへ……」

　由ゆ香かが素直に笑う。

　うーむ。何か知らんけど今日はマジで朝から調子ええぞ。

　朝食をすませると、簡単に支し度たくをする。弁当と、ビニールシートと、一いち応おうタオルも持って行ったほうがええな。それから、俺も帽子も持ってったほうがええかな。あと、似に合あわへんけどサングラス。

　よし。ほんなら日焼け止めを由香に塗りたくるか。

「由香ちゃん。日焼け止め塗るで」

「うん」

　顔と首と手と、あと、短パンやから足も塗ってやらんとな。

　そう思って足先に目をやったら、足首の周りとかつま先とかに、細かな赤い点々があちこち出てた。

　うわっ、なんやこれ。気持ち悪～。何かにかぶれたんやろか？　でも別にブツブツが出来てるわけやなさそうやし……。何なんやろ。触ってしまったけど、伝う染つらへんやろなぁ……。

「ちょっと由香ちゃん、これどないしたん？　痒かゆくない？」

　手を止めて由香の顔を見上げる。

　由香はフルフルと首を振った。そしてポツリ。

「……それ、テンジョーシュッケツ」

「え？　天てん井じよう？　何？」

「血がね、出てるの。それで……」

「え？　血って何？　これって内ない出しゆつ血けつなん？」

　見上げるとコクリ。

「そうなんや。大だい丈じよう夫ぶなん、こんなんなってても？」

「平気。青くなってないから」

「そうなんか」

　ホンマに平気なんか？　でも内出血やったら、触ったって別に伝う染つったりせえへんから安心か。

「まあ、大丈夫なんやったらさっさと日焼け止め塗ってしまおか。一応刺し激げきせんようにそーっと塗ったほうがええかな」

　そう言うと続きを塗る。しっかし細い足やな。こんな足やったら、すぐにヘバるはずやで。ぬりぬり。

「お、お兄ちゃん……」

「ん？」

「なんか、そーっとやるとくすぐったい……」

「ああ、ちょっと我慢して。もう終わるから」

「……うん」

　……しかし考えたら、くすぐったいんやったら自分で塗ればええんちゃうんか。なんか、いつの間にか俺が塗ってやるのが当たり前になってるな。

　由ゆ香かに塗り終わると、手に残った日焼け止めを自分に塗る。別に俺は多た少しよう日に焼けたって平気やから、由香の残りで十分やし。

　その時、車のクラクションが鳴った。窓から見ると、夏なつ尾おの車。時間はちょうど八時半。すげー。時間ぴったりや。

　由香に帽子をかぶせると、手を取って家を出る。夏尾が車から降りて待ってた。

「おはよ」

「おう、おはよう。すごいな、時間ぴったりやで」

「まあね。少し早めにきて、１１７の時報に合わせてクラクション押したから。時間厳げん守しゆは日本人が世界に誇る美び徳とくだからね。電車のダイヤとか、外人はみんなその正確さにビビるのよ」

「……だからって、わざわざ時報ピッタリに合わせんでも。っていうか夏尾は電車やなくて車やん」

「アタシの車が、たかが電車ごときに遅れをとるわけにはいかないでしょーが」

「何を張り合ってるんや……」

　ホンマにこの女は。まあ、そこが面白いっちゅーかええとこやけど。

　夏尾は由香のほうを向くと笑いかける。

「由ゆ香かちゃん、久し振り」

　由香は何な故ぜかおびえたように俺の後ろに隠かくれた。どないしたんや？

「由香ちゃん、どないしてん？　夏なつ尾おやで。かんネェや。忘れたんか？」

「……かんネェ？」

　由香はおずおずと夏尾を見上げる。

「うーん。ビビるのも無む理りないか。由香ちゃんの知ってる頃のアタシって、まだ背せ低かったし。今は育ち過ぎて百八十越えてるもんね」

　夏尾が頭を搔かく。

「ま、いいや。喋しやべってるうちにアタシって分かるでしょ。さ、乗って」

「おう。由香ちゃん、助手席と後ろとどっちがいい？」

「……後ろ」

「よし。じゃ、俺は助手席に……」

　言いかけた俺の袖そでを由香が引っ張る。振り向くと、無言でコクコク。これはどういう意い思し表ひよう示じや？

「どしたん？　一緒に後ろに乗るってか？」

　コクリ。

　おっ。適当に言ったのに当たった。ラッキー。

「よし、分かった。じゃ、一緒に後ろに座ろ」

　由香と並んで後部座ざ席せきに乗り込む。由香が俺の手を握る。うーむ、車の中でも手ぇつなぐか……。まぁええけど……。

　夏尾が後ろを振り返る。

「あれ？　アンタたち、二人とも後ろ？　何か、アタシだけ前って寂しいなー。雇やとわれ運転手みたい」

「まあ、カンベンしたってや。由香、退院してきたばっかりで、隣となりにいてやらんと不安やねん」

「だからって、手までつないでるわけ？　井い崎ざき、アンタまた妹の不安につけ込んで。やり過ぎよ」

「アホ！　俺がつなぎたくてつないでるんとちゃうわ。由香が手ぇつないでくれって言うから……」

　その時、由香の手がピクっと動いた。

「ん？　どないした？」

「……お兄ちゃん、手ぇつなぐのイヤ？」

　おいおい。せっかく今日は朝から調子良よかったのに、こんなところで。

「いや、お兄ちゃんは全然平へい気きやで。ただ、夏尾がからかうから、つい……。でも、別に兄きよう妹だいで手ぇつないだって何も悪くないもんな。仲がええって証しよう拠こや」

「うん」

　由ゆ香かが安心したようににっこり微ほほ笑えむ。

　夏なつ尾おがそんな俺たちを見て嘆たん息そくした。

「……井い崎ざき。くれぐれも由香ちゃんに道を誤らせないようにね……」

　ああ、やっぱりハタから見たらそう見えるんや……。よりにもよって夏尾にそんなん思われるとは……。かと言って、ここで「それは誤ご解かいや」とか言ったら由香がなぁ……。




　九時頃、須す磨ま海岸に到着。でも、さすがにこの時間帯はまだほとんど人はおらん。見渡す限り砂浜が広がってるだけや。

　しかし混んでない時に見ると、ここって意外と広かったんやな。阪はん神しん間かん有ゆう数すうの海水浴場と自称するだけはある。まあ、せっかくの白い砂浜が黒々とした花火の燃えカスをやたら目立たせてるのがご愁しゆう傷しよう様さまやけど。マナー悪い人間の数も阪神間有数なんやろか。

　とりあえず、きれいそうな場所を探してビニールシートを敷しく。ちょっとのんびりしよ。ゴロリっと。ああ、海辺で日光浴ってのもええなぁ。上うえ脱ぬいで、軽く体焼やこかな……。

　横を見ると、ちょっと離れたとこで夏尾が水着になってる。服の下に着込んできとったんか。こうしてみると、ええ体してるよな、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで。って女の場合、全然褒ほめ言葉になってへんけど。でもなぁ、グラマーっていうんとはちょっと違うからな、アイツの場合。胸きよう囲いも九十越えてるけど、ほとんど大だい胸きよう筋きんやし……。身長百八十三センチで胸囲九十センチ以上って数値だけ見たらスーパーモデル並みなんやけどなぁ。顔も小さいし。ついでに頭も小さいかもな。とくに脳みそとか。

　由香と何か喋しやべってる。話弾はずんでるみたいやんけ。俺なんか由香と会話するのにあんなに苦労してんのに、なんで夏尾はあんな簡単に打ち解けてるんや？　女同どう士しやからか？

　なんか妙みような敗北感を覚えつつ眺ながめてると、夏尾が由香連つれてこっち来た。

「井崎。今から由香ちゃんと海に入るからさ」

「海入るって？　でも由香、水着持ってきてへんやろ……？」

「大丈夫。こうやって入るから」

　そう言うと、夏尾は由香をヒョイと肩に乗せる。なんか、巨人と小こ人びとって感じやな。でもその組み合わせって普通は「バカな巨人と賢かしこい小人」が定てい番ばんやけど、コイツらの場合はバカ同士……。

　どうでもええ事を考えてると、由香が言った。

「お兄ちゃん、写真」

「あ、ああ。はいはい。写真撮とるんか」

　写ルンですを取り出して構える。

「ほな撮るでー」

「まだ」

　由ゆ香かが首をフルフル。

「え？　ああ、海ん中入はいってからか」

　コクリ。

　夏なつ尾おが海の中に入っていく。腰の辺りまで海に漬つかると、こっちを向いた。腰に手を当てて仁に王おう立だち。
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「よし。じゃ、撮とって」

「おっけい。任まかせとけ。って、ちょっと逆ぎやく光こうやからフラッシュたいたほうがええな。少しだけ待って」

　フラッシュの準備が出来るのを待って、二枚ほど撮った。

　撮り終わると、由香が帽子を夏尾の頭にかぶせた。そして俺を見る。

「もう一回」

　夏尾があいたほうの手で帽子を押さえながら、今度は少し女っぽく体をくねらせた。けど、そのタフな体を露ろ出しゆつしながらそんなポーズしても、はっきり言って似に合あわん。服着て体隠かくれてたら別やけど……。

　写真を撮り終えると、夏尾が海から出て由香を下ろす。

「由香ちゃんとアタシ、ちゃんと美人姉妹ってカンジに撮れた？」

「ってゆーか、美女と野や獣じゆうかな……」

「アンタひどいわね。自分の妹を野獣なんて」

「あほ。何うぬぼれてんねん。野獣は夏なつ尾おや」

　ちなみに由ゆ香かは野獣やなくて保護動物。

　由香が俺の袖そでを引っ張った。

「……写真」

「ん？　写真？　今撮とったやん。今度は一人で撮るか？」

　フルフル。首を振ると、再び俺の袖をクイクイ。

「あ、ああ。今度はお兄ちゃんと一緒に撮りたいんか。分かった分かった。夏尾、一枚頼たのむわ」

「はいよ。じゃ、並んで」

　俺が由香と並んで立つと、由香は俺の胴どう体たいにヒシとしがみついてきた。そして、顔だけカメラのほうに向けて、会かい心しんの笑顔。

「じゃ、撮るよ。はい、チーズ」

　パシャリ。

　写真を撮り終えて、夏尾がしみじみ言う。

「アンタたちって、ホントに似てないね」

「そ、そうか？」

「うん。由香ちゃんはあんなに可か愛わいいのに。これが井い崎ざきと同じ生き物なんて信じらんないよね、はっきり言って」

　ひでー言い方。兄きよう妹だいとは思えんとかやったら分かるけど、同じ生き物と思えんて。そら確かに俺も似てないとは思うけどな……。

　由香のほうに目をやると、なんか波打ち際ぎわで、寄せては返す波を物もの珍めずらしげに見てる。そういえばコイツ、ひょっとしてこういう海岸に来たんて初めてやったっけ……？　そやけど、あんなとこにじっと立って、何やってるんやろ。

　側そばに行って尋たずねてみた。

「由香ちゃん。何か面白いことあった？」

「うん」

　コクリ。

「何？　お兄ちゃんにも教えて」

「波」

　由香はそう言うと足あし下もとを指差す。

「波？」

「うん。波」

「波がどないしたん？」

「ここ。立って」

　由ゆ香かと並んで立つ。

「足、そろえて」

「うん。そろえたで。それで？」

「ほら、波がね、来るでしょ？」

　打ち寄せてきた波が由香と俺の足あし下もとを濡ぬらす。

「それでね、引く時にね、足の下の砂がズズズズッて……」

　そう言う間にも、引いていく波が足下の砂をさらっていく。くすぐったいような、足場が崩れて不安なような、変なカンジがする。

　由香が俺の顔を見てえへへ笑い。

「ね？」

「うん。なるほどな。この、足場をさらわれて倒れそうになるのが面白いわけやな」

　由香は笑ってコクリ。

「転ばんように気ぃつけや」

「うん」

　また波が来る。そして足下の砂をさらっていく。

　由香がバランスを崩した。

「あっ！」

　このアホ！　気ぃつけろって言うたとこやろ！　慌あわてて抱きとめる俺。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　コクコク。

　危なぁ……。こんなところで転んだりしたら、着替えとかないっちゅーねん。しかしコイツ、ホンマに体細ほそいな。あんまりきつく抱いたら、簡単に骨とか折れそうや。転ぶのを抱きとめようとしてそのまま締め殺したりしたら大おお笑わらいやな、っていうか洒落しやれならんな。

　しかし、由香も今のは驚いたみたいやな。めっちゃ心しん拍ぱく数すう上がっとる。多分コイツ、踏み台昇しよう降こうとかやらせたら成せい績せき最低やな……。

「お兄ちゃん……」

「ん？」

「……もう、大丈夫」

「あ、ああ」

　手を離す。

「よし。ほんなら俺、ちょっと向こうで休んでるけど、由香ちゃんはどうする？」

「もうちょっといる」

「気ぃつけてや。転んだらアカンで」

「うん」

　由ゆ香かを置いてビニールシートの所まで引き返す。そして夏なつ尾おの隣となりに座った。

「何やってたの？」

「ん？　ああ、なんか、波が引く時の砂の感かん触しよくが面白いとか言うて……」

「ふーん」

「どしたん？」

「なんか、こっから見てると兄きよう妹だいっていうより戯たわむれる恋人たちみたいだったから。特に抱き合ってるシーン」

「おい！　変な事言いうなって。アレは抱き合ってたんやなくて、由香が転びかけたからやな……」

「何？　軽いジョーダンなのにそんなにムキになるって、もしかして井い崎ざき、本気で変な気持ち持ってんじゃないでしょうね？」

「いや、変な気は持ってないけど、変なふうに見られてるやろって自覚はあるからな、一いち応おう」

「なんだ。自覚あんの？　つまらん」

「つまらんって、そら一応俺おれは常識人やしな。妹と違って。結けつ構こう大変やねんで、アイツの面めん倒どうみるの」

　言いながら、由香の様よう子すを見る。波打ち際ぎわを、パシャパシャ水をはねながら走ってるのが見えた。大だい丈じよう夫ぶか、体力ないくせにあんなに走って……。まあ、今日は途中で動けんようになっても、車やから平気やけどな。

　しかし、由香は一人で楽しんでるし、今のうちに少し寝よっかな。考えたら俺、寝ね不足やし……。

　そう思って横になろうとした時、由香がこっちを見た。なんやろ？　なんかあったんかな？

　と思ったらまた走り出した。元気やなぁ……。あの様子だけ見てたら、退院したばっかりには見えんな。まあ、どうせすぐにヘバるんやけど。

　まあええわ。ちょっと夏尾に由香のこと見といてもらって、俺マジで少し休んでよ。

　ところが、また由香がこっち見た。なんやろ？　何かあるわけでもなさそうやし……。あ、また走ってった。

　何なんや？　こっち向いて、俺と目め線せんが合ったら走って、って……。もしかして、俺がちゃんと由香のこと見てるかどうか、監かん視ししてるんとちゃうやろな………。

　しばらく由香の様子を見てると、どうもマジでこっちのこと監視してるらしい。アイツ、俺を寝かさん気か。全くしょうがないやっちゃなぁ。さすが保ほ護ご動物。世話係は目ぇ離したらアカンってことか……。

　そやけど考えたら、保護動物から監視されてる世話係ってなんなんや。立場逆ぎやくやんけ。まあええけど……。

　仕方なく起きて見守ってると、五分ほどで由ゆ香かはこっち戻ってきた。やっぱり息上がってる。

「どないした？　疲れたか？」

　息を弾はずませながらニッコリ笑ってコクリ。こうして笑うとなかなか可か愛わいいよな。将来娘むすめでも出来たらこんな感じかも。……って、俺もう完かん璧ぺきに保護者の気分やな。

　由香が座り込む。

「……疲れた」

　そして、俺にもたれる。昨日みたいに寝るつもりか？　別に構わへんけど、ずっともたれられっ放しって、結けつ構こうしんどいからな。よし。夏なつ尾おに押しつけたれ。

「由香ちゃん。寝るんやったら、夏尾が膝ひざ枕まくらしてくれるって」

「ホントに？」

　由香が夏尾を見る。

　夏尾が一いつ瞬しゆん俺を見た。その表情を言葉に直すと、「お前、本人の意い思し無む視しして何なに勝手なこと言っとんじゃコラ？」ってとこか？　いや、「別に膝枕させるのは構わんけど、何でお前が言うんじゃ」やな。この顔は。しかし、由香の手前もあってにこやかな顔をしてみせる。

「いいよ、由香ちゃんなら。寝る？」

　コイツ、ええお姉さんぶりやがって。正しよう体たい知らん人やったら騙だまされるんやろなぁ。由香も考えとる。

「ん……。やっぱりお兄ちゃんにする」

　そう言うと俺にもたれて目を閉じる。さすが敏感な由香。夏尾の優しい笑顔の裏に潜ひそむ凶きよう悪あくな本ほん性しようを見抜いたか？　しかし、夏尾に押しつけようっちゅー俺の作戦は失敗や。

　しばらくして、由香はすうすうと軽い寝ね息いきを立て始めた。

　それを見て、夏尾が突然しみじみ呟つぶやいた。

「……なんかアタシ、ホッとしたよ」

「なんやいきなり？」

「ん？　いや、井い崎ざきと由香ちゃんって、昔なんとなくぎこちなかったからさ。仲良くしてるの見て、ちょっと安心しただけ」

「さっきはヤバい兄きよう妹だいとか言うとったくせに」

「うん、まあ。ヤバいことはヤバいと思うんだけどね。由香ちゃんはともかくとして、兄あに貴きがアンタだってのがちょっとなぁ……」

「なんやそれ」

「まぁそれはともかく。ちゃんとこれからも仲良くしなよ、一線越こえない範囲で。もしまた由香ちゃん泣かせたりしたら、シベリア送って死ぬまで線路作つくらせるからね」

「ちょっと待て。『また』って俺、今まで由香のこと泣かせたりしたこと、一度もないっちゅーに」

　大体俺おれずーっと由ゆ香かのこと避けとったのに、どうやって泣かせられるねん。

　しかし夏なつ尾おはすかさず言い返す。

「アンタ知らないでしょーけど、由香ちゃんいっつもアタシんとこに泣きに来てたんだから。お兄ちゃんが怒ってるっつって」

「マジで？」

「うん。マジで。お兄ちゃんに遊んでほしいのに、近くに寄ったら怒るって。で、お兄ちゃん怒らせたくないけど遊んでほしいの、とかって、うつむいて小さい声でシクシク泣くの。慰なぐさめるの大変だったんだから」

「そ、そんな事があったんか……」

　それは知らんかった。そやけど、それも由香が俺の前で無口になってた原因の一つやな。確実に。うん。とすると、今みたいに出来るだけ相手してやるようにするのって、やっぱり正解やねんな。実際、今日は朝から調子ええし。

　夏尾が話を変えてきた。

「しかし、アンタたち、そうやって見てると父と娘むすめって感じね」

「まあな」

「他の海水浴客きやくとか、アンタたち見て兄きよう妹だいなんて絶対思おもわないよね」

　ちらほら増えてきた海水浴客を見ながら言う夏尾。

「かもな……」

　未いまだに小学生みたいな由香と、ええ加か減げん髭ひげ面づらになってきてる俺。確かに知らん人から見たら兄妹には思えんやろな。でも別にええねん。俺は由香の保護者やねんから。

「俺と由香が親子やったら、夏尾はどういうふうに見られてるんかな」

「ん？　アタシ？　どうだろ」

「ボディーガードかな」

「な？　レディに向かって失礼な。大体アンタ、ボディーガードがつくような大おお物ものには全ぜん然ぜん見えねぇっつーの」

「そやけど、由香の姉には見えんやろ。俺の娘むすめにも」

「アンタの恋人にもね。若く美人なアタシとオヤジでブ男のアンタじゃ、釣つり合わないことはなはだしいし」

「真ま面じ目めな顔で失礼な事言いうな……」

　まぁ、ホンマの事やけど。どうせ俺オヤジ面やし……。

「ほんなら、オヤジに囲われてる愛人ってとこか？」

「げっ。アタシ、アンタの囲われ者？」

　めちゃくちゃ嫌そうな顔してから、真ま顔がおのふりして首をひねる。

「うーん、でも確かにそう見えるかも。そんなんでもなけりゃ、アンタとアタシに接せつ点てん見出せないし……」

「おい！　同意すんなや。大体、愛人と娘両りよう方ほう連れて海に来るって、どういう神経やねん」

「ん、じゃあ元もと愛人で今は後ご妻さい？　あ、それか住み込みの美人家か庭てい教師ってのもアリね。で、アンタはアタシの体を密ひそかに狙ってるスケベオヤジ。今日は娘をだしにして、ついに海に連れ出すことに成功、ってとこ？　そしてこの後、娘の寝ている間に雇やとい主の立場を利用して迫ってくるわけね。うわっ、最悪ねアンタ。このケダモノ！」

「あのなぁ……」

　勝手に話作つくっといて、人の事ケダモノ呼ばわりかい……。大体、自分の事やのにわざわざ『美人』てつけんなよな……。

　まあええわ。ちょっと喉のど乾いたし、ジュースでも買ってこよ。そろそろ店みせ開いてるし。

「夏なつ尾お、すまんけど少し由ゆ香か見といたって。俺、飲み物買かってくる」

「あ、じゃあアタシの分も」

「何がええ？」

「ビール。メーカーはどこでもいいや」

「ビール？　ってお前……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。帰るまでにはアルコール抜けるって」

「そうやなくて、お前まだ高校生やろ。俺もやけど」

「違うもん。アタシ、今日は住み込みの美人家か庭てい教師だもん」

「あのな……」

　くだらん事言ってたらホンマに酔わせて犯やってまうぞ。……って、いやいや。そんなことしたら、後で確実に殺される。夏尾、握あく力りよくだけでも百キロ超えてるって噂うわさやし。しかし、女のくせに、しかも特に鍛きたえてるわけでもないくせに、なんでそんなパワーなんや。ホンマに俺らと同じ人間なんか？　夏尾のほうがよっぽど同じ生き物とは思えんわ。もしかしたらサイヤ人ちゃうやろか。

「と、とにかく何か適当に買ってくるわ」

　立ち上がると、寝てる由香は夏尾の膝ひざに寝かせる。うん。こうやってみると、コイツら二人かて親子みたいやんけ。やっぱ俺が老ふけてるんやなくて、由香が幼すぎるんやな。

　売店の前まで行くと、氷の浮いた水すい槽そうの中に沈んでる缶を物ぶつ色しよくする。

　えーっと、俺はコーラにしよ。夏尾の分は何にしよかな。飲いん酒しゆ運転とかされても怖いし、アルコール一パーセント未満のビールもどきでも買っとくか。あと、由香が目ぇ覚ました時のために、オレンジジュースも……。

　しかし、暑くなってきたな。日差しも強いし。由香、こんな直射日光の下で寝かせといて大だい丈じよう夫ぶやろか。一いち応おう顔に帽子かぶせてあるけど……。十二時過ぎても寝てるようやったら、車に移動してクーラーつけたらんとアカンかもな。

　と思って見てみたら、由ゆ香かの奴やつすでに起きてた。夏なつ尾おと仲良さそうに喋しやべっとる。まあ、小さい頃から夏尾んとこに泣きに行ってたらしいし、俺なんかより付き合い深いんやろな。

　……でも別に俺かて、由香のこと避けてたってわけやないねんけどなぁ。幼稚園の頃なんか、結けつ構こう一緒に遊んでたような気もするんやけど。でも俺が小学校上がるくらいの頃から親が、由香に怪け我がさせたらアカンとか転ばさんように気ぃつけろとかうるさく言うようになって、なんか連れて歩くの面めん倒どうくさくなって、一緒に遊ばんようなったら話す話題も減っていって、それで由香も無口さに加速かかってどんどん苦にが手てキャラに変へん貌ぼうしてったから、俺としては出来るだけ近づかんようにしようと…………って、それやったら俺やっぱり思いっきり避けてるやんけ。アカンなぁ。兄あに貴き失格やな。

　ちょっと反省しながら、飲み物を三人分買かって戻る。

「ほい。ジュース買ってきたで」

　由香は素直に嬉うれしそうな顔で缶を受け取る。一いつ方ぽう夏尾はビールもどきを見てあんまり嬉うれしくなさそう。

「何これ？　ビール買ってこいって言ったじゃない」

「え？　それビールじゃなかった？」

　とぼけとこ。わざとそれ買ってきたってバレたら殺されそうやし。

「ビールじゃなかったって、全然違ちがうわよ。こんなの、炭たん酸さん入り麦茶じゃない」

　炭酸入り麦茶……。いかにもマズそうな表現やな。メーカーの人が聞いたら泣くで……。っていうか、麦茶とは味あじ全然違ちがうと思うねんけど。そら、ビールは麦酒って書くけど……。

「言っとくけど、アタシこんなのに金払わないからね。井い崎ざきのおごりよ。ったくパシリ一つ満足に出来ないんだから……」

「はいはい。分かった。ゴメンて」

　まあええわ。どうせこれくらいおごったろと思ってたし。

　ジュースを飲み終えた由香が、眩まぶしそうな顔で呟つぶやいた。

「暑い」

　やっぱり暑いか。

「よし。ほんならどっか、クーラー効いてる店でも入るか？　そのままちょっと長なが居いして、昼ひる飯めしも喰くうてもええしな」

　由香がフルフル。

「お弁当は……？」

「あ、そうや。弁当作つくってきてたな。車ん中に置いてきて、忘れるとこやった」

　夏尾が聞く。

「弁当なんか作ってきたの？　アンタが？　作る前に、ちゃんと手ぇ洗った？」

「そんな嫌そうな顔すんなや。それに作ったんは由香や」

「なんだ。良かった。何なに作ったの」

「サンドイッチやけど」

「タマゴ茹ゆでたの、お兄ちゃん」

　由ゆ香かが夏なつ尾おに言う。

「由香、パンに挟はさんだだけだよ」

「それが一番大切な仕事よ。何をどういう組み合わせでどれくらい挟むかってところで、サンドイッチの出来の善よし悪あしは決まるんだから」

「でも由香、そんなのあんまり考えなかった」

「いいの、それで。才能のある人間は考えなくても出来るんだから。考えながらじゃないと出来ない奴やつってのは、要するに才能の不足を補うために頭を使わざるを得ないってだけなんだから」

「そうなの？」

「そうよ。世間で頭いいって言われてるような奴なんて、みんなそんなもんよ。いわゆる知識先せん行こう型で口ばっかり達たつ者しやな、実際には何の役にも立たないボンクラね。何も考えずともちゃんと生きられる奴が一番偉えらいの」

　うーむ……。さすが脳ミソ筋きん肉にく女の夏尾。自分を正当化する理論武ぶ装そうだけはしっかりしとるな。しかしそうすると、いっつもあれこれ考えてるわりに、全然頭あたま良くない俺ってなんなんやろ。才能もなくて頭も良くないって、何の見み所どころもないんちゃうか……。ええねんけどな、別に。イジイジ。

　それより、暑い言うてたんはどないしょ。いつまでもこんなとこ置いておかれへんしな。店入るにしても、今から入って昼前には出るって、なんか金もったいないし。

「由香ちゃん、ウチワで扇あおいでもらうのと車に戻ってクーラーかけるのと、どっちがええ？」

「ん……車に戻る」

「よし。ほんなら一いつ旦たん戻ろか」

　コクリ。

「じゃ、立てる？」

「おんぶして」

　おっと。またか。そやけど今日は夏尾がおるし、夏尾におんぶしてもらお。なんちゅーても体力が全然違ちがうからな。

「悪いけど夏尾、おんぶしてやってくれへん？」

「ん？　オッケー。任まかせとき！」

　夏尾がヒョイと由香を担かつぎ上げる。確かに由香は体重軽かるいけど、このパワーはさすがやな。

「シートどうしよ？　どうせまた戻ってくるやろ？　置いとこっか」

「んー。ま、持って帰ろ。場所だけ取って誰もいないなんて感じ悪いし。これから混む時間帯だしね」

「いや、これから混む時間やからこそ、このまま場所取とっておこかなって……」

「アンタ、マナー最低ね。社会常識ゼロじゃない？」

　おっと。それは病院に由ゆ香かを迎えに行った時に俺が思った事と同じ……。もしかして俺らって社会常識欠けつ如じよ兄きよう妹だい？

　まあええか。とりあえずシートは畳たたんで、と。あ、夏なつ尾おの奴やつ、俺のこと置いてさっさと先に行っとる。薄はく情じようなやっちゃなぁ。由香も夏尾の背中にベッタリやし。

　と思ったら、由香がこっち振り向いた。エラい。さすが妹。ちゃんとこっちのこと気にかけとる。……って、なに喜んでんねん俺は。こっちが気にかけなアカン立場やっちゅーねん。病弱な妹に気き遣づかわれてしまう兄あに貴きって、マジでええとこなしやんけ。

　駐車場について夏尾が車のドアを開ける。って、うわー、この車内すごい熱気やな。弁当、保ほ冷れい剤ざいと一緒に包んどいて大だい正解や。

　夏尾がエンジンをかけながら言う。

「ちょっと待ってね。クーラー入れるから」

　由香が首をフルフル。

　何？　どないしたんや？

「どないした、由香ちゃん。クーラー嫌なんか？」

　冷ひえ性しようなんか？　そういやコイツの病気って、貧ひん血けつがどうとか言うてたっけ。

　由香が無言でこっちをジーッと見てる。さて、これは一体どういうつもりやろ？　冷静に考えろよ、俺。ここでイライラしたらアカンぞ。

　まず、暑いのは嫌。で、車に戻ることも同意した。そやけどクーラーは入れたくない。車に戻りつつ、クーラー入れずに涼しくなる方法は……。

「分かった。車ん中で日差しを避けつつ扇あおいでくれっちゅーんやな？」

　そう聞くと、由香はニッコリ笑ってコクリ。

　よっしゃ！　大正解！　やるな俺。今日はめっちゃ冴さえてへんか？

「よし。じゃあ、ちょっとウチワ買うてくるわ」

「あ、井い崎ざき。ちょっと待った。アタシ、扇せん子すあるよ」

「え、貸してくれる？　サンキュ」

　車内の熱気を追い出すと、夏尾から扇子を借りて由香と後部座席に並んで座る。まだちょっとシートは熱いけど、由香は別に平気そう。直射日光がキツかっただけみたいやな。

　隣となりで扇いでやってると、由香の瞼まぶたがトロンと閉じてきた。そんなに疲れたんやろか？

　夏尾が由香の様よう子すを見て言う。

「由香ちゃん、疲れた？　だったら早いけどもう帰る？」

「……もう少しいる」

　そらそうやろ。まだ海についてから一時間ちょっとしか経たってへんし。全ぜん然ぜん遊び足たらへんっちゅーに。

　とはいえ、由ゆ香かのこの様よう子す……。このまま眠ってしまいそうやしな。まだこの後あと遊んだりできるんか？　夜遅くまで喋しやべってるからやで、ホンマ。扇あおいでる俺も、正直言いうたら寝たいねんけどなぁ……。

　もっかい夏なつ尾おが由香に聞く。

「由香ちゃん、そんなに海気きに入った？」

　由香は無言でフルフル。

　なにいっ！　気に入らんかったんかい。連れてきた俺としては、めっちゃ気ぃ引けるな……。でも、それやったら何で「もう少しいる」やねん。

　夏尾も同じ疑問を感じたみたいや。質問する。

「気に入らなかったの？　つまらなかった？」

　フルフル。

　おっと。出たな、例の謎なぞのリアクション。気に入ったわけでも気に入らんかったわけでもないって、一体どういうことや？　考えろ。今日の俺は冴さえてる。きっと正解できるはずや。

　まず、もう少しここにいたいってのは本人がはっきり言うてた。

　けど、もう少しここにいたい理由は海が気に入ったからやないんやな。

　で、そやけど海そのものはつまらんかったわけではない。つまり、海そのものはそこそこ気に入ったってことや。

　けど、海が気に入ったのがここにとどまりたい理由ではないっちゅーことは、ここにもう少しいたい理由が他にあるんやな。

　ほんなら、その理由はなんや？　弁当か？　せっかく作ってきた弁当、喰くってから帰りたいんちゃうか？　多分それやな。よし。それでいってみよ。大だい丈じよう夫ぶや。今日の俺は冴えてる。多分これが正解や。

「由香ちゃん、弁当喰ってから帰りたいんか？」

　フルフル。

　ガーン！　はずれ！　なんでや。ほんなら何が理由なんや？

「……もうちょっと、かんネェといる」

　なんや。帰ったら夏尾とお別れやから、もうすこし外におりたいんか。くそー。由香のヤツ、夏尾にメチャクチャなついとるな。なんか俺、兄あに貴きとして立場ないんちゃうか。

　夏尾が由香の言葉にニヤリと笑う。

「フフ、井い崎ざき、聞いた？　由香ちゃん、今夜はアタシを帰したくないそうよ」

「おい。誰がそんなくどき文もん句くみたいなこと言うてん。由香はただ、もうちょっと一緒におりたいて言うただけやろ」

「あら？　それってもしかして嫉しつ妬と？　見苦しいわよ。妹の恋の相手に嫉妬する兄あに貴きの姿は」

「なんで嫉妬やねん。アホか」

　俺が冷たくあしらうと、突然夏なつ尾おは深しん刻こくな顔でため息をついた。

「……井い崎ざき。アンタも堕おちたね」

「な、なんやいきなり」

「ツッコミ入れる時に『なんでやねん』と『アホか』しか言えなくなったらおしまいじゃない」

「え……？」

「そんなツッコミで、この後どうやって話を発展させるつもりなの？　会話ってのは、お互いに相手の発言を展開していくようにしてなされるべきでしょう？　正しいツッコミってのは、自然と相手の新たなボケを引き出すようなものであるべきなんじゃなくて？」

　いや、それはそうかもしれんけど、なんでいきなりそんな真ま面じ目めな口調で……。

　俺の内心の戸と惑まどいは無む視ししてますますシリアスな顔になる夏尾。

「……ボケとツッコミは、お互いがお互いを引き出し合うような関係にあるべきでしょ？　上う手まいツッコミが見つからなかったらとりあえず相手のボケに合わせて流して、ベストなツッコミが入れられるタイミングを待つとか、いくらでも方法はあるじゃない。少なくとも、発展性を持ってる話題を途中で遮さえぎるようなツッコミだけは入れない、ってのがボケとツッコミの信頼ってものじゃないの？　相手の人格に敬けい意いを払い、相手の発言を尊そん重ちようしようという気持ちがあれば、あんな言葉が口から出てくるはずがないわ。つまりさっきの井崎のツッコミは、ボケてるアタシの信頼と人格と尊そん厳げんを、完全に踏みにじったのよ。それがどういうことなのか貴方あなたには分かってるの？　誰でも口にしそうなしょぼいネタで話を終わらせて、その後の私のボケを全すべて奪ってしまった責任を、一いつ体たい貴方はどう考えているの？」

　……あのな。漫才コンビ組んでるわけやあるまいし、なんでツッコミ一つでそこまで言われなアカンねん。っていうかやめてくれ。そんな真剣な顔で「ボケ・ツッコミ談だん義ぎ」なんかするのは。

　ん？　っていうか、もしかしてこれはボケか？　コイツ、まじめな口調でボケてるだけちゃうか？　そうや。『くだらん事を、異常なまでに真面目かつ大おお袈げ裟さに語る』型のボケや。それしかありえへん。くそっ。なんちゅう分かりにくい高度なボケかますんや。こんなボケ方、ツッコむ奴やつがおらんかったらマジで真剣な話と勘かん違ちがいするぞ……。

　よし。こっちも一ひとひねりしたツッコミ入れたろ。「たかがツッコミごときでそんな真面目に語るな」なんてストレートなツッコミでは、このボケは受けきれんしな。

「お前それ、言えば言うほど自己矛む盾じゆん犯してるやろ」

「あ、ちゃんと分かってた？　良かった～。じっと真面目な顔して聞いてるから、ひょっとして本気にされてんじゃないかと思ってちょっと焦あせったわ」

　ふ～っと表情を緩める夏尾。よっしゃ。素すに戻らせた。こっちの勝ちや。

　とりあえず俺もホッとして気を緩めたところへ、唐とう突とつに由ゆ香かが呟つぶやいた。

「由香、よく分からなかった……」

　同時に言葉を失う夏なつ尾おと俺。どないしょ。よく分からんかったとか言われても、冗じよう談だんの解説ほど無ぶ粋すいなモンもないしな。解説したとたんに面白み失なくすし。っていうか、その場に居合わせた人間について来られへんような冗談かますって、マナー違反やもんな。しかも、三人いるうち一人だけ疎そ外がいしてもうたって、最低やんけ。由香だけ仲間外はずれにしてもうたみたいなモンやからな。実際、今ちょっと由香のこと忘れてたし。扇あおぐ手も止まってたしな……。

　しゃーない。頑がん張ばって説明するか。俺に解かい説せつ出来るかどうか分からんけど。ま、途中で詰まったら夏尾がフォローしてくれるやろ。

「よし。説明したろ。あのな、まず、そやな……お兄ちゃんさっき『なんで嫉しつ妬とやねん、アホか』とか言うたやろ？　聞いてた？」

　コクリ。

「……で、こんなん言われても、言われたほうはそっから話続つづけようがないやん。そやろ？」

「……ごめんなさいって謝れば？」

　……アカン。コイツ、基本が分かってない。これやから無口な人間はもう……。

「いや、だって、向こうもこっちも冗談で喋しやべってるのに、ごめんなさいなんて言うたら冗談続かへんやん」

「続かないとダメなの？」

「ダメってことないけど……。でも、出来れば冗談続くほうが、喋ってて面白いやろ？」

「………？」

　由香は首を傾かしげるだけ。アカンなぁ。ホンマにコイツ、俺の妹か？　まあええわ。ほっといて説明続けよ。

「で、夏尾が『それって嫉妬？』て言うた時、あれは当とう然ぜん嫉妬なんかやないってこと分かってて言うてたんや。そやから、こっちとしたら『何で嫉妬やねん』て言うだけやなくて、他にもう少し何か言うべきやってんな。例えば嫉妬やない証しよう拠ことか、まあ何でもええけど」

「なんで？」

「だって、そうしてたら、その発言に絡からめて新しい話に発展させられるやろ？　そやけど『何で嫉妬やねん』だけやったら、それ以上発はつ展てんしようがないやん。そやから夏尾は、そんなツッコミはアカン、って怒ったんや」

　由香は首を傾げたまま俺の顔をジーッ。……分かってるんかな？　でも、分からへんかったとしても、俺の説明のせいやないよな。コイツの場合。

「で、夏尾はそんなツッコミやったら自分がボケ返されへんって言うて怒ったんやけど、その怒り方が変に真ま面じ目めやったやろ？」

　コクリ。

「実はアレがボケやってん。つまりな、たかが冗じよう談だんごときであんなに深しん刻こくでクソ真ま面じ目めになるっておかしいやろ？　そのおかしいことを、ワザとやってたわけや。要するに、ボケられへんって言うて怒ってるの自体がボケやってん。そやからお兄ちゃんはそこで、ボケられへんて怒りながらボケてるて矛む盾じゆんしてるやろ言うてツッコんだわけや。分かった？」

　由ゆ香かは黙って俺の顔をジーッ。……分からへんやろなぁ。俺も最後の夏なつ尾おのボケは、自分で説明しててもなんか分からんようなってきたもんな。説明せえへんかったら、めっちゃよく分かってたんやけど……。

　と思ってたら、由香は突然えへへ笑いを浮かべた。

「……分からないけど分かった」

　ん？　分からんけど分かった？　またコイツ、矛盾したことを。

　でもまあ、満足した表情してるから良しとしとこ。なんで満足してるんかよく分からんけどな。

　夏尾が言う。

「よし。じゃ、説明も終わったところでどっか移動する？」

「移動て？」

「だって由香ちゃん、アタシと一緒にいられたらどこだっていいわけでしょ？　だから少しドライブでもして、もっと景色のいいとこでお弁当食たべよ」

「あ、そやな。由香もそれでええ？」

　コクリ。

　夏尾がギアを入れる。

「よし。じゃ、ちょっと六ろつ甲こう山さんでも攻めにいくか」

「山か。六甲山は昨日きのう行ったからな……」

「え？　そうなの？」

「うん。高こう山ざん植物園。そやから今日は海にしたんや」

「あっそ。じゃあ、ハーバーランドでも行く？　あんまりお弁当食べるような場所じゃないけど」

「由香、山でいい」

　由香がそう呟つぶやいて、山に行く事に決定した。コイツ結けつ構こう山好きなんかな？　ま、どうでもええけど。




　結局そのまま六甲山の上の眺ながめのええ場所で弁当を喰くって、それから適当に車で走ってから帰った。しかし、由香と二人きりやったらだいぶ慣れてきたけど、夏尾が入るとなんかやりにくいなぁ。どうしても夏尾と冗談交かわしてしまいそうになるからな。けど、夏尾と冗談言いい合ってたら、由香が除のけモンになってまうし。ホンマ言うたら、夏尾と二人きりが一番ええねんけどな。気楽で。




　そして夕方。俺おれん家ちの前まで車で送ってもらう。手ぇつないで連れて帰るのに比べたら、めちゃくちゃ気ぃ楽やな。人ひと目め気にせんでええし。

「由ゆ香かちゃん、今日は楽しかった？」

　別れ際ぎわに夏なつ尾おが由香に声かける。偉えらいなぁ、ちゃんと相手のこと気き遣づかって。ああいう気遣いが、由香と打ち解けてる秘ひ訣けつなんかな。俺なんか、自分が楽しかったかどうかしか考えへんもんな。もちろん、どっか連れて行ってつまらなそうにされたら気にするけど、それも結けつ局きよく自分が気ぃ引けるからやし。

　由香は夏尾に向かってうなずく。

「かんネェ、また遊びに行こ」

「よし。じゃ、明日もどっか行く？」

　夏尾が由香の頭をなでると嬉うれしそうにコクリ。ええなぁ、こういうほのぼのした雰ふん囲い気き。

　……って、アカンやろ。明日は病院に行く日や。飯めし喰くわすのと週一回の通院だけはちゃんとやれって厳きびしく言われてるからな。

「アカンで、由香ちゃん。明日は病院に行く日やろ」

　俺がそう言った途と端たん、由香は不満げに黙り込んでもうた。う……。せっかく一日調ちよう子し良かったのに、ここにきて無言モードに突入か？　そやけど、これだけは仕方ない。幾いくら機き嫌げん損そこねても、体が悪くなるよりマシや。由香、まだ退院したばっかりやし。体調悪あつ化かさせたら、遊びに行くどころやなくなるからな。

　無言の由香に俺が困ってると、脇わきから夏尾が助け船を出した。

「じゃ、明日はアタシが車で病院まで送ったげる。で、その後あと遊びに行こ。ね？」

　それを聞いて由香はしぶしぶうなずいた。やれやれ。

　しかし、病院行くのイヤなんやろか。まあ、あんまり楽しいはずはないけど。




　その晩もやっぱり一緒の部屋に布ふ団とんを敷しく。

　今日は何の話しよかな。って、いつの間にか寝る前のお喋しやべりが日課になってるな。でも由香、今日は疲れてるみたいやし、しかも明日あした病院に行くからってテンション落ちてるしな。あんまり昨日や一昨日おとといみたいに喋ったりはせんかな。

　そんな事を考えてると、由香が来た。さっさと電気を消して布団に入る。それと同時に由香が口を開く。

「今日、楽しかったね」

　お？　思ったより元気やな。明日の憂ゆう鬱うつより、楽しかった今日の回かい想そうか。なかなかプラス思し考こうでええことや。……って、ちゃうやろ。楽しかった過去に逃げ込んでばっかりって、思いっきり後ろ向きやんけ。

　いや、でも楽しい思い出は大事にせんとアカンしな。っていうか、このほうが無口にならへんからええし。とりあえず同意しとこ。

「そやな。久し振りの夏なつ尾おはどうやった？」

「かんネェ、昔と同じだね」

「外見は結けつ構こう変わったけどな。身長伸のび過ぎ」

「うん。初め見た時びっくりした」

「っていうより、ビビッてたやろ」

「ちょっと。でも、昔と一緒で楽しいし優しい」

「由ゆ香かちゃん、夏尾のこと大好きなんやな」

「うん。かんネェ、ホントのお姉ちゃんだったらいいのに」

「そこまで好きか」

　兄あに貴きとしてはちょっと悔しいな。まぁ、分かるけど。アイツ、凶きよう暴ぼうやけどええ奴やつやしな。俺も好きやし。って、おっと。これは内ない緒しよやけど。ドキドキ。

　あ、そや。夏尾といえば。

「……そういえば、今日きよう夏尾から聞いたんやけど」

「なに？」

「なんか昔、俺が由香ちゃんのこと避けると、由香ちゃん夏尾のとこ行って泣いてたって」

「あ、うん……」

「ゴメンな。全ぜん然ぜん知らんかった」

　一いち応おう、知ったからには謝っておかんと。ケジメやからな。

「平気。昔の事だし」

「ホンマに？　そう言ってくれると助かるわ」

　随ずい分ぶんあっさりしてるやんけ。良かったぁ。

「だって、仕方なかったし」

「仕方なかったって？」

「だってお兄ちゃん、由香のこと怖かったって」

「ま、まあな……」

　笑われた……。くそー、こっち保護者のつもりやのに、なんかナメられてるなぁ。

「それに、今はお兄ちゃん優しいし」

「そ、そう？」

「うん。由香、お兄ちゃんのこと好きだよ」

　おお。嬉うれしいこと言うてくれるやんけ。なんか、今までの苦労が一気に報われた気がするな。

「どれくらい好き？　夏尾より好き？」

　って、何を浮かれてるんや俺は。ホンマにもう。お父とうさんとお母かあさんとどっちが好き、とか聞いてる子こ煩ぼん悩のうな親父おやじかっちゅーねん。そんな質問、答えようがないやろ。ほら、由ゆ香かも答えられへんくて困ってるやんけ。

「……かんネェも好きだけど、ちょっと違う」

「違うって？」

「お兄ちゃんが好きなのと、かんネェが好きなのと、ちょっと違うの……」

　まぁな。いくお姉ちゃんみたいって言うても、夏なつ尾おは一応他た人にんやし。それに兄と姉では違うやろ。

「そうか。違うんか」

「うん。だから比べられない……」

　お、なるほど。そうやってかわすんか。上う手まいなぁ。俺なんかより、話術は数段こなれてるんちゃうか。無口キャラのくせに。っていうか、無口な由香より話が不ぶ器き用ようって、俺って一体……。ま、ええか。

「で、海はどうやった？　由香ちゃん、確か砂浜って初めてやろ？」

「面白かった」

「波打ち際ぎわで足そろえて立ってるのとか？」

「うん。それに近くで見ると海ってすごく大きい」

「確かにな。足あし元もとから水平線まで全部海うみやからな」

「うん。でも、暑かった」

「ああ、そうやな。日陰はないし砂浜の照り返しはあるし、山より暑いかもしれへんな。水ん中に入れば別やねんけど」

「うん。由香、暑いの苦にが手て」

「そうなんや」

「うん。なんか、暑いとボーッとするし」

「ホンマに？　ちょっと気ぃつけんとアカンな。そう言えば、結けつ構こううたた寝とかしてたしな。あれもひょっとして、眠かったっちゅーより暑さでボーッとなってたん？」

「ん、ちょっと。でも、眠かったのもある」

「そうか。じゃ、やっぱり寝ね不足にならんように、早めに寝るようにせんとアカンな」

「うん。でも、こうやってお話するの好き」

「それは俺もそうやけど。でも、それやったら飯めし喰くう時とか、そういう時にももっとお喋しやべりしようや。それでその分、寝る時は減らして」

「うん。でも、起きてるとなんかボーッとするから」

「あ、そうなん？」

「うん。寝てる時のほうが喋りやすい」

　うーむ。さすがに退院したばかり。いかにも病人って感じの発言やな。まあコイツ貧ひん血けつやし、起き上がると頭まで血が回らんのかもな。っていうか由ゆ香かの精神年ねん齢れいが小学生並なみなんも、頭に血が足りてなくて知能下さがってるんとちゃうやろな。

「まあ、それやったらしゃあないな。じゃ、これからは布ふ団とんに入る時間を早くするか」

「うん。そうする」

　ホンマ言うたら、あんまり早く寝るのはもったいない気がするねんけどな。横になってるほうが話しやすいんやったら、由香だけ横にさせて俺は起きとくってのもアリか。あ、でもそれやと由香、寂しがるな。やっぱり一緒に寝てやらんと。

　しかし、こうやって一緒の部屋で寝てるって夏なつ尾おが知ったら、やっぱり『ヤバい兄きよう妹だい』って思われるんやろか。高校生と中学生やもんな。仲良くなったんは安心したけど一線越こえるな、とか言うてたし。でも、由香と俺の関係でそういう雰ふん囲い気きなんか絶対ありえへんけどな。

「お兄ちゃん……」

　おっと。なんや？

「なに？　どないしたん？」

「……手、握って」

「ん？　はいはい」

　なんやろ。何か不安になるような事でもあったんか？　明日、病院行く事考えて気分が落ち込んだとか……。でもま、街まち中なかで手ぇつなぐのと違って誰にも見られへんから、気楽やな。まあ、街中で手ぇつなぐのも大だい分ぶ慣れてきたけど。……って、アカンやろ、それは！　平気で手ぇつないでお出かけするようになってしもたら、それはマジでヤバいぞ。変へん態たい兄妹や。言い訳できん。

「お兄ちゃん……」

「なに？　ちゃんと手ぇ握ってるで」

「うん……」

　沈ちん黙もく。

　……なんやろな。呼びかけて黙るって、昨日も一昨日おとといもあったけど。これで沈黙が続いて、そのうち眠るんやけどな、今までのパターンでは。眠りに入る直前の合あい図ずなんやろか。って、わざわざそんな合図出ださへんわな。ま、ええか……。







[image: 第四章]







　次の日。夏なつ尾おの車で病院に向かう。しかし由ゆ香かの奴やつ、今日は朝から沈ちん黙もくモード全ぜん開かいやな。一言も喋しやべらへん。コクコクとフルフルだけや。

　でも俺、そのわりにあんまり辛くなくなってきたな。なんか、何を言いたいんかなんとなく分かるようになってきたし。

　しかし、この由香の様よう子す。よっぽど病院行くの嫌なんやろなぁ。でも、何がそんなに嫌なんやろ。

「由香ちゃん、なんでそんなに病院イヤなん？」

　答えてくれるかな……？

　アカン。無言でフルフルや。

　よし。ほんなら聞き方変かえて、イエス・ノーで答えられる質問にしよか。それやったらコクコクとフルフルだけでも分かるし。

「先生が苦にが手てなん？」

　フルフル。

「ほんなら、前に言ってた『タイ風』とかいう看護婦に会いたくないとか……？」

　フルフル。

「ほんなら……」

　アカン。俺の貧弱な想そう像ぞう力りよくでは他に思いつかん。って、まだ二つしか質問してへんやんけ。ホンマに貧困やな、俺の想そう像ぞう力りよく……。

　俺が黙ると、由ゆ香かが呟つぶやいた。多分、今日初めての発言や。

「マルク嫌い……」

「マルク？　誰それ？　それも嫌いな看護婦さんのあだ名か何か？」

　フルフル。

「……検査の名前」

「マルクいう検査、嫌いなんか」

　コクリ。

「なんで嫌いなん？」

「なんか、グリグリってしてキュウってやるから……」

　そうなんか。……って、擬ぎ音おんだけで全ぜん然ぜん分からへんけど。なんか痛い事でもするんか？

　しかし、検査と成分輸ゆ血けつだけはきちんと受けさせろってきつく言われてるからなぁ。やらんと死ぬとか聞かされてるし。

「でもな、検査嫌きらいでも、ちゃんとやらんと外で遊ばれへんようなるで」

「知ってる。でも嫌い……」

「ああ、そらな。やらなアカンて分かってるってことと、それでも嫌いってのは、また別の問題やからな……」

　コクリ。

　ああ、なんか痛々しいなぁ。よっぽど嫌なんやろな、そのマルクとかいうの。もしかして毎週やったりするんやろか？　毎週こんなに嫌がられたりしたら、連れてく俺としてもかなりブルーやで。

　運転席から夏なつ尾おが口を挟はさんだ。

「骨髄穿刺マルクってちょっと、由香ちゃん骨こつ髄ずい悪いの？」

　なんや今いま頃ごろ意外そうな声で。由香とは姉妹みたいに仲ええくせに。

「知らんかったんか、夏尾。薄はく情じような奴やつちゃな」

「何なに言ってんの。由香ちゃん入院した時とか、聞いたのに知らないって言ってたのは井い崎ざきでしょ」

　げっ。そうやったっけ。……でも、ありえる。あの頃ころ俺、トコトン由香のこと避けてたからな……。そもそも骨髄悪わるいって知ったのって、つい最近やんけ。って、なんやねん。俺のほうがよっぽど薄情やんけ。アカンなぁ。俺、兄あに貴きとしてはダメダメやな、ホンマ。

「でも、骨髄悪いんだったら、井崎の抜き取ってあげたら？　ああいうのって大たい抵てい兄弟間かんでやるんでしょ？」

「おい！　そんな簡単に……。骨髄の採取って、生きてる人間の骨にゴリゴリ穴あな開けて、その中なか身み取り出すんやろ？　イヤやで俺。そんなスプラッター映画みたいな真ま似ね。怖こわぁてようせんわ」

「なに？　アンタ、由ゆ香かちゃんの命より自分の体が大事なの？」

「いや、由香の命が危険とかいうことになったらさすがに俺も考えるけど、でもこうやって現に退院してるんやし……」

「でも、アンタの骨こつ髄ずいあげて移い植しよくが上う手まくいったら、その後はいちいち病院通かよったり骨髄穿刺マルクしたりなんてしなくてよくなるんじゃないの？　移植直ちよく後ごは別として」

「そうなん？　でもどっちみち免めん疫えき抑よく制せい剤ざいとかはずっと投とう与よし続けるんやろ。それやったら一緒やん」

「でも、抑制剤の投与はグリグリってしてキュウってやったりしないじゃん、多分」

　うっ、確かに……。ああ、ここでスパッと骨髄やるって言われへんところが、俺のアカンところやなぁ。でも、しゃあない。だって怖いもん。生きながらにして自分の骨に穴あな開けられて、その中身吸すい出されるなんて。考えただけで吐きそうや。俺、血ぃとか見るの苦にが手てやし。

　言い返せずに黙り込んでると、由香が俺の手を両手で摑つかんだ。

「お兄ちゃん。由香、大だい丈じよう夫ぶだから……」

　アカン。病気の妹に気ぃ遣つかわせてしまってる。

「……ゴメンな、由香ちゃん。お兄ちゃん、根こん性じようなしで……」

　由香が無言でフルフル。気にすることないってか？　優しい妹やんけ。泣けてくるわ。それに比べてこの俺は……。

「……でもな、もし万まんが一いち由香ちゃんの命が危ないってことになったら、絶対に俺の骨髄で助けてやるから。約束や」

　指切りをする。夏なつ尾おも見てるし、これくらいは約束しとかんと兄あに貴きとしてカッコつかへん。

　それにまあ、退院してるんやし、万が一なんてことはまずないやろ。……って、ホンマに最低やな、俺。




　病院に着くと、由香が検査と輸血を受けている間に医者に質問を受けた。日中、ボーッとしてたりうたた寝することが多いって言うたら顔をしかめた。なんでやろ。何かマズいんやろか。でも、ボーッとしたりうたた寝したりなんて、俺かてしょっちゅうやで。

　待合室に戻ると夏尾の隣となりに座る。夏尾が聞いてきた。

「検査って、どれくらいで終わるの？」

「さあ……。輸血もやるから時間かかると思うけど。多た分ぶん一時間くらいちゃうかな……」

　以前献けん血けつやった時は、確か三十分もかかってなかったし。検査と合わせたらそんなもんやろ。検査がどれくらいかかるんか知らんけど。

　とか思ってたら、由香が出てきたのは四時間後ごやった。長すぎるっちゅーねん。今日は夏尾と一緒やったから喋しやべって時間つぶせたけど、これ一人で待ってたら発はつ狂きようするぞ、退たい屈くつで。……やなくて、気がかりで。

「由ゆ香かちゃん、エラい長かったな」

　俺がそう言うと、由香は疲れた顔で呟つぶやいた。

「いつも、これくらい……」

　マジでか？

「ひょっとして、この時間中じゆうずっとゴリってしてキュウってやるん？」

　フルフル。

「輸血は、じっとしてるだけ……」

　ああ、良かった。時間かかったんは輸血のほうか。さすがにこの時間中ずっとゴリってしてキュウってやられてたら拷ごう問もんやもんな。

　その時ふと襟えり口くちから、由香の胸むな元もとにでっかい絆ばん創そう膏こうが貼はられてるのが見えた。

「あれ？　どないしたん、それ？」

「マルクのあと……」

「ふーん。なんかちょっと血ぃ滲にじんでへん？」

「ここ、注射刺さしたから……」

　胸の真ん中の胸きよう骨こつの辺りを指差す由香。

「え？　でもここって骨あるやん」

　コクリ。由香は無言でうなずく。

「何？　もしかして骨に注射針ばり刺さすとかいうんと……」

　由香は再び無言でコクリ。

　噓うそやろ……！　うっわー、えげつない事やるなぁ。そら、由香が嫌がるのも分かるわ。っていうか、骨に針刺すって、どんなごつい針使つかってんねん。信じられん……。

　夏なつ尾おが由香の頭にポンと手を置いた。

「よし。じゃ、頑がん張ばったご褒ほう美びに、今から一ひとっ走りしてご馳ち走そう食べに行こうか？」

「え？　ええの？　もう夕方やし、今から行ったら帰り遅くなるで？」

「いいよ別に。家には電話入れとくから。それに、病院の後で遊びに行くって昨日きのう約束したもんね、由香ちゃん」

　夏尾が由香の頭をなでる。由香は嬉うれしそうに笑った。

　いや、夏尾がおって助かったな。あんな辛そうな由香に笑顔を取り戻そうと思ったら、俺一人では何時間かかったか分からん。

　由香は夜のドライブが随ずい分ぶん気に入ったらしい。窓の外を幸せそうに眺ながめてるのを見て、俺もかなりホッとした。
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　そんな調子で一週間が過ぎた。やっと親が帰ってきて、一ひと安心ってところや。これで四し六ろく時じ中ちゆう由ゆ香かの世話をせんでもええし、一人で外出もできる。これからは由香を病院に連れてく以外は御お役やく御ご免めんや。連れてくのも、夏なつ尾おが車出だしてくれるって約束してあるし。ああ、気楽でええわぁ。……って、ホンマはちょっぴり寂しかったりして。

　いや、別に寂しがることはないねんけどな。離ればなれになるわけやないし、世話焼やきたかったら焼けばええんやし。でも、なんか今まで「俺が面めん倒どうみたらんと」って思ってたのが急になくなると、妙みような喪そう失しつ感かんが……。

　今も由香、おかんと一緒に服買かいに行ってて、俺は家でボーッとテレビ眺ながめてるしな。俺は全然付つき添そう必要ないもんな。……何なんかな、この感じは。退院した日に田舎いなかに帰ってて、しかも一週間ロクに電話も寄よ越こさんような薄はく情じような親やのに、由香があんなになついてるのが悔しいんやろか。

　でも、考えたら当たり前やもんな、由香がなついてるの。俺が由香のこと避けてた時も、親はずっと面倒みてきてたんやし。年ねん単位で培つちかわれた絆きずながあるからな……。

　そんな事をうだうだ考えながらテレビの画面を見てると、親父おやじが来た。

「智とも弘ひろ。ちょっとええか？」

　俺に声かけながら目の前の椅い子すに座る。

「何？　変に真ま面じ目めな顔して」

「ちょっとな、話があるんや」

　どないしたんかな。改まって……。

　一いち応おうテレビ消して、こっちも椅い子すに座り直した。

　親父おやじは軽く咳せき払ばらいしてから重そうに口を開く。

「実はな、お前にももっと早く言うておくべきやったんやけど……」

　何なんや。やけに思わせぶりな言い方するやんけ。

「由ゆ香かの病気の事なんや」

　ん？　由香の病気の事で、俺にもっと早く言うておくべきやった事？　一いつ体たい何やろ。もしかして、実は伝でん染せん病でしたとか？　お前も感かん染せんしてもうた、とか言われたらどうしよ……。

「……実はな、由香のこと、お前も一応覚かく悟ごしておいてほしいんや」

「覚悟？」

「ああ。要するに……」

　そこで親父はちょっと目ぇ逸そらした。

　言いにくそうや。でも、覚悟って一体なんや？

　親父は唾つば飲み込んで軽く唇くちびる舐なめると、目ぇ逸らしたまま言った。

「実はな、由香、夏休み終わったら病院戻もどるねん……」

「それは聞いてるけど……？」

　それがどないしてん。夏休み終わったら一いつ旦たん病院戻って、検査して大だい丈じよう夫ぶそうやったらそのまま仮かり釈しやく放ほうから無罪放ほう免めんに変わるんやろ？　親父、何をそんなに言いよどんでるんや……？

「今度病びよう院いん戻ったら、多た分ぶん由香、もう出てこられへんから……」

「え？　なんで？」

「……由香、このままやともうアカンらしいねん……」

「もうアカンって……？」

　一いつ瞬しゆん意味が分からんくて、ポカンとした。それから慌あわてて聞き返す。

「ちょ、ちょっと待ってや。由香の奴やつ、そんなに悪いんか？　それやったらなんで家に戻ってきてるんや」

「……多分由香が元気に外で遊べるのって、今が限界やねん。そやから、最後に少し家で過ごさせたろってな。八月、由香の誕生日やし……」

「最後にって……」

「由香な、アイツ骨こつ髄ずいほとんど脂し肪ぼうに置き換わってて、もうロクに機能してへんねん。しかも、造ぞう血けつ機能の低下はもう食くい止める見込みないんやて」

　ちょっと待て。いきなりなんやねん、そのディープな話題は。最後に家で過ごさせるとか、回復の見込みないとか……。突然言いわれても、こっちは全然リアリティないっちゅーに。昨日も一緒にメリケンパーク行って来たとこやぞ……。

「でも親父おやじ、そんなん言うてるわりに、由ゆ香かの好きにさせたれって……。重じゆう病びようなんやったらもっと節制させなアカンのとちゃうん？」

「そやから、最後やから好きなようにさせたろって思てな。医者にも了りよう承しよう取ったし。ホンマは食事も、生ものとか皮むかへん果物は避けたほうがええねんけど、由香、サクランボとか好きやしな……」

　サクランボ好きやしって……。っていうか待ってくれ。生ものアカンとかいう事はちゃんと言うといてくれや。こないだ海うみ行った時、弁当にサンドイッチ作ってもうたっちゅーねん。

　いや、そんなことより、ホンマに助からへんのか？

　親父は相変わらずテーブルの角を見ながらボソボソ呟つぶやく。
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「……それに、ホンマは体に負ふ担たんかけると色々症しよう状じよう悪化するから、出来れば安静にさせたほうがええんやけど。感かん染せん症しようとか怖いしな」

「ちょっと待ちーや。親父、由香に好きにさせたれって言うから、俺この一週間由ゆ香かの要求するままにあちこち連れ回してもうたって」

「いや、ええねん、それで……」

　ええことあるかい！　体に負担かけたら悪化するんやろ！　連れん日じつ外で連れ回してたら、ますます命削けずってるようなモンやんけ！　この親父、何なに言うてるねん！

　っていうか、ホンマに命に関かかわるんやったら、あれやで。その、俺の骨こつ髄ずい抜いて、由香にやってもええねんけど。いや、ホンマは怖いんやけどな。でもヤバくなったら俺の骨こつ髄ずいやるって一いち応おう由ゆ香かと約束してしまったし、怖いとか言うてる場合ちゃうしな……。うん……。

「親父おやじ。それやったら骨髄移い植しよくとかしたらええんとちゃうの……？」

　言うてもうた。これでもう後には引かれへんで、俺。

「アカンねん……」

　親父が首をフルフル。いや、ブルンブルンやな。フルフルなんて可か愛わいらしい仕し草ぐさちゃうわ。

　……って、そんな事より、アカンってどういうこっちゃ。

「アカンて何で？　骨髄移植なんて最近珍めずらしくもないやん」

「そやけど、提供者がおらんねん」

　提供者って、そんなん俺がやるって。どうせ骨髄採とったってすぐに回復するし、どうってことないんやろ。

　って、心の中ではスッと言えるけど、実際に口にするのは勇気いるなぁ……。骨に穴あな開けて中なか身み吸い出すんやもんなぁ……。くそっ。頑がん張ばれ、俺。ここでちゃんと言わんと、兄あに貴きとして立たつ瀬せがないぞ。

「親父、骨髄くらい……、お、俺がやるって」

「アカンねん」

　ブルンブルン。……何がアカンねん？

「……なんでアカンの？」

「由香な、実は血ぃつながってへんねん……」

「は？」

　なんや、また唐とう突とつに。

「由香、実は養よう子しやねん。父とうさんや母かあさんやお前とは、全く赤の他人やねん……」

　な、なんやて？　初はつ耳みみやぞ、そんなん。でも、言われてみれば、由香と俺って全然似にてないしな。夏なつ尾おなんか、同じ生き物と思えんとまで言うてたし……。

　いや、それより、なんで血ぃつながってなかったらアカンねん。関係ないやろ。まさか、赤の他人になんかやれんとか言うつもりちゃうやろな……。そんなん言うたら、俺、夏尾に依頼して親父のこと殺すで。マジで。

　っていうか、血ぃつながってようがなかろうが、由香は家族やろ。赤の他人って、どういう言い方や。

　アカン。なんか頭ん中パニくってきた。ちょっと、一つずつ整理していかんと……。

「……なんで、養子やったら骨髄やったらアカンねん。関係ないんちゃうの、そんなん」

「アホォッ！　養子やからアカンのとちゃうわ！」

　な、なんや親父、いきなり怒ど鳴なりだして……。っていうか、血ぃつながってないからアカンて言うたん、そっちやんけ！

　なんかムカついて思わずこっちも怒ど鳴なり返す。

「それやったら何がどうアカンねん！　俺が骨こつ髄ずいやる言うてんねんから、それで問題ないやんけ！」

「アホかっ！　やれるモンならとっくに父とうさんがやってるわ！」

「じゃあさっさとやれや！　なんで出来へんねん！」

「適てき合ごう性が悪いんじゃ！　ＨＬＡ、全然合あわへんのじゃ！　ウチの家族の誰とも！」

「適合性……？　っていうかＨＬＡて何？」

「大おお雑ざつ把ぱに言うたら白血球の血液型みたいなもんや。それが合わへんと拒きよ絶ぜつ反応とか移植片対宿主疾患ＧＶＨＤ起おこすから、危険で移い植しよく出来へんのじゃ」

　そ、そうなんや。初はつ耳みみや。っていうか、Ｈなんとかってそんなんいつ調べてん。

　あ……二ヶ月前くらいに、突とつ然ぜん血液検査とかやられたことあったな。あん時か？　あん時すでに、由ゆ香かの状態ヤバかったんか……？

　全ぜん然ぜん知らんかった。アカンな、俺。親父おやじのこと怒鳴る資格なんかないやんけ。……っていうか、俺にもちゃんと教えてくれたってええのに。なんやねん。除のけ者にしよって。そもそも由香にも教えてないんやろ。当事者に何も言わんと、親だけで勝手に話進すすめんなよな。…………いや、これはちょっと八やつ当たりやな。

　親父はうなだれてボソボソ言う。

「……由香のＨＬＡ、なんかめちゃくちゃ珍しい型が入ってるらしくてな……。骨髄バンクとかでも見つかる可能性絶ぜつ望ぼう的なんやて……」

　そうなんか……。

「……それでも、どんな珍しい型でも、同じ血ち筋すじの人間やったら同じ型持もってる可能性も少しはあるはずなんや。兄きよう妹だいやったら普通、移い植しよく出来る確かく率りつ、四分の一もあんのに……。そやけどアイツ養よう子しやから……。血ぃつながってへんから……」

　親父、泣いてる……。どないしょ……。

「そんな簡単に誰でも移植出来るんやったら、とっくの昔に父さんがやってるわ……」

　分かるで、親父……。俺も同じ気持ちや……。同志よ！　って、アカン。何が同志や……。こんな時になんで俺はこうチャランポランなところが抜けきらんのやろ。そやけど、そうでもないと俺まで泣いてしまいそうやし……。

　でも、俺、由香が危なくなったら俺の骨髄で助けてやるって約束したのに……。あん時、どうせ危なくなったりせえへんやろとか考えてたから罰ばちあたったんかな。生きたまま骨にゴリゴリ穴あな開けられんのなんてイヤやとか思いながら約束してたから、今になってあげたくてもあげられへんように……。って、いやいや。それはありえへん。そんなん考える前から由香は養子やったんやし、ＨＬＡとかいうのも合わんかったんや。そやけど……。

「……でも、それやったら由香の実の親とかに分けてもらえへんの？」

「無む理りや。両親とも死んだ。そやから父とうさんが引き取ったんや。生きててもどっちみち、親と適てき合ごうする率は低いけどな……」

　……そうなんか。でも、親父おやじと由ゆ香かの実の両親てどういう関係やったんやろ。いや、そんなんどうでもええけど。

「ほんなら、実の親の血ち筋すじの誰かに頼むとか……」

「アカン。親しん戚せき二人ほど見つけたけど、会ったこともない人間のために骨こつ髄ずいなんかやれんて言われて、検査もしてくれんかった。……まあ、提ド供ナ者ーになったら移い植しよく手術で数日は拘こう束そくされるし、それに親戚やからって簡単に適合するもんちゃうからな……」

　親父、めちゃくちゃ悔しそうな顔しとる。チャランポランな親父があんな顔したん、初めてや。検査もしてくれんて、相当ひどい断られ方やったんやろな……。でも、ちゃんとやることやってたんや。偉えらいな。ちょっと見直したかも……。

　それよりその親戚、ちょっと薄はく情じようなんちゃうか。人ひとりの命がかかってるっちゅーのに。なに考えてんねん。それでも人間か。信じられへん。ちょっと殺して、そいつの骨髄抜ぬき取って来たろかな、マジで……。

　……けどまあ、しゃあないんやろか。俺でも勇気いるのに、全然知しらん人間のためにわざわざ入院してまで骨に穴あな開ける気になられへんよな、普通……。俺かて、今まで会ったこともない人間がいきなり現れて、親戚やから骨髄くれとか言うたら、絶対断ことわるもんな……。

　それに、そこで骨髄すぐに提供してくれるような親戚やったら、そもそもそいつが由香引き取って育ててるやろし……。

　親父がため息混まじりにボソリ。

「そやからな、もう、由香のことは覚かく悟ご決めといてほしいねん」

　う……。親父よぉ、そんなん言われても、ハイそうですかって決められるもんとちゃうやろ。っていうか……よく分からんけど、そこで俺らが覚悟決きめてまうのって、なんか冷たいんちゃうやろか。見苦しいかもしれんけど、由香が生きてる間は最後まであがきたいと思うのは俺だけか……。

　親父が続ける。

「今回田舎いなかに帰ったついでにな、実は由香の墓はかの手配もしてきた……」

　は？　ちょ、ちょっと待て！　なんやて？　墓の手配？　突とつ然ぜん何言いうとんじゃ、おい親父！

「ちょっと、なんやねんそれ！　由香、まだ生きてるねんぞ！　そやのに墓の手配って……」

「早めにしとかんと、今はどこも墓ぼ地ち不足してるからな」

「ちょっと待てや！　由香生きてるうちからなんでそんなん言うねん！　何が墓地不ふ足そくしてるじゃ！　親父、それでも親か！」

「やかましいわい！　今まで由香の事ほったらかしやったお前に、子供の墓の手配せなアカン親の気持ちが分かるか！」

「そんなもん、分からんわ！」

　分かってたまるか！　何が覚かく悟ご決めるやねん。結局、もう助かりっこないって見捨ててるだけやんけ。今まで由ゆ香かのことほったらかしって、確かに俺はそうやったけど、親父おやじこそ今はもう心ん中で由香のことほったらかしてるやないか！　くそっ。腹立つ！　なんやねん、この親父。生きてる由香の心配より、死んでからの墓ぼ地ちの心配か。見直して損したわ。最低や！

　ムカついて立ち上がると、部屋から出てく俺。

「おい！　どこ行くねん！」

「自分の部屋じゃ！」

　どこでもええやろ！　親父の顔見たくないだけじゃ！

　背後から親父が声をかけてくる。

「言うとくけどな、今の話、由香にはすんなよ」

　アホ！　誰がするか！

　俺は無言のまま、ばたんと乱暴に部屋の戸を閉めた。

　そやけど今の話、由香にはすんなって、由香敏びん感かんやねんぞ。いくら隠かくしたって、アイツどうせ気づくんや。畜ちく生しよう。俺、由香にどんな顔したらええんや……。それに第一、家族三人知しってて由香だけ知らへんって、絶対に由香、仲間外はずれって感じるに決まってるし。アイツ寂しがりで、その辺へん人一倍過か敏びんやからな……。

　くそーっ！　そやけど腹立つなぁ……！　親がすでに墓はかの手配まですませたなんて知ったら、アイツ、どんな気ぃするやろ。たまらんよな。絶対に捨てられたような気になるよな。どうせ死ぬ人間や、って言われてるみたいなモンやもんな……。

　そやけど、なんでや。……って、何がなんでなんかよう分からんけど、でもなんでや。あー、もう腹立つ。っていうか、なんか……。




　晩ばん飯めしの間も俺はふて腐くされたまんまで、寝る時になってもまだ気分はムシャクシャしてる。

　あ、そや、布ふ団とん。今日から由香、おかんと一緒に寝るて言うてたから、持ってってやらんと。

　由香の布団を抱えて、おかんの寝室に置いて戻ると、自分の布団一枚だけ部屋の真ん中に敷しいた。

　はぁ……。今日から一人か。なんか、さすがに寂しいような気もするな。気楽でええねんけどな。よし。せっかく一人になったんやし、久々に一発ヌくか。たまに処理しとかんと、夢む精せいとかしたらイヤやしな。

　と思ってみたけど、アカン。なんか、全然そういう気分にならん。由香の顔が頭よぎる度たびに萎なえて萎えて、どうしようもない。ま、ええか。由香の顔がよぎるだけで萎えるっちゅーことは、少なくとも俺はヤバい兄あに貴きではないって証しよう拠こやし。

　……っていうかなぁ。何かもう、イヤんなってきたなぁ。どうせ死ぬんやからその前に楽しい思いさせたりたいって、そら親父おやじの気持ちも分かるけど……。なんか、あの感じ、諦あきらめると同時にヤケクソなってる感じやしな。体に悪いって知ってて、なんで好き勝手させるねん……。

　いや、でも、どうせ助からんのやったら、好きな事は全部させてやりたいし、嫌な事は全部排はい除じよしてやりたいけどな、俺かて。正直言いうたら、マルクとかいう痛い検査なんかやらんでええって言うてやりたいくらいやけど……。

　でも、好きな事やってええよ、って言うのと、どうせ死ぬんやから好きにせえ、って言うのとでは全ぜん然ぜん違うもんな。親父のはどうにでも好きにせえって感じや。何が墓の手配やねん、あのボケ親父。……あー、クソ。思い出したらまたムカついてきたなぁ……。

　コンコン。

　入り口でノックの音がした。誰やろ。

「智ともちゃん、ちょっとええ？」

　戸を開けるとおかんが立ってて、その背中にしがみつくように由ゆ香かの姿。

「なんや、お母かあちゃん。由香も一緒か」

「なんかな。由香ちゃん、お兄ちゃんと一緒に寝たいんやて。智ちゃん、別にええやろ？」

「ああ、別に構かまへんけど……」

「ほな、布ふ団とん運んで」

「なんや。俺が運ぶんか」

　まあ、ええけどな。布団運はこぶくらい。って、さっき自分で運び出して、また運び入れるって、空むなしい作業やな。そういや、前にも一回こんなんあったっけ……。

　布団を運び直して直角に敷しき直してると、おかんが手招き。

「ちょっと智ちゃん」

　なんか珍しく真ま面じ目めな表情。

「なに？」

　近づくと、おかんは声を潜ひそめる。

「お父とうちゃんから話聞きいた？」

「あ、ああ。聞いたで」

「血ぃつながってへん事とかも……？」

「うん」

　だからなんやねん。おかんまでムカつく気分を蒸むし返かえすんか。

「そうか。……智ちゃんな、これ大事な事やから、よく聞いてな」

　なんやろ？　病気の注意事項とかやろか？　そういえば俺、そういう知識全ぜん然ぜんないしな。真ま面じ目めに聞いとこ。

　ちょっとマジモード入った俺に、おかんは更さらに真剣な表情でそっと耳打ち。

「……いくら血ぃつながってへんからって、由ゆ香かちゃんに変な事したらアカンで」

「はぁ……？」

　って、いきなり何を抜かしとんじゃ、このおかん。人がせっかく真剣な気持ちになってたっちゅーのに。なんかもう、緊きん張ちよう感かんなくなるなぁ。ガクッとくるわ……。

「あのな、お母かあちゃん……。何アホな事言いうてんねん」

「冗じよう談だんや」

「冗談て、こんな時に……」

「いや、智ともちゃんなんか難しい顔してたから。お兄ちゃんがふて腐くされてたら、由香ちゃん不安になるやろ」

　あ！　……やるなぁ、おかん。その気配り、さすがやで。そうやん。俺が不ふ機き嫌げんなってたら、由香また無口キャラに逆ぎやく戻もどりやんけ。危ない危ない。

「由香ちゃんな、お兄ちゃんの事えらい気に入ってるねん。これからも、アンタがしっかり面めん倒どうみたってな。頼むで」

「分かった」

　っていうか、やられた。なんか、ガクっと来るのと同時に、さっきまでのムカムカしてた気分も一緒にしぼんでもうた感じや。そのために敢あえて、あんな気の抜ける冗談を。寒いギャグ言う奴やつとか思われる事も厭いとわずに……。なんか完かん璧ぺきに器うつわの違いを見せつけられてもうたな。おかん、アンタやっぱりスゲーよ……。

　遠ざかるおかんの背中にそっと手を合わせてから、戸を閉めた。

　部屋の中を振り返ると、由香はすでに布ふ団とんに潜り込んでる。寝ね不足にさせたらアカンし、さっさと電気消して俺も横になった。

　早さつ速そく由香が手を握って話しかけてくる。

「お兄ちゃん……」

　なんやろ。妙みように元気ないなぁ。

「どないしたん？　なんか元気ないで」

「うん……」

「久し振りのおかんの手料理は美お味いしくなかったか？」

「美味しかったけど……」

　けど、なんやろ。

「服も買ってもらったんやろ？　どんなん買うたん？」

「うん……」

　うん、じゃ分からんって。

「明日、それ着てどっか行こか？　そんでまた写真撮とろ」

「うん……」

「よし。ほんならどこ行こか？」

「うん……」

　いや、だから「うん」だけじゃ分からんっちゅーに。

　っていうかこの感じ……。何があったんや？

「どないしたん？　おかんと喧けん嘩かでもしたんか？」

「ううん……」

　そらそやな。あのおかん、喧嘩売うっても全部受うけ流してしまうし。

「ほんならなんや。前より優しくなくなったとか？」

「違う。逆……」

「逆？　前より更さらに優しくなったんか？」

「うん……」

　以前より更に優しくて、どんなんや。想そう像ぞうつかんな。すでに人間の領りよう域いきこえてるんちゃうか。でも、それやったら何で由ゆ香か、こんなんなってるんやろ？

「由香ちゃん、それやったらなんでそんなに元気ないん？」

「なんか……一緒にいると寂しい……」

「一緒にいると寂しい？　一緒に『いても』やなくて？」

「一緒にいると」

「どういう事やろ……？　一緒におらん時より、側そばにいる時のほうが寂しいって事？」

「うん……」

「そうなんか。なんでやろ？」

「お母かあさん、噓うそついてる……」

「噓？　例えばどんな？」

「ん……」

　一瞬、考えるように間が空あく。

「………分かんない。でも、噓言いってる……」

「噓なぁ……」

　おかんがどんな噓ついてるんやろ……。

「………お父とうさんも噓………」

「あ、おとんも？」

　そうや。アイツは噓つきや。そのうえ裏切り者で薄はく情じよう者ものや。内ない緒しよで由香の墓はか作ったりして。何が覚かく悟ご決めとけじゃ、あのボケ。

　……あ、そうか。考えたら、親父おやじとおかんて共きよう犯はんやんけ。一緒に田舎いなか帰ってたし。くそっ。おかんめ。優しい顔して、その顔の下は鉄てつ面めん皮ぴの冷血ババアやったんやな。あの偽ぎ善ぜん者しや夫婦め。いくらお前らが表面取とり繕つくろっても、結局こうやって由香には全ぜん部ぶ分かってしまうねんぞ。ふざけやがって。楽しく過ごさせたいとか言うて、寂しがらせてどないすんねん。

「……どうしたの、お兄ちゃん」

「え？」

「急に黙ったから……」

「あ、ああ。いや、おとんとおかんが二人そろって由ゆ香かちゃんに噓うそついてるって言うから、つい腹が立って……」

「うん……」

　ああ、もう。この消えそうな声……！　これも全部、あの馬鹿親おやどものせいや！　これからも面めん倒どうみたって、やと？　当然じゃ。あんな親どもに任まかせてられるかい！

「お兄ちゃん……」

「なに？」

「一緒に寝ていい？」

「え？　一緒に寝てるやん」

「違うの。一緒のお布ふ団とんで寝ていい？」

　え？　それは、さすがにヤバいなぁ……。

　……でも、まあええか。どうせ由香相あい手てに俺のブツは機能せえへんことは確認済ずみやし。っていうか、どんなに興こう奮ふんしてても由香見みただけで萎なえるもんな。

「うん。ええよ。こっちおいで」

「うん……」

　由香が布団の中に入ってくる。そして俺の体にヒシとしがみつく。

「なに？　そんなに寂しかったんか？」

「うん……」

　コクリ。

　可か哀わい相そうになぁ。あんな薄はく情じような親を持って。分かるで、お前のその気持ち……。

「大だい丈じよう夫ぶやで。お兄ちゃんがこうやって抱だっこしたるから」

　コクリ。

　それにしても由香の体、ホンマに華きや奢しややな……。夏やのにめっちゃ体冷ひえてるし。血けつ圧あつ低いんか？　それともクーラー効き過ぎかな？

「由香ちゃん、クーラー効き過ぎてない？　大丈夫？」

「うん……」

　コクリ。

　しかし、こうして小さくなって丸まってるの見るとホンマに保護動物って感じや。なんか、冗じよう談だんでマイ絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆなんて思ってたけど、ホンマにコイツ、死んでしまうやなんて……。ちゃんと今はこうやって生きてるのにな。息もしてるし、心しん臓ぞうもトクトク言うてるのに……。こんなちっちゃい手で必死でしがみついてきて……。病気のせいであんまり成長できへんかったんかな……。由ゆ香か、こんなにひ弱やったなんて、気づいたんつい数日前やもんな俺……。こんな弱々しい妹、ずっと寂しい思いさせて泣かせて……。やっと仲良くなってきたと思ったら、もう助かる見込みないなんて……。俺、避けたりせんと、もっとちゃんと面めん倒どうみてやってたら良かった……………。

　アカン。見てたら一いつ瞬しゆん泣きそうになった。ヤバいヤバい。なんか、くだらん事でも考えんと、やってられん。…………って、何も思いつかん。なんでや。俺の頭ん中には、くだらん事だけは腐くさるほど詰まってるはずやのに……。

　内心悶もだえてると、由香がもぞもぞと顔を上げた。

「お兄ちゃん……」

「え？　なに？」

「どうかした？」

「なんで？　どうもせえへんよ」

「今、泣いてた……」

　ぐ……っ。気づかれたか……。

「……ゴメン。ちょっと、お兄ちゃん辛い事あって……」

「そうなの？」

「うん。でも、気にせんでもええよ。何でもないねん……」

「……由香に話して」

「え？」

「誰かに話すと楽になるって、同室だった網あみ田ださんておばさんが言ってた」

「あ、ああ、そうなんか……」

「うん。あのね、話すとね、聞いた人と話した事を半分こ出来るんだって。だから、辛さも半分になるって」

「ああ、そういう事もあるんやろなぁ。けど、それやったら余よ計けい話されへんわ。由香ちゃんに辛い事押おしつけたり出来へんもん……」

「由香、平気だよ」

「そうか。ありがとう」

　っていうか、やめてくれ。そんな健けな気げな事言いわれたら、また泣いてまう。今、俺ちょっと涙るい腺せん緩いんや。大体、泣いてた理由なんか言えるわけないやんか。かといって、由香に噓うそはつかれへんしな。どないしょ……。

「由香ちゃんの気持ちは嬉うれしいけど、でもゴメン。ちょっと内ない緒しよの事やねん。勘かん弁べんして」

「内緒？　……かんネェの事？」

「な？　なんで……？　なんでそこで夏なつ尾おの話が出てくるんや？」

「ん……。なんとなく」

「悪いけど、全然ハズレやで。夏なつ尾おは全ぜん然ぜん関係ない」

　びっくりした。突とつ然ぜん何を言うんや。でも、まるっきり見けん当とう違ちがいで助かった。図ず星ぼし指さされてたりしたら、隠かくしようなくなるもんな。今の発言で、ちょっと涙も引っ込んだし。

　ホッと一息ついてると、由ゆ香かがポツリ。

「……お兄ちゃん」

「なに？」

「由香のこと好き？」

「ん？　そら当とう然ぜん大好きやけど。いきなりなんで？」

「……かんネェとどっちが好き？」

　な？　また答えにくい質問を……。っていうか、これ前に俺がしたのと同じ質問やな。俺も由香と同じパターンで切り抜けたろ。

「由香ちゃんが好きなんと、夏尾が好きなんとでは、ちょっと種類が違うから比ひ較かく出来へんな」

「やっぱりお兄ちゃん、かんネェのこと好きなんだ……」

「え？」

　……あっ！　やられた！　誘ゆう導どう尋じん問もんや！　コイツ、無口なくせになんちゅうテクニックを……。

　それより、どうやってごまかそっかな。って言うか、すでにごまかしようがないけど。一いち応おう口ふさぎだけしとこ。

「由香ちゃん、一応それ秘密やで。誰にも言うたらアカンで」

「なんで？」

「なんでって……」

「恥ずかしい……？」

「うん。まあ……。由香ちゃんかて、好きな人の事とかって恥ずかしいやろ？」

　って、いるんかな、コイツに好きな男の子なんて。

「……うん。ちょっと恥ずかしい」

　あ。いるんや。へー。まぁ、そんなんどうでもええけど。

「そやろ。お兄ちゃんもやっぱ恥ずかしいから、そやから秘密な？」

「うん……」

　ホンマに秘密にしといてくれるんやろなぁ。由香、夏尾に対しては口軽そうやからな。

　……ま、でもバレてもええか。それきっかけに、幼おさな馴な染じみの関係を越えられるかもしれへんし。って、いやいや。やっぱりそういうのは人任まかせやなくて自分の口できっちり伝えんと。でも俺、伝えられそうにないけどなぁ。根こん性じようなしやし。それにアイツといると、なかなかそういう雰ふん囲い気きならへんからな。

　しかし、話が逸それて助かった。やっと普段のダメダメな俺を取り戻したぞ。今も一いつ瞬しゆん由ゆ香かの事忘れて自分の事ばっかり考えてたしな。やれやれ、良かった。って、ダメダメな自分に戻って何が良かったんや……。

　ともあれ何とか平へい常じよう心しんを取り戻した俺のパジャマを、由香がクイクイ引っ張った。

「お兄ちゃん……」

「なに？」

「由香もお兄ちゃんに秘密教おしえたげよっか……」

「由香ちゃんの秘密？」

「うん。由香だけお兄ちゃんの秘密知しってるの、不公平だから」

「そんなん、別に気にせんでもええで」

「ん……。じゃあ言わない」

「そや。秘密は大切に自分の心の中にしまっておくのが一番や」

「うん。……でも、秘密にしたまま死んじゃうと寂しい」

「え？」

　な、なんや。死ぬて。やめろや。せっかく平常心取とり戻もどしたとこやのに、そういう話題は……。でも、遮さえぎるわけにもいかへんし……。

「……なんで寂しいん？」

「心の中にしまったまま死んじゃうと、秘密も一緒に消えちゃうから」

「ああ、まあな。でもそれやったら死んでも秘密守まもれるやん」

「ううん。違うの。大切なものだから、消えちゃうと寂しいの」

「あ、なるほど……」

「お兄ちゃん……」

「何？」

「人って死んだらどうなるか知ってる？」

「え？」

　知るわけないやん。っていうか、頼むからその手の話題は勘かん弁べんしてくれ。由香が言うとマジで洒落しやれにならへんねんて……。

　とりあえず、しんみり路線から話逸そらす方向に誘ゆう導どうせんと……。

「えっと、お兄ちゃんの知る限りでは六ろく道どう輪りん廻ねいうて、生せい前ぜんの罪ざい障しように従って地じ獄ごく行ったり極ごく楽らく行ったりあるいは畜ちく生しよう道どう……」

「そういうのじゃなくて」

「え？　そういうのじゃなくて？　ちょっと分からんな……」

「あのね、三つあるんだって」

「三つ？　何が？」

「死んだ後が。三種類あるの」

「ふーん。誰に聞いたん？」

「同室のおばさん」

「おばさんて、さっきの？　辛い事は半分このおばさん？」

「そう……」

　何モンやそいつ。どっかの宗教団体か。

「それでね、一番幸せな人は死んだ後もみんなが憶おぼえててくれる人なの」

「ああ、そらまぁそうやろな」

「でね、二番目は、死んだ後も仲良しだった人たちに憶えててもらえる人なの」

「あ、うん。ってことは、一番目のみんなってのは、ほとんど世界中じゆうとかそういう意味か。歴史に名を残すような人やな。はいはい」

「うん。でね、そういう人たちは、死んだ後も憶えててもらえるから寂しくないの。憶えててもらえる間は、死んでも生きてるの」

「ん……、そういうもん……かな」

「……でも、死んじゃったら忘れられちゃう人もいるの。その人たちは、死んじゃったら消えちゃうの」

「うん、まあ中にはおるやろな、そういう人らも……」

「だからね、大切な秘密も、憶えててくれる人がいたら、死んでも生きてるの」

「そうか……」

　アカン。なんて返事してええんか分からん。

　しばし沈ちん黙もく。

　……………。

「……お兄ちゃん」

「どした？」

「……お父とうさんたち、由ゆ香かがいなくなっても憶えててくれるかな？」

「な、なんでそんなこと聞くん？」

「ん……、なんとなく」

「そんな、そら、忘れたりするわけないやろ。っていうか、由香ちゃんも退院したのにそんな死ぬとかばっかり言うてたらアカンて。それにやな、あの、忘れられるのが嫌やったら、ちゃんといつまでもずっと元気でおったらええんや。そやろ？　な？」

「うん……。ゴメン……」

「いや、謝らんでもええけど」

「……お兄ちゃん」

「ん？」

「もう一つだけ聞いていい？」

　イヤや。これ以上なんか聞かれたら、平へい常じよう心しんでおられへん。

「何？」

　って、聞いてもうた。でもな、ここは聞くしかないもんな。

「あのね、お兄ちゃんは、由ゆ香かのことずっと憶おぼえててくれる？」

「え……？」

　……どないしたんやコイツさっきから。っていうかもしかして由香、もう自分の先がないって事すでに知ってるんか？　前にも、もう治らん気ぃするて言うてたし、それに由香、敏感やからな。親の態度とかで気ぃついててもおかしくないかも……。

　それやったら、変にごまかすより、正直に死ぬって前ぜん提ていで接したほうがええんやろか。はっきり「死んでも俺が憶えててやるから寂しないで」て言うほうが、安心させてやれるんちゃうやろか。

　……って、アカン。そんなん、とてもやないけど俺の口からは言われへん。口開いた途と端たんに泣いてしまう。

　とりあえず、返事せんと黙ってるわけにもいかんし、話逸そらす方向でなんとか切り抜けて……。

「由香ちゃん……」

　アカン。声、うわずってもうた。

「お兄ちゃん……？」

「ん……、ゴメン。ちょっと……」

「また悲しい事？」

「ん……」

「由香に話していいよ」

「……うん。……いや、ちゃうねん。……その、なんちゅうか、……お兄ちゃんな、もっと前からこうやってちゃんと由香ちゃんと……仲良くしとけば良かったて……ゴメン……」

　アカン。泣いてもうた……。

　こんな泣き方したら、もう由香助たすからへんて言うてるみたいなモンやんけ……。俺、ホンマにダメ兄あに貴きや……。

　由香が涙拭ふいてくれてる……。アカンわホンマ俺……。俺が面めん倒どうみたるとか言うて、こんなん……。くそ、なんで今日の俺、こんなに涙るい腺せん緩いねん……。

「お兄ちゃん……」

「なに……」

「由香、お兄ちゃんのこと、好きだよ」

「ありがと……。お兄ちゃんも、由香ちゃんのこと好きやで……」

「うん。…………でも、由ゆ香かの好きとお兄ちゃんの好きは、きっと違う好きだね……」

「え……？」

　なんて？　声こえ小さくて聞こえへんかった……。っていうか、俺おれ泣いてて良く聞こえてなかったし……。

　由香、俺の胸に顔うずめて……もう眠ってるんか。コイツ、こんなに幸せそうな寝ね顔がおやのに……。俺、ヤバくなったら俺の骨こつ髄ずいで助けたるて約束したのに……。なんで俺、こんなダメ兄あに貴きなんやろ……。
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　それから三日後。

　病院へ検査と成分輸ゆ血けつに行った帰りに、いつものように夏なつ尾おの車で六ろつ甲こう山さんに上る。

　でも、上に着いた頃には由ゆ香かはすうすう眠ってた。

「あれ？　由香ちゃん、寝ちゃった？」

「うん。なんか最近多おおいねん。うたた寝してたりボーッとしてることが」

「ふーん。寝ね不足かなにか？」

「いや、夜は早めに寝るようにしてるんやけど……」

　っていうか寝不足やないって事は、今日きよう医者に会った時に知ってしまったんやけど。なんか赤せつ血けつ球きゆうが急に減ってて、貧ひん血けつ症状がひどくなってるらしい。他にもよく分からんかったけど、色々悪わるい兆ちよう候こう出てるみたいなこと言うてたしな。検査するから金曜日にもっかい来いとか。なんかこのままやと、夏休み終わる前に病院に戻る事になりそうや……。

　あと、医者には言わんかったけど、昨日なんか夜中に「主しゆ治じ医いの先生の声がする」とか言い出すし。しかもその声、「きっと良くなるから」って言いながら馬鹿にしたように笑うとかって。夢見たんかなんか分からんけど、不安とかストレス大きいんやろな。

　って、こんなこと、夏尾に話してもええんかな……。うちの親なんかどうせ冷たい奴やつ等らやし、誰か話せる人間欲しいねんけど……。

「……っと井い崎ざき。聞いてんの？」

「え？」

「なにが『え？』よ。人が喋しやべってんのにずーっと無む視しして」

「あ、ゴメン……」

　はぁ……。コイツに話してしまえたら、気ぃ楽やねんけどな。辛い事は半分こって。でも、話してしまって二人で落ち込んだらイヤやしな……。

「……井い崎ざき。何かあったの？」

「……まぁな」

「なんか、辛い事っぽいね……」

「うん、まぁ……」

　うなずいた途と端たん、夏なつ尾おの目つきがジトーっとケーベツしたような目になった。

「さっきからアンタ溜ため息いきばっかりついて、アタシが気づくの待ってたでしょ？　女め々めしい真ま似ねしやがって」

「え？　いや、別にそういうアピールをしたつもりは……」

「違うの？　だったらそういう態度は表に出すな。鬱うつ陶とうしいから」

「う……」

「泣き言聞きいてもらいたいんなら、正直にはっきり言いな。そしたら聞いて泣かせてやるから」

「はっきり、て……」

　なんか、言い方キツいなぁ……。こんな言われ方したら、話すに話されへんやんけ……。

　そやけどコイツ、性格ハッキリしてるから、聞いてくれるって言ってる以上は聞いてくれるに違いないけど……。

「……ほな、悪いけどちょっと泣き言ごと言わせてくれる？」

「よし。最初から素直にそう言えばいいのよ。ただし、二つだけルール守ってね」

「ルール？」

「理り屈くつこねないことと、言い訳しないこと」

「な、なにそれ？　泣き言とどう関係あんねん。……まぁええけど。分かった」

「うん。で、何があったの？」

　な……。コイツ、急に表情一いつ変ぺんしたな……。俺に向かってこんな優しげな顔したんて初めてちゃうか……。

「実は……」

　あー、でも、隣となりに由ゆ香かが寝てると言いにくいな……。

「ん？　由香ちゃんがいると話しづらい？　じゃ、ちょっと車降おりる？」

　よく分かったな。俺の視線を読んだんか……。

　由香を残して車を降りる。

　夕暮れ時の山の上は結けつ構こう涼しい。

　車から少し離れると、下に広がる街の景色を背にして並んでベンチに腰かけた。

「ここで車のほう向いてれば、由ゆ香かちゃん起きたらすぐ分かるしね」

　夏なつ尾おが言う。

「で？」

「あ、ああ。えっとな……」

　何から言うたらええんやろ。とにかく、事の発ほつ端たんはあの馬鹿親父おやじが帰ってきてからやから……。

「井い崎ざき」

　夏尾が俺の頭をど突ついた。

「な、なんやいきなり？」

「考えなくていいから。とりあえず思いついた事から喋しやべりな。初めは支し離り滅めつ裂れつでいいから。喋ってるうちに分かってくるから。こっちもアンタも」

「そ、そんなモンか……」

　ホンマに分かるんか、それで。まぁええわ。言うとおりにしよ。

「じゃ、あの、三日前に親が田舎いなかから帰ってきて、そんで親父が話があるとかって言うてな、ほんで、由香がもう助からへんねん。それで墓はかの手配してきたとか言うて、由香敏びん感かんやからそういう親の態度気きづいて寂しがって、そやけど養よう子しで適てき合ごう性せい悪くて俺の骨こつ髄ずい移い植しよく出来へんねん……」

　……アカン。ホンマに支離滅裂や。こんなんで通じるんか……。

「……それで由香、一緒にいると寂しい言うて、親が自分のこと忘わすれるんちゃうか言うて、秘密は大切やから消えると寂しいて……」

　……でもなんか、支離滅裂やけど喋りだしたら止まらんな……。こういうむちゃくちゃな喋りも気持ちいいな……。夏尾、黙って聞いてるし……。

「……それで、夏休みの間好すきにさせてやるって、由香今こん度ど病院戻もどったら二度と出てこられへんし、そやのに由香、寂しいのに俺のこと心配してくれたり……辛い事は半分こ言うて、俺、ダメ兄あに貴きで……なんで今までちゃんと仲良くせんかったんかって……」

　アカン、こないだの晩ばん思い出して涙なみだ出てきた……。これ以上喋しやべったら泣いてまう……。夏尾がこっち見てるのに……アカンわ。もう俺、顔かお半はん泣なきや……。

　その時、夏尾が不ふ意いに俺を抱き寄せた。

「井崎。別に我慢することないよ」

「え……？」

「泣き言ごとってのは泣きながら言うモンだぞ」

　う……。コイツ……。ナイスな笑顔で粋いきなこと言うやんけ……。アカン。そんなん言われたら、マジで俺我が慢まんできへん……。こんな……惚ほれた女の前で俺……みっともな……。
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　三十分近くかけて、泣きながら泣き言ごとを言い終えた。言い終えたっていうか、三十分も経たったらさすがに泣きやんだってだけやけど。

　あー、でも、思いっきり泣いたらすっきりしたなぁ。由ゆ香かが夏なつ尾おんとこに泣きに行ってたっての、分かる気するわ。俺もこれからちょくちょく泣かせてもらおかな。兄きよう妹だいともども、これからもよろしくお願いしますってとこか……。

　って、そこまで気ぃ楽になってたまるかっちゅーねん。そら、少し楽になったんは事実やけど。

　夏尾が珍しくマジモード入った顔で呟つぶやく。

「……そっか。由香ちゃん、そんなに悪かったんだ……」

「うん。俺、なんかもう、どうしたらええんか分からへんねん……」

「……アンタの話じゃ、由香ちゃんも大体のとこは気づいてるんだよね」

「多分。俺、どうしたらええと思う？」

「さぁ……」

「さぁ……、って」

「アタシだって井い崎ざきがどうしたらいいかなんて分かんないよ。そもそもアタシ、泣き言聞きいてあげるって言っただけだし……」

「そらまぁそやけど……。じゃあ、夏なつ尾おは自分はどうするん？」

「ん、別に……」

「別に、って何やそれ。何とかしたろとか考えへんわけ？」

「だって……考えたってどうなるもんでもないじゃん。アタシ、医者じゃないし……」

「そらそうやけど……」

　……なんか、冷たいなぁコイツ。そら考えてどうなるもんでもないけど、そやからって割り切り過ぎちゃうか……。

「……とりあえずアタシは、由ゆ香かちゃんが元気な間は楽しく遊ぶよ。それで、病院に戻ったら毎日見み舞まいに行く……くらいかな」

「そらまぁ、それくらいしか出来ることってないんやろけど……」

　けどなぁ……。いや、分かるんやけどな、それくらいしかないってのは。でもなんか、もうちょっとこう……。

「……後は……、一いち応おうアタシも、病院で検査受うけてみるよ。ひょっとして他人でも適てき合ごう性せいあるかもしれないし………」

「え？」

　なんや。冷たく割り切ってるみたいで、その実やっぱりええヤツやんけ！

「検査って、それでもし行けそうやったら夏尾の骨こつ髄ずいくれるん？」

「アンタにやるわけじゃないけどね。でもいいよ。ホントに移い植しよく出来るんだったら、骨髄くらい」

「マジで？　あれやで、あの、入院とかせなアカンし、かなり痛いって……」

「まぁそれくらい別に。どうせ減るもんじゃなし」

　家族でもないのに、ようあっさりそんなん決けつ心しん出来るな。決心するまでほとんど時間かかってへんで。さすがに頭ん中まで筋きん肉にく女おんな。何も考えてないんとちゃうかコイツ。怖いとか気持ち悪いとかって感情全ぜん然ぜんないんかな。っていうか減るもんじゃなしって、骨髄取とられたらその分は減るんやで。そらすぐに回復するやろけど。

　って俺、なんかさっきからめちゃくちゃ失礼な事考かんがえてるな。移植出来るんなら由香に骨髄あげてもええって言ってくれてる夏尾に対して。アカンて俺。ちゃんとお礼言いわんと。

「ありがとう夏尾。そない言うてくれると、マジで嬉うれしいわ」

「じゃ、明日にでも行く？　おじさんかおばさんにも、一応ついてきてくれるように言っといて」

「おお、分かった。ありがとう」

「……あ、由香ちゃん起きたみたい。車戻もどろっか」

　夏尾に言われて車のほうを向くと、窓越しに由香のザンギリ頭が動くのが見えた。

　ええ加か減げん空そらが暗くなってたから、そのまま三人で神戸の『一千万ドルの夜景』とやらを見てから家に帰った。しかし、あれで一千万ドルはさすがに大おお袈げ裟さやで。精せい々ぜいで一千万リラくらいやろ。どうでもええけど。




　そして夜。

　由ゆ香かを抱だっこして寝る。こないだ一緒の布ふ団とんに入れてやってから、こうやって寝るのが慣かん習しゆうになってもうた。でもコイツの体っていつも冷え切ってるからそれほど暑あつ苦ぐるしくもないし、体小ちいさくて邪じや魔まにもならんから、別に問題ないけどな。まぁ、人に知られたらさすがにマズいような気はするけど。

　由香がポツリと呟つぶやく。

「……お兄ちゃん」

「何？」

「……今日、かんネェと何なに話してたの」

「え？　えっと……」

　どうしよかな……。由香の事で泣き事言いうてたとか言われへんし。それに夏尾が骨こつ髄ずいの検査してくれるって言うてた話も、聞かせておいて、やっぱ無む理りでしたってなったらガッカリさせるしな。

　まあええか。由香の事は伏せて、泣いてたって事だけ言お。

「お兄ちゃんな、昔の由香ちゃんみたいに、ちょっと夏なつ尾おに泣かせてもらっとってん」

「……泣いてたの？　こないだ言ってた辛い事？」

「そう。それ」

「…………かんネェには話すんだ……」

　え？　なんや、そのちょっとすねたような言い方は。何やろ。まさか仲間外はずれにされたとか思ったんちゃうやろな。そんな不ふ機き嫌げんそうにすんなや。

「あ、あのな、由香ちゃん。別に由香ちゃんにだけ内ない緒しよにしてるんやなくて、あの、夏尾やから言うただけやで。実際、親にも他のヤツにも言うてないし。な？　別に由香ちゃんを仲間外れにしてるんと……」

「……じゃ、それ、かんネェとお兄ちゃんの二人だけの秘密？」

　な、なんかその言い方、変に照れくさい表現やな……。

「まあ、そんなとこ……」

「………」

　顔逸そらしたままで沈ちん黙もく。

　なんでや？　なんでそこで黙り込むんや？

「どないしたん、由香ちゃん？」

「ん……。なんでもない」

　なんでもない事ないやろ。どないしたんかな、ホンマに。まさか、俺が夏なつ尾おと秘ひ密みつ持ってる事が羨うらやましいんか？

　……それ、あるかも。コイツ夏尾にめちゃくちゃなついてるし、中二や言うても中身はホンマ子供やからな。なんでもかんでも羨ましがったりしそうやもんな。

「由ゆ香かちゃん、もしかして二人だけの秘密が羨ましいんか？」

「………」

　無言。まあ、こんなストレートに聞いても正直には言わへんか、フツー。

「由香ちゃんも昔から夏尾と二人だけでよう喋しやべってたし、二人だけの秘密とかもたくさんあるんとちゃうん？」

「………」

　うーん、無む反応。ないはずないねんけどなぁ……。夏尾と秘密を共有してる事を羨ましがってるんとは違うんかな。

　ん？　いや、ちょっと待てよ。もしかしてコイツ、夏尾やなくて俺と二人だけの秘密を持ちたいんかも？　ちょっとそっちの方向で試してみよか。

「……由香ちゃんも、何かお兄ちゃんと二人だけの秘密作つくろか？」

「………」

　コクリ。

　あっ。やっぱり夏尾やなくて俺と秘密を共きよう有ゆうしたいんや。やったぜ、俺！　さすが実の兄。とうとう宿しゆく敵てきかんネェに勝った！　……ってアホか俺は。何くだらん事で喜んでんねん。

「よし、ほんなら何を秘密にしよか」

　ちょっと浮かれた調子で聞く。

　……考えたらこの歳としにもなって兄きよう妹だい仲良く一緒のお布ふ団とんでねんねって、それだけで十分秘ひ密みつ事項やけどな。絶対人ひとには話されへん。親も多分、一緒の布団はやり過ぎやって言うやろし。

「由香ちゃんが子供みたいにお兄ちゃんに抱だっこしてもらわへんと寝られへんってことを、二人の秘密にするか」

　そうからかってみたら、無言で頭をフルフル。

「ん？　嫌やってことは、ほんなら一緒に寝てることは人にバラしてもええん？」

　もっかいフルフル。

　……まぁな。人に知られたくはないやろけど、二人の秘密ってのともまた何か違うもんな。

「じゃあ、何があるかな、秘密言いうたら……」

　ちょっと真ま面じ目めに考えようとした俺の服を、由香がクイクイ引っ張った。そして首をフルフル。

「ん？　どないしたん？」

「あのね、違うの」

「何が？」

「何があるかな、じゃなくて、これから作るの」

「あ、ああ。そうか」

　そういうモンか。そやな。考えたら俺も小さい頃ころ友達と秘密の暗号とか秘密基き地ちとか作って遊んだし。ああいう系けい統とうの秘密がええんやな。

　かと言って、由ゆ香かと二人で秘密基地作つくるわけにはいかへんしな。とすると、やっぱり暗号とか合い言葉かな……。

「じゃあ、何か合い言葉でも作る？」

「……どんな？」

「どんなって、そうやな。例えばお兄ちゃんが『山』って言うたら由香ちゃんは『川』って答えるとか」

　……って俺、全然ひねりも何もないなこれ。ひどすぎるで。まあ、由香はそんなに冗じよう談だんにうるさい奴やつとちゃうし、ひねる必要ないんやけど、それにしてももうちょっと何か……。

　由香がちょっとふくれた声で却きやつ下かした。

「そんなのヤ」

「嫌か」

　……ま、そらそうか。そうやろな。それでええとか言われたらこっちが困るって。

「じゃ、どんなんがええ？」

「合い言葉とかじゃなくて、もっと大事な秘密……」

「大事な秘密か……」

「そう……」

　大事な秘密なぁ。でも俺、そんな大事な秘密なんて思いつかんで。考えるの面めん倒どうくさいし。よし。由香に考えさせたろ。

「由香ちゃんは大事な秘密って何か思い当たる事あんの？」

「ん……」

　由香はしばらく沈ちん黙もくしてから小さくコクリ。

「何？　教えてや。それ、二人の秘密にしよ」

　しばしの沈黙の後、今度はフルフル。

「なんで？　二人の秘密作つくるんとちゃうの？」

「ん……。だけど恥ずかしい……」

　なんや？　恥ずかしい大事な秘密て、もしかして好きな男の子の事とかか？　確かにそんなん、俺かて聞かされても仕方ないけど。しかし、それが大事な秘密って……。

「……お兄ちゃん」

「なに？」

「……かんネェのこと好きなんだよね」

「あ、ああ……、まあな」

　なんやねん、いきなり恥ずかしい事を。それ、誰にも言うなよ。分かってるやろなぁ。

「……由ゆ香かのことも好きだよね」

「うん。好きやで」

「………」

　沈ちん黙もく。なんや一体？

「それでどないしたん？」

「ん……。それだけ……」

「そうか……」

　何なんやろなぁ、一体。

　そのまま由香は黙り込んで、結けつ局きよく二人だけの秘密考かんがえる前に寝てしまいよった。
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　数日後。由ゆ香かと俺と夏なつ尾おの三人で山に行く。今日は病院の帰りやなくて、朝から行こう楽らくや。って言っても、夏尾の車で上まで上ったんやけどな。山頂でのんびりお弁べん当とう食べて帰るだけ。それやったら別にその辺の店に入っても一緒やと思うねんけど。そのほうがクーラー入ってて涼しいし。

　でも、由香は山好きやしな。それに店の中でうたた寝とかしづらいし。

　そういえば、夏尾の骨こつ髄ずいの移い植しよくはやっぱり無む理りやった。まあ、期待はしてなかったけどな。何か夏尾のＨＬＡ、日本人にはありえへんと思われてた型やったらしくて、「文ぶん化か人じん類るい学がく的な大発見が……！」とかってよく分からん盛り上がり方してた。ＨＬＡの型って人種とか民族ごとに偏かたよりがあって、それで民族の移動の歴史を辿たどったりする研究があるらしい。しかし、患かん者じやの家族がいる前で、そういう話で盛り上がられてもなぁ……。

　隣となりでは、由香が夏尾に膝ひざ枕まくらしてもらってる。しかしこうやってると、夫婦と一人娘むすめって感じするなぁ。さんさんと照る太陽も木こ陰かげやから平気やし、のどかでええわ。由香、いつまでこうやって家にいられるんやろ。昨日も検けん査さ行くのすごい嫌がってうずくまってたし、病院なんか戻したくないよな。ずっとこうやっていれたらええのに……。

　……ってアカンて。まだ太陽上のぼってるのに、なんで俺こんなしんみりしかかってんねん。もうちょっとテンション上げんと。

　その時、由香が小さく呟つぶやいた。

「……かんネェ」

　なんや。寝てたんちゃうんか。

「あれ？　起きたの？　なあに？」

　問いかけた夏なつ尾おの顔を見上げて、由ゆ香かは小さくポツリ。

「久し振りに泣いていい？」

　いきなりどないしたんや？　怖い夢でも見たか？

　夏尾が冗じよう談だん混じりに聞く。

「ん？　どうしたの？　何かまた井い崎ざきにいじめられた？」

　フルフル。

「……お兄ちゃん、優しいもん」

「えっ、マジで？　ちゃんと今でもいい兄あに貴き装ってんだ。案あん外がい続くね」

　なんやその意外そうな言い方。しょっちゅう三人で出かけてるんやし、ええ兄貴やってのは分かってるやろが。って、由香も笑ってるし。ま、ええか。どうせ冗談やし。

　夏尾がこっちを向く。

「まあいいや。じゃ、ちょっと井崎、アンタ席外はずして」

「席外せって……」

「部外者がいると泣くに泣けないでしょ。井崎はちょっと便所でも行って、心静かにシャセイでもしてこいって」

「鱒ますでも描かいてくるんか」

　昼間っからそういう下げ品ひんな事を。大体、女性が男性にそういう事言いうか？　それ以前に由香の前で下ネタはやめんか。って、それに付き合ってる俺も俺やけど。

「とりあえずまあ、向こう行ってるわ」

　そう言うと立ち上がる。

　ホンマにもう。由香がおらんかったら下ネタも言い放ほう題だいやねんけどな。あ、由香が夏尾になんか聞いてる。なんで便所行って絵ぇ描くんか、やて。夏尾、それ聞いて笑ってるし。説明したりすんなよ、頼むから。

　ちょっと歩いたところで、柔らかそうな下した草ぐさの生はえてる場所発はつ見けん。よし、この辺でええかな。姿も見えへんし、声も聞こえへん。これで気き兼がねなく泣けるやろ。

　草の上に仰あお向むけに寝ね転ころがる。ええ天気や。由香の泣いてる間に、俺ちょっと寝てよかな。

　……でも由香の泣きたい事って何なんやろ。俺に言うてくれたらええのに。夜、一緒に寝てる時とか、なんぼでも聞いてやれるねんけどなぁ。

　まぁでも、こないだ知ったけど、夏尾泣なかすの上う手まいからな。いや、泣かすのが上手いのは前々から知ってたけどな。違う意味で。俺、幼稚園の頃からずっとアイツには泣かされてばっかりやったし。アイツ、殴なぐる時とか全然手て加か減げんせぇへんからな。ちょっとはパワーの違いを考えてもらいたいんやけど……。

　ああ、でも俺もまた少し愚ぐ痴ちりたい気分やなぁ。親父おやじ、「由ゆ香かに楽しい最後の夏休みを」とか言っときながら、出張やとか言うてどっか出かけてしまいよったしな。あんな親父でも、おらんと由香は寂しがるねんぞ。分かってんのか、あのバカは。

　まあでも、由香、一緒にいると寂しい言うてたし。近くにおってしらじらしい態度で接するより離れてるほうがマシか、あんな親父……。

　その点おかんはなぁ、優しくし過ぎるとかえって由香不ふ安あんになるっての、気づいたみたいやねんけどな。適度なケジメは愛情の発はつ露ろっちゅうか。今は由香も、おかんとおっても寂しくないみたいやし、まあホッとした。

　けど由香、寝るのはおかんより俺と一緒がええらしいけどな。何でやろ。俺、あのおかんにだけは勝てる自信ないねんけど。夏なつ尾おにも勝てへんな、多分。あんなふうに由香に泣かせてやったり出来へんもん。そんなんしたら、俺が泣いてまうからな。ホンマに俺、最近涙るい腺せん緩みっぱなしやもんな……。ああ、しかしこうやって暖かな日差しを浴びて横になると、気持ちええなぁ……。




　どうやらそのまま寝てたらしい。気がついたら誰かが俺の頭を踏んづけてた。

　……誰や。

「……ら井い崎ざき！　さっさと起きろ！」

　……この声は……。夏尾か！　しかし人ひと起こすのにわざわざ踏んづけんでも……。

「起きたで……。っていうか、踏むなや」

「ちゃんと起きれば踏まないわよ。だからそんなとこに転がってないでさっさと起き上がれって」

「っていうか、お前の足が俺の頭押おさえ込んでて起き上がれへんのやないか、アホ！」

　全くこの女は……。靴履はいたままで踏むか普通？　信じられへん。まぁ、ヒールとかじゃなくて良かったけど。……世の中にはヒールやったら良かったのに、って人もおるやろけど。

「……由香は？」

「ん？　いるじゃない、ここに」

　夏尾の後ろから由香が顔を出す。なんか、でかい夏尾の後ろにいくと、小さい由香は完全に隠かくれてしまうな。

「……で、何を泣いてたん？」

「ん？　それは二人だけの秘ひめ事。ね、由香ちゃん」

「うん」

「秘密か。まあ、そうやな。泣いてた理由なんて知られたくないわな」

　うなずくと、夏尾が不満そうに俺の頭をゴツン。

「何でそこで簡単に引き下さがんのよアンタは。隠かくされたら余よ計けいに知りたくなるのが人情でしょ？　ちょっとは詮せん索さくしろって」

「え？　でもそんなん言うて、教えるつもりあるんか？」

「あるわけないでしょ」

「じゃあ聞いたってしゃあないやんけ」

「アンタ馬鹿？　知りたがる人間をじらして遊ぶのは、人類共通の娯ご楽らくの一つじゃない。なのになんで『聞いたってしゃあない』のよ？　アタシらの楽しむ権利を奪うつもり？」

「あのなぁ……」

　そんなん言われて聞く奴やつおるかっちゅーねん。

「……で、由ゆ香かちゃんは思いっきり泣けたんか？」

　夏なつ尾おはほっといて由香に話を向ける。

　由香は、

「うん」

　とコクリ。

「そうか。泣いたら少しはすっきりした？」

「ちょっと……」

「そうか。まぁ、ちょっとでもすっきりして良かったな。ちゃんと夏尾にお礼は言うたか？」

「うん」

「由香ちゃんも、夏尾みたいなええお姉さんが知り合いで良かったな。前も夏尾がホントのお姉さんだったらいいのにとか言うてたけど」

　由香をだしに、遠とお回まわしに夏尾を褒ほめてみたりして。さすがに面と向かって褒めたりするのって照れくさいからな……。

　由香はコクリとうなずいて夏尾を見上げる。

　しかし、ホンマにコイツら姉妹みたいやな。でもそれやと俺は困るけど。夏尾が由香のホントのお姉さんやったら、俺と夏尾は兄きよう妹だいやで。それで好きになってたら近きん親しん相そう姦かんやんけ。あ、でも、由香の血ぃつながった実の姉ってパターンならオーケーか。由香、実は養よう子しやねんから、その姉やったら別に大だい丈じよう夫ぶやもんな。ついでに実の姉やったら、骨こつ髄ずいも移い植しよく出来る可能性出でてくるし。ええことだらけや。……って、そんなん考えたところでしゃあないけどな。

「へー。アタシがお姉さんだったら良かったとか言ってたの？」

　夏尾が由香の頭をなでる。

「あと数年待ってて。いずれ由香ちゃんのホントのお姉さんになってあげるから」

　ん？　どういうこっちゃ？

「なんで？」

　由香が聞く。

「そうや。なんでなん？」

　俺も聞く。

　夏なつ尾おはニヤリと悪意ある笑顔を俺に向けると、ポケットから古びた紙を取り出した。なんなんや、一体。

「実は、昨日きのう部屋の整理してたら、面白いモンが出てきてね」

　言いながら紙を広げる。紙の上にはヘタクソな子供の字で何か書いてある。しかし、いくら子供の字とはいえヘタクソやな。

「なにこれ？　夏尾が子供の頃ころ書いたもん？」

「ううん、違う。まぁ、読んでみな。読んだら分かるから」

「読んだら、って、こんなヘタクソな字ぃ読めるかな……。ほとんど暗号やんけ、これ。えっと……ぼくわおおきくなつたらかなこちやんとけつこんしますいざきともひろ……？　げっ？　何これ？」

「何って、アンタが書いた結婚の誓せい約やく書しよよ」

「マジで？」

　っていうか、この汚い字って俺の字やったんか……。

「こんなん、いつ書いたんやろ？」

「さぁ？　幼稚園くらいかな？」

　そうか。その頃からすでに俺の恋は芽め生ばえてたんやな。それ以来ずっとコイツ好きって、俺って誠せい実じつな男の見本……。っていうか、なんかめっちゃ恥ずかしいぞ、これ。こんなモン、取っておくなよな……。いや、でも大事に取っておいてくれたってのは、ちょっと嬉うれしいかも……。

「ついでにここ見て、ここ」

「なに？　この赤いのは」

「血けつ判ぱんでしょ。ついでにアタシたちの親の署しよ名めいつき」

「な、なんかガキの頃のお遊びにしては、やけに仰ぎよう々ぎようしいな……。ひょっとして、こんなもんに拘こう束そく力りよくあったりせえへんやろな」

　イヤやで俺。……いや、別に夏尾と結婚するんはええけどやな、こんな記き憶おくにすら残ってないガキの頃の証しよう文もんに縛しばられて、現在の互いの気持ちと無関係に事が進むってのはちょっと……。

　夏尾が由香に微ほほ笑えむ。

「ね？　だから、井い崎ざきと結婚しなきゃいけないってのはちょっとアレだけど、この証文盾たてに取ればいつでも由香ちゃんのお姉さんになれるから」

「ん……」

　由香がうなずく。でもなんか、あんまり嬉しくなさそう。おかしいな。なんでやろ。

　……っていうか、ひょっとして今のって、遠とお回まわしな俺への告白？　そうかな？　そうやんな。それしかありえへん。何か、今まで夏なつ尾おって俺の事どう思ってるんかイマイチ自信なかったけど、これで確かく信しん持てたぞ。大だい丈じよう夫ぶや。いける。俺も今度、二人きりん時にはっきり言お。

　と思ったら、夏尾が由ゆ香かに向けてたのと全ぜん然ぜん違う冷たい笑顔でこっち見た。

「まぁそういうわけで、今後もし井い崎ざきがアタシに逆さからったりしたら、この恥ずかしい文書コピーしてばらまくからね」

　げっ、最さい悪あくやコイツ。俺の大切な恋のメモリーを、脅おどしの道具に使うか？

「分かってるわね？　アンタはもうアタシの奴ど隷れいよ。これからはもう、普通の生せい活かつ出来るなんて思わないように」

　コイツ、恋こい心ごころのかけらもないやんけ……！　ああ、これから俺は一いつ生しよう夏尾の奴隷として過ごすんか。夏尾の事、女王様さまとか呼んだりするんかな…………。うん、それはそれでアリやな。

　って、アホか俺！　絶対にイヤやぞ、そんなん！

　……しっかし、ぬか喜びやったなぁ。喜びがでかかった分、めちゃくちゃ落ち込んだっちゅうねん。なんか、エベレストの頂上からマリアナ海かい溝こうへ飛び込まされた気分やで……。

　って、まぁ俺の事はええわ。それより由香や。夏尾がお姉さんになるって言うたのに、何であんなに元気なくしたんやろ？　いや、それとは関係なく、ちょっと疲れが出ただけか？

「…どないしたん、由香ちゃん。泣いたら疲れたか？」

「………」

　フルフル。無言で首振りか。

　今度は夏尾が聞く。

「由香ちゃん、とりあえず車に戻る？」

「………」

　コクリ。

「よし。じゃ、アタシがおんぶしたげようか」

　フルフル。

　おんぶしてもらうほど疲れてはおらんのか。って、あれ？　夏尾から離れてこっち来た。なんや？　俺の後ろに回り込んだりして。俺におんぶせえって言うつもりか？

「……由香ちゃん、悪いけど無む理りやで。俺ではここから車までおんぶする体力ないって」

「おんぶじゃなくていい……」

　そう言って、俺の手をギュッと握る由香。ホンマにどないしたんや。

　夏尾のほうを見てみる。夏尾も俺を見て、よく分からんって顔で首を振る。

　むぅ。俺でも夏尾でも分からんとなると、お手上げやな。しゃあない。とりあえず、手ぇつないで車まで戻るか。

　車に戻ると、由ゆ香かを後部座席に座らせる。ボーッとして眠そうにしてる。やっぱり、不ふ機き嫌げんになったわけやなくて眠くなっただけか。良かった。って、これは要するに貧ひん血けつの症状なわけやから、あんまり良くはないねんけど。今日は朝からずっと外にいるし、疲れてるんかもしれん。少し寝かせてやったほうがええかな。

「由香ちゃん、寝るんやったら後部座ざ席せき一人で全部使つかってもええで。お兄ちゃん、助手席行くから」

　由香は俺の手をギュッと握ってフルフル。

「お兄ちゃんも一緒に寝て」

「一緒にて、俺まだ眠くないねんけど……」

　さっき寝たとこやしな。

　でも由香は首をフルフル。

「夜みたいに一緒に寝て……」

　そういうことならとりあえず後部座席に並んで座っとこか。……って、オイ！　夜、一緒に寝てるとか言うなや！　夏なつ尾おが聞いてんねんぞ。誤ご解かいされたらどないすんねん！

　夏尾がピクリと反応して振り向く。

「なに？　井い崎ざき、由香ちゃんと一緒に寝てるの？」

　うわ。その目……。アカン。言い訳しとかんと……。

「い、一緒にって言うても、アレやで、同じ部屋に寝てるってだけやで、当然……」

「当たり前でしょ！　一緒の布ふ団とんで寝てたりしたら、それこそ言い訳わけ出来ないじゃない」

　声を荒げた夏尾に、由香がポツリ。

「由香、お兄ちゃんと一緒のお布団で寝てるよ」

　ちょっと待て！　由香、お前さっきから何なに言うてんねん！　アカン。夏尾、本気でキレかけてる……。

「井崎。アタシ、仲良くするのはいいけど、道を誤らせるなって言ったよね……」

「ちゃうねんて！　由香がな、寂しいって言うて、一緒に寝てくれって言うから、そやから添そい寝してやってるだけやんけ」

　由香、マジで頼むでお前。とりあえず、手ぇ握って側そばに居たるから、これ以上変へんなこと言わんといてくれよ。

「な？　由香ちゃんもこれでええやろ？　手も握ってるし側にちゃんとおるし、これで夜寝る時と同じや」

　由香に言うっていうより、夏尾に聞かせるために喋しやべってるって感じやな。でも、とりあえず一線越こえたりしてないってアピールしておかんと……。

　って、由香、フルフルかい！　なんでや。何が不満やねん！

「夜みたいに由香のこと抱いて……」

　あ、アホォッ！　それだけは言うなって！　って言うか、『抱いて』って言い方はやめてくれ。あれは『抱だっこ』やろ！　『抱いて』って言い方したら、急にイヤらしくなるやんけ！　って、オイ、抱きついてくんな。『抱っこ』やったらいくらでもしたるけど、今はマズい。夏なつ尾おが絶対誤ご解かいするから……。

　……って、ああ。夏尾のあの目。すでに怒りを通り越して、今や完かん璧ぺきにケーベツのまなざしやないか……！

　くそっ。由ゆ香かの奴やつ……。俺を陥おとしいれておいて自分だけ幸せそうに眠りやがって……！

　夏尾が俺の胸ぐら摑つかんでグイッと引き寄せた。そして耳元で脅おどすように小さく囁ささやく。

「……井い崎ざき。血ぃつながってないから許されるとか考えてんじゃないでしょうね……」

　……この低い声。怖ぁ～っ。マジ切れしてるで、これ……。




　そして夜。

　……あれから必死で弁べん解かいして、なんとか夏尾の誤解は解けたけど……。何やったんやろ、今日の由香の様よう子す。夏尾が俺の昔の婚約の証しよう文もん見せたあたりから、急におかしくなったからな。

　夏尾の推すい測そくでは、あの時ちょっと俺と夏尾の二人だけの思い出話っぽくなってて、仲間外はずれに感じたんちゃうかってことやけど。それで寂しくなって、強ごう引いんに割り込むために、一緒に寝てとか言うてきたんやないかって言うてたな。まあ、それが妥当な線やろ。でもそうすると、由香があんなん言うた責任の一いつ端たんは俺にもあるし、由香のこと責めるわけにはいかへんな。

　しかし、ホンマに参ったよなぁ。夏尾、あん時本ほん気きで俺のこと殺そうと思ったとか言うてたからな。誤解が解けへんかったら、今いま頃ごろ俺は遠いお星ほし様になってるところやで。

　そんな事考かんがえてると、由香が来た。時計見たらすでに十時半過ぎや。そろそろ布ふ団とん敷しくか。

　いつもどおり布団直ちよつ角かくに並べて敷くけど、由香は自分の布団は使わんと、いつもどおり速そつ攻こう俺の布団に潜り込んでくる。っていうか、今日あんな事があったのに、こうやって当たり前のように由香を抱っこしてる俺って一体……。

　まぁでも、何もヤバい事はしてないんやからええか。夏尾の誤解も結局解とけたし、最終的には納なつ得とくしてくれたしな。それに、変に意識して急に布団分わけたりしたら、そのほうがヤバい気持ち抱いてる証しよう拠こやし……。

　しかし、今夜は由香、全然喋しやべりかけて来えへんな。どないしたんやろ。なんか、小さくなってじっとしたままで。体調悪わるいんとちゃうやろな。

　心配になって声かけようとしたら、突とつ然ぜん由香のほうから口きいてきた。

「お兄ちゃん……」

　なんや。いつにも増して声に元気ないぞ。どないしてん。

「なに？」

「……今日、ゴメンね」

「なんで？」

　どないしたんや？　いきなり謝ったりして。

「……由ゆ香かのせいで、お兄ちゃん、かんネェに怒られてた」

　なんや？　あん時、目ぇ閉じてたけどまだ起きてたんか？　それともでかい声で怒ど鳴なられた時に目ぇ覚めたんかな。とりあえず、気にする事ないって言うとかんと。

「いや、別にええねんて。夏なつ尾おも誤ご解かいやって分かってくれたし」

　それより、由香は何をどう誤解されたか分かってるんやろか……。

「由香のこと、怒ってない？」

「いや、別に怒ったりしてへんで」

　大体、由香に寂しい思いをさせてしまった俺らが悪いんやしな。

「よかった……」

　おいおい、随ずい分ぶんホッとした声出だすやんけ。

「どないしたん？　そんなに俺、怒ってるように見えた？」

「うん……。お兄ちゃん、由香のことキライになったと思った……」

「そんな事、あるわけないやろ」

　っていうか、アカンなぁ、俺。由香にそんな不安抱いだかせるなんて、あの最低親父おやじと同じやんけ。兄あに貴き失格やで。

「お兄ちゃん、由ゆ香かのこと好き？」

「好きやで、もちろん」
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　抱だっこしてる手にギュッと力を入れる。それに反応して、やっと由香が安心したように笑った。良かった。ホッとするな、笑顔を見ると。

　……ああ、でもこういうやり取りを知らん人に見られたら、ホンマに弁べん解かいの余地、全くなしやな。一つの布ふ団とんで抱き合って、愛の語らいをしてるようにしか見えへんもんな。ヤバいヤバい。これがまだ『好き』やからセーフやけど、『愛してる』とかになったらホンマにアウトやで。

　けどな……。コイツ、こんなふうにしてられるのも、あとわずかやもんな。いつまた病院に戻るか分からへんし、今こん度ど入院したらそのままもう出てこられへんし……。由香が一緒に寝たいって言うんやったら、一緒に寝てやらんと。俺に出来るのなんて、それくらいしかないもんな。寂しい思いだけはさせたくないもんな……。

「……そういえば由香ちゃん、今日は何なに泣いてたん？」

　ふと思い出して尋たずねてみた。

「え……？」

「いや、昼間、夏なつ尾おに泣かせてもろてたやん。なんでかな、って」

「ん……」

　ちょっと沈ちん黙もくしてからポツリ。

「……なんでもない」

「やっぱり秘密？」

「ううん。ちょっと、泣きたかっただけ……」

「泣きたかっただけ、って、理由とかないん？」

「うん……」

　ホンマかな。理由もなく泣きたくなったりするんやろか。俺にはよく分からんけど。

「なんか、辛い事でもあるんやったらお兄ちゃんに言うてくれてもええねんで。喋しやべったら辛さも半分になるんやろ」

「うん……今度からそうする……」

　沈黙。

　どうしたんやろ。ホンマに何かあったんと違うんか？　それやったら喋ってくれたほうがええねんけどな。でも、無む理りやり口くち割わらせるわけにもいかんし……。

「……お兄ちゃん」

「何？」

「お兄ちゃんとかんネェって、いっぱい秘密があるね……」

「は？」

　なんのこっちゃ？　いっぱい秘密がある？　スパイやあるまいし、そんなことないぞ。そらまあ、なんで夏なつ尾おがあんなハルク・ホーガン級のパワーを誇ってるんかは秘密っていうか謎なぞやけど……。

「お兄ちゃんと夏尾の秘密って、例えば何？」

「ん……なんか色々……」

「色々って……」

「……由ゆ香かには分からない事、色々喋しやべってた……」

　あ、もしかして便所でシャセイしてこいとか、あの話か？　それは二人の秘密っていうんやなくて、ただの下げ品ひんな下ネタや。『写生』と『射しや精せい』をかけただけの。けどなぁ、そんなもん説明してええんやろか。でも説明してやらんと、誤解して意味なく寂しがるかも。いや、でもな……。こんな、精神年ねん齢れい小学生並なみの奴やつに、しかも女の子に、そんなん解かい説せつ出来へんて……。うーん、なんか上う手まいこと話逸そらされへんかなぁ。……何も思いつかんなぁ……。

「お兄ちゃん……」

　おっと。俺が話逸らす前に先せん手て打ってきたか。

「何？」

「由香もお兄ちゃんと、秘密あるよね……」

　え？　なんやろ？　こないだ二人の秘密作つくるとかいって、結局何なにも作ってないままほったらかしやなかったか？

「由香とお兄ちゃんが一緒に寝てるの、二人の秘密だよね……」

　オイ。秘密って、それ今日きよう由香が自分からバラしてたやないか。何をほざいてるんや、一体。それにこないだ、その事を二人の秘密にするか、って聞いたら、由香、そんなんイヤやて言うてたやんけ。

　……まあええわ。話合あわせとこ。下ネタからは離れられそうやし。

「そうやな。二人の秘密やな」

「大事な秘密？」

「そや。二人だけの大事な秘密や」

　って、どこが大事なんやろ。確かにバレたら一いち大事ではあるけど。

　でも、こないだからやけに秘密にこだわるよな。なんでそんなに二人の秘密にこだわるんかな。よう分からんなぁ。

「お兄ちゃん……」

「ん？」

「……由香の大事な秘密、言ってもいい？」

「なんや、突然？」

「ん……。由香の秘密、言ったらずっと憶おぼえててくれる？」

　ずっと憶おぼえててくれるか、やて？　どういうことや？

　あ……！　そういえば前に確か、大切な秘密は、心の中にしまったままで死ぬと寂しいとかなんとか言ってたな。死んだら秘密も消えてまうからって……。

　……そうか。だから秘密にこだわってたんやな。由ゆ香か、自分の大事な秘密を誰かに伝えたかったんや……。死んでしまっても、大切な気持ちがいつまでも残るようにって。やっぱコイツ、自分がもう治らんってこと、気づいてるんや……。

　俺、秘密の合い言葉でも作ろかとか言って、アホ丸まる出だしやんけ。アカンで。ちゃんと聞いてやらんと。

「うん。お兄ちゃんがずっと憶えててあげるで。秘密って何？」

「ん……。あのね……」

「うん」

「……。由香、お兄ちゃんのこと、好きなの……」

「ああ、ありがとう。俺も好きやで、由香ちゃんのこと。で、大事な秘密って？」

「………」

　沈ちん黙もく。

　あれ？　どないしてん。秘密を聞いてほしいんとちゃうんか？　なんで黙り込むねん。やっぱりいざとなると恥ずかしいか？

「どうしたん、由香ちゃん？　秘密、教えてくれるんとちゃうの？」

　コクリ。

「じゃあ、教えてや」

　フルフル。

「何？　教えてくれへんの？　やっぱり恥ずかしい？」

「………」

　フルフル。

「……じゃあなんで？」

「……もう言った」

「え？」

　もう言った？　何をや？　だってまだ、いつもみたいに「お兄ちゃんのこと好き」って、それしか言うてへんやん……。

「……お兄ちゃんのこと好きって、それが由香ちゃんの秘密なん？」

　コクリ。

　なんや。そんなん由香、ここんところ毎まい晩ばん言うてるやん。全ぜん然ぜん秘密でもなんでもないやろ。大体、家族のことなんか好きで当然やんけ。何がどう秘密やねん……。

　……ああ、でも考えたらそうやな。家族でも、面と向かって好きって言うのは照れるわな。それに、家族のこと好きっていう気持ちが大切なモンやってのも分かるし。

「分かった。そんならそれが、お兄ちゃんと由ゆ香かちゃんの二人の秘密やな。大切にずっと憶おぼえてるから」

「うん……」

　コクリ。そして沈ちん黙もく。

　……寝たんかな？　最さい近きん由香、ウツラウツラしてもグッスリとは寝られへんみたいやけど……。なんか夜中にうなされたりしてるみたいやし。息いき荒あらくなってること、よくあるもんな。抱だっこしてるから、俺まで目ぇ覚めるし……。かといって、何も出来んもんなぁ。台所で水汲くんできて薬飲のませてやるくらいしか……。

　しかし、病院に行く度たびに薬の量と種類は増えてるし、成分輸ゆ血けつのついでに何か注射とかもしてるみたいやし。こないだ抗こう胸きよう腺せん細さい胞ぼうグロブリンの注射です、とか説明してくれたっけ。そやけど、そんなん言われても分かるかっちゅーに。日本はまだまだインフォームド・コンセントは浸しん透とうしとらんよな。

　しかし由香、なんかどんどん体調悪あつ化かしてるよな。医者も、何かあったらすぐに病院戻もどすて言うてるし。

　……病院戻ったら、もうこんなふうに寝る時に抱だっこしてやったり出来んようになるよな。精せい々ぜいで、付き添いとして同じ部屋に寝ね泊とまりする程度や。それも、学校始はじまったら毎日泊とまるのは無む理りやし。そうなったら由香、寂しがらへんやろか……。由香、いつまで家で過ごせるんやろ……。

　由香が、顔を伏せたままボソリ。

「お兄ちゃん……」

　あれ。まだ起きてたんか。

「何？　由香ちゃん」

「……由香がお兄ちゃんのこと好きって、忘れちゃヤだよ……」

「忘れたりせえへんて」

「うん……約束だよ……」

「そやな。指ゆび切きりしよか」

　由香と小指を絡からめて指切りをする。ホンマにか細い指やな、コイツ……。

　それにしても……。好きって事、憶えててくれって……。大切な秘密やからって……。こんなに俺のこと慕したってくれてる由香に、なんで俺は何もしてやれへんのやろ……。
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　明け方、まだセミも鳴き出してない時間帯。顔面に生なま温あたたかいドロリとした感かん触しよくを覚おぼえて目が覚さめた。

　由ゆ香かの息が異常に荒い。っていうか、なんか咳せき込んでる。しかも動どう悸きがすごい。抱だっこしてるから直接伝つたわってくるけど、これはマジでおかしい。うなされてるとかいうレベルとちゃうぞ。

　とりあえず電気をつける。顔についたドロリとしたもんを拭ふいて見たら血ぃやった。うわっ、なんやこれ？　どないしたんや。

　由香のほうを見て、更さらに驚おどろいた。由香の奴やつ、血ぃ吐いとる！　俺の顔についとったんて、由香が吐いた血か！　汚きたなぁコイツ、何しよんねん……やなくて！

　アカン。何か知らんけどマジでヤバい！　汚いとか文もん句く言うてる場合ちゃうっちゅーねん！　おかん起こしに行かんと……！

　パジャマの袖そでで顔の血を拭きながら、おかんを叩たたき起こして連れてきた。

　けど、考えたらおかんかて医者やないんやからどうしようもないよな。早く病院に連れていかんと！　車の準備や！　……って、そういえば親父おやじ、出張とか言うて家におらんやないか！　くそっ！　あの役立たず！　救急車なんか呼んでる余よ裕ゆうないぞ……！　どないしたらええんや……！

　……そうや！　夏なつ尾お呼び出したろ。午前四時なんかに電話したらアイツ絶対キレるけど、そんなん言うてる場合とちゃう。携帯にかければ、家の人には迷めい惑わくかけんですむしな。

　受話器引ひっ摑つかむと携帯の番号に電話する。

　プルルルルッ……プルルルルッ……プルルルルッ………………。

　呼び出し音が十回以上鳴なってから、寝ぼけた声の夏なつ尾おが出た。

「……ふぁい……もしもし……」

「もしもし、井い崎ざきやけど！」

「は？　……アンタこんな時間に電話してきて、常識あんの？」

「悪いけど、そんなん言うてる場合とちゃうねん！　すぐに車で来てくれへんか！」

「んあ？　何？　いきなり……」

「ええから早く！　由ゆ香かがヤバいねん！　悪いけど車で病院まで……」

　由香の名前を出した途と端たん、夏尾の声が変わった。

「由香ちゃんが？　最初にそれ言え、このバカ！　五分で行くから！」

「分かった。頼む」

　って言った時にはもう電話は切れてた。

　とりあえず、おかんに夏尾が来てくれる事言いうて、俺も外出の支し度たくをすます。あ、そや。すぐに出られるように玄関のチェーン外はずしておこか。

　玄関のチェーンを外してると、チャイム鳴った。早いな。もう来たんか。

　ドアを開けようとしたら、外からすごい力で開けられた。勢いでそのまま外に立ってた夏尾にぶつかる俺。

「おはよう。っていうか、朝早くからすまん」

「挨あい拶さつはいいから！　由香ちゃん早く連れてこいって」

　夏尾はそう言うと、俺を押し退のけて玄関に入る。

　夏尾が中に上がろうとしたところへ、おかんが由香抱だっこして出てきた。

「香か奈な子こちゃん、こんな時間に……」

「挨拶は運転しながら聞くから、早く！」

　急いで車に乗り込む。俺は助手席。おかんは由香を抱いて後部座ざ席せき。俺がシートベルトを締める前に、すでに夏尾は車を発進させる。

「硬こう軟なん病院でいいのよね？」

「うん。あそこ、一応救きゆう急きゆう病院もやってるし、由香ずっとあそこ通ってるしな」

「よし。分かった！　じゃ、ちょっと運転荒あらくなるから、由香ちゃんしっかり抱っこしててね、おばさん！」

　国道二号線に出ると同時に、いきなり加速する夏尾。

「おいおい！　ちょっと飛ばし過ぎちゃうか？」

「この時間帯なら空すいてるから大だい丈じよう夫ぶ！」

「事故るなよ。病院へ急いでて事故ったなんて、シャレならんで」

「どうせ病院に行くんだから、ちょっとくらいケガしたって平気だって！　もし人ひと轢ひいても、一緒に乗せて運べばすむ話だし！」

「っていうか、さっきからお前、信号カンペキ無む視しやんけ！」

「歩行者もいないのに、いちいち止まってられるかバカ！　っていうか、気が散るからちょっと黙ってろ！」




　平日の昼間なら二十分はかかる病院まで、わずか八分で到着した。まあ、信号は全ぜん部ぶ無視して制せい限げん時速も百キロほどオーバーしてたからな……。

　由ゆ香かがすぐに奥へ運ばれる。待合室で俺と夏なつ尾おとおかんの三人は、やることもなくボーッと待つ。

　しかし、大だい丈じよう夫ぶやろな……。やたらと顔かお色いろ悪かったし、意識なかったし……。このまま死んだりしたらどないしょ……。

　なんか、考えたら昨さく夜やの由香の様よう子すおかしかったもんな……。

「お兄ちゃんのこと好きって、忘れちゃヤだよ」って……まさか死し期きを悟さとって最さい期ごの言葉とかいうつもりやったんと………。

　アカン。黙ってたら悪い事ばっかり考えてしまう。ちょっと他の事考かんがえてないと、精神的に保もたへん。

　夏尾もさすがに不安そうな顔してるな。って、よく見たらコイツ、パジャマのままやんけ。やけに早く来たと思ったら、着替えもせんと駆けつけたんか。女のくせに身み嗜だしなみも何も考えてないな。……じゃなくて。そんな大急ぎで来てくれた事に感謝せなアカンやろ。しかし、病院の中でパジャマ姿でいると、なんかコイツが患かん者じやみたいや……。

　おかんは表情読よまれへん。多分、取り乱したらアカンと思って堪たえてるんやろな。大人おとなやな……。

　それにしても親父おやじはどこで何をやってるんや。由香がこんな大変な時に。このまま由香が死んだりしたらどうする気や。そんなんなったら俺、親父のこと一生許ゆるさへんぞ。

　ああ、でも由香、大丈夫かな……。考えたら、由香の誕生日ってもう来週やんけ。盛大に祝ってやるから、頼むから誕生日を目もく前ぜんにして死んだりすんなよ……。ああもう。じっと待ってるだけって、ホンマに落ち着かへんな……。手術、いつになったら終わるんや……。頼むわ。さっさとしてくれ………。




　結局手しゆ術じゆつが終わったのは昼前。しかも、由香は麻ま酔すいから醒さめてなくて、面会も出来へんし。でも、とりあえず一いち命めいは取り留めたから助かった。発見が早かったから良かった、って医者に褒ほめられた。抱だっこして寝てて大だい正解やな。後、車で運んでくれた夏尾にも感謝せんと。

　なんか、血ぃ吐いたんは胃い潰かい瘍よう起こしたんが原因とか言うてたな。血けつ小しよう板ばんが少なくなってるから、出血しやすい上に一いつ旦たん出血するとなかなか止まらんらしい。毎週受うけてた成分輸ゆ血けつって、主にこの血けつ小しよう板ばんを輸血してたそうや。足に出来てた粒つぶ々つぶの赤い内ない出しゆつ血けつも、血小板の減少が原因で、服と擦こすれただけでもあんなんなるらしい。どっかに軽くぶつけただけですぐに青あざになったりとかするんやて。知らんかった。

　とにかく、具合は一気に悪くなって、もう家では過ごされへんようになってしまった。後はずっと入院生活や。確か今こん度ど病院に戻ったら、もう出てこられへんて……。

　ああ……。もう、一緒に外に出たりも出来へんねんな。由香が退院してきた次の日に高こう山ざん植物園に連れてった時、外で遊んだん久し振りやから全部楽たのしかったって、あんなに喜んでたのに。窓から狭い空眺ながめるだけの生活に逆ぎやく戻もどりか……。




　次の日。やっと麻ま酔すいから醒さめた由香と、病室で面めん会かい出来た。しかし、もう相あい部屋やなくて個室なんやな。同室の人と喋しやべったりも出来へんし、付き添いがおらんかったら寂しくてやってられへんで、こんなん。

　まあ、でもとにかく生きてて良かった。それに、個室やったら周囲に気き兼がねせずに喋ったり遊んだり出来るしな。部屋入る度たびに、いちいち消毒したガウンとかマスクとか身につけさせられんのが面めん倒どうやけど。何か、免めん疫えき力りよく弱ってるから、バイキン伝う染つさんようにせんとアカンらしい。つまり俺はバイキン扱いって事か。ええけどな、別に。

　とりあえず、今の気分でも聞くか。

「由香ちゃん」

「………」

　無反応。

　あれ？　変やな。今まではボーッとしてても呼びかければすぐに反応したのに。無口モードに入ってるとか落ち込んでるってわけでもないしな。なんか、無表情やし……。もうちょっと大きい声で呼んでみるか。

「由香ちゃん！」

「……え？」

　ああ、良かった。こっち向いた。

「どう？　体の調子は？」

「……うん。平気……」

「手術、大変やったな」

「……うん」

「なんか元気なさそうやけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「………」

「ちょっと？　由香ちゃん？」

「……あ、ああ。うん。平気……」

「なんか、さっきからボーッとしてるな。ホンマに大だい丈じよう夫ぶなんか？」

「うん。……多分、まだちょっと麻ま酔すいが残ってるだけ……」

　ああ、そういうこともあるんか。なるほどな。ま、もともとボーッとしてる奴やつやったし、心配し過ぎることはないか。




　結局その日は由ゆ香かはずっとボーッとしっぱなしで、ほとんど会話らしい会話にならずじまい。なんか、不安が残るなぁ。手術の後こう遺い症しようとかとちゃうやろな……。




　医者の話では、由香がボーッとしてるのは貧ひん血けつがひどくて脳に酸素が足りてないせいやろって事や。でも万まんが一いちの事があるから、脳に出血がないかどうか、明後日あさつてまでに検査するて言うてた。脳のう内ない出血による意識障しよう害がいやったらまた手術せなアカンかもしれへんらしい。っていうか脳で出血ってあっさり言うけど、それってヤバいんちゃうんか？　心配になって聞いてみたけど、なんか言葉濁にごしてごまかされてもうた。

　とにかく、由香の希望もあって、俺が付きっきりで世話する事になった。世話っていうても、着替えとかトイレとかは看護婦さんとかおかんにやってもらうから、俺がやることなんてほとんどないんやけどな。精せい々ぜいベッドサイドにいて話し相手になるくらいで。寝る時も、寂しくないように俺が付き添うことになってる。要するに、俺も由香と一緒に入院生活するみたいなもんや。もちろん、夏休みが終わるまでやけど。

　夏休みが終わったらどうするんかな。その辺の事、全然話はなしてないけど。イヤやなあ。もしかして、夏休み終わるまで保もたへんとか言うんとちゃうやろな……。




　連日夏なつ尾おが見舞いに来てくれるので助かる。着替えとか届けてくれるんもありがたいけど、それよりも話し相手が増えるのが嬉うれしい。一日中由ゆ香かとばっかり喋しやべってたら、さすがに話すことなくなってくるからな。それに由香、意識がはっきりしてるのって一日のうちで二時間くらい。あとは俺が話しかけへんと、すぐにボケっとして眠ってしまう。由香が寝るたびに、このまま目めぇ覚さめへんかったらどないしょ、とか不安になるしな。夏尾と適当な冗じよう談だんでも交わしてないと、俺がイカれてまうわ。

　ただ、なんか最近、夏尾が来ても由香はあんまり嬉うれしそうやないねんな。っていうか、夏尾が来ると黙り込むっていうか。どうしたんかな。あんなになついてたはずやのに。由香が黙るから、ついつい夏尾と二人だけで冗談の飛ばし合いになってしまって、ちょっと困るねんけどな。アイツ下しもネタ多いから……。

　しかし、毎日来てくれるってすごいよな。おかんでさえ二日に一いつ遍ぺんやのに。ってまぁ、おかんは家の留る守す番ばんあるし、店みせ番ばんせなアカンからしゃあないけど……。っていうか、親父おやじはホンマにどこで何をやってるねん。入院したことくらい連れん絡らく行ってるはずやろ。さっさと戻ってこいや。仕事なんかより、今は由ゆ香かのほうが大事やろ。そもそも薬局のくせに仕事で出張っておかしいやんけ。まさか、商店街の慰い安あん旅行とかそんなんとちゃうやろな……。いや、それはさすがにないか。それにしては長すぎる。
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　明後日あさつてはいよいよ由ゆ香かの誕生日や。ホンマに良かった、誕生日を生きて迎えられそうで……。誕生日を迎えられるのが泣くほど嬉うれしいなんて、生まれて初めてやな。しかも、自分の誕生日でもないのに。

　幸い由香の意識がはっきりしてる時に夏なつ尾おが来たから、三人で何やるか決めよ。それで明日一日を準備期間に充あてたらちょうどええやろ。

　そう思って由香に話しかけた。

「由香ちゃん、明後日誕たん生じよう日びやで。覚えてる？」

「うん……」

　小さくコクリ。

「明後日何なにかやりたい事とかある？　やってほしい事とか。何でも言うてええで」

「うん……。でも、そんなすぐに思いつかない」

　そらまぁそうか。でも、意識がはっきりしてる間に決めてしまわんと、ボーッとし出したら何も考えられへんくなるしな……。

「アタシ、ケーキ買ってこようか？　せっかく個室なんだし三人で賑にぎやかにやろう」

「オイ、夏尾。賑やかにって、ここ病院やぞ」

「いいじゃない。どうせ怒られるのは由香ちゃんじゃなくて井い崎ざきでしょ。アタシも看護婦さんが来る前に帰るから」

「お前なぁ……」

　ホンマに相変わらずやな、この女。まあ、由ゆ香かの容よう態だいが急きゆう変へんしたからっていきなり深しん刻こくな態度に変わられたら、そのほうが困るけどな。でも、勝手に病人にケーキとか食くわせてええんかな。一いち応おう医者に了りよう解かい取ったほうがええんかも。後で怒られるの、どうせ俺やしな。

「で、由香ちゃんどないする？　誕生日はやっぱりケーキでも買ってきて、パーッとやる？」

　由香は無言でコクリ。なんや？　もう一つ乗り気やなさそう……。どないしたんかな。

　と思ったら、うつむき加か減げんでポツリと呟つぶやいた。

「……かんネェ」

「ん？　何かしてほしいこと、思いついた？」

　夏なつ尾おが聞き返すと、無言でコクリ。

　なんや、俺やなくて夏尾にお願い事かい。ちょっと悔しいな。

　と思ったら、由香の口から予想外の台詞せりふが出てきた。

「かんネェ、誕生日、来ないで……」

「え？」

　同時に声を上げる俺と夏尾。っていうか、何や、突然？

「……来ないで、って、……あの、誕生日はアタシが来ちゃマズい？」

　気き遣づかわしげに尋たずねる夏尾に、由香は無言でフルフル。そうやろ。夏尾が来てマズいことなんか何もないもんな。由香にとってはほとんど姉同どう然ぜんやし。

　と思ったのも束つかの間ま、由香が言葉を続ける。

「誕生日だけじゃなくて……もう来ないで！」

「おい、どういうこっちゃ？　一体どないしてん？」

　っていうか、由香、そんな強い口調で喋しやべったのって、生まれて初めてちゃうか？　声は相変わらず小さいけど……。

　夏尾もうろたえてる。

「あの……、由香ちゃん？　アタシ、何か気に障さわるようなことした？」

　フルフル。

　そうやんな。毎日見み舞まいに来てくれて、ずっとええお姉さんやったし。それに夏尾が来てくれるおかげで、俺もどれだけ助かってるか分からん。その夏尾に向かって、いきなり何を言い出すんやコイツは。

　って、由香のこの顔、泣きそうな顔してるやんけ。なんやねん、一体。

「もう、かんネェに来てほしくないの……！」

「おい、由香ちゃん！　なんちゅうこと言うんや！　夏尾はアレやで、こないだ由香ちゃんが倒れた時にも朝四時に病院まで送ってくれた、命の恩おん人じんやねんで」

　由香は無言で、意い地じになったように頭をフルフル。

「って、何が違うねん。事実やぞ。お前はその命の恩おん人じんに、なんちゅう失礼な事を……」

　たしなめる俺を無む視しして由ゆ香かは夏なつ尾おに向かって言う。

「かんネェ、どうして毎まい日にち由香の邪じや魔ましに来るの……？」

　何？　また唐とう突とつに？　夏尾が何をどう邪魔してるんや……？　毎日由香のこと心配して見舞いに来てくれてるだけやないか。どういうことやねん。俺も夏尾も理解不ふ能のうやで……。

　夏尾が戸と惑まどったまま、かろうじて質問する。

「邪魔……って……？」

「かんネェ、元気なのに……ずっとお兄ちゃんと一緒にいられるのに……どうして由香からお兄ちゃん取ろうとするの……」

　な？　なんのこっちゃコイツ？　っていうか、そんな激しく泣くなって、オイ！　そんなに泣いたら体に障さわる。夏尾もそんなとこで惚ほうけてないで、由香なだめるの手伝ってくれ。
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「アカンで由香ちゃん。そんなに興こう奮ふんしたら動どう悸き息切れ不ふ整せい脈みやく……」

　って、ホラ言わんこっちゃない。胸むね苦くるしくなってもうたやないか！

　アカン。ナースコールや。看護婦さん呼ばんと！




　鎮ちん静せい剤ざいを打たれて由香は何とかおとなしくなった。っていうか、眠らされただけやけど。おかんが来たから、入れ替わりに俺と夏尾は病室を出た。

　しかし、さすがに夏なつ尾おはショック受けてるな……。顔、真まっ青さおや。当然やで。あんなに由ゆ香かのこと面めん倒どうみて可か愛わいがってたのに、しかも命の恩おん人じんやのに、何の前まえ触ぶれもなくいきなり「もう来ないで」とか言われたらなぁ……。俺があんなん言われたら、ブロークン・ハートで一年間は再起できへん。

　とにかく由香の代わりに俺が謝っておかんとな。

「夏尾、ゴメンな……」

「………」

　無言。……夏尾が無言モードに入ってんのなんか初めてや。どないしよ。対策分わからへん……。

「あの、由香な、なんか意識障しよう害がいとか起こしてる可能性あって、それってボーッとするだけやなくて頭混こん乱らんしたりとかもすることあるらしいねん。そやから、あれもちょっと頭パニくっただけやと思うし……、あんまり気にせんで、勘かん弁べんしてやってくれへん……？」

「………」

「そら、あんなん言われたらショックなんは分かるけど……」

　夏尾が首を振る。そしてようやくボソッと口を開いた。

「違うの……」

「違うって何が？」

　って、なんかこのやり取り、由香との会話みたいやな……。

「由香ちゃんの言うとおりなんだ、きっと……」

「言うとおりって何が……？」

　夏尾、なんかめっちゃブルーな顔してる。コイツのこんな顔、初めて見たな。何の悩みもない頭空からっぽなバカかと思ってたのに。

「アタシ……井い崎ざきと由香ちゃんが仲良くしてるの見て……そりゃ、確かに、良かったと思ったのはホントだけど……ホントなんだけど……」

　夏尾は視し線せん落としたままボソボソ続ける。

「……井崎がいつも由香ちゃんのことばっかり構ってるの見て……、ちょっと、嫉しつ妬としてたんだ……。今いま思うと……」

　夏尾の目に涙が……！　コイツでも泣くことあるんか。鬼おにの目にも涙って感じ……、やなくて！　アホか俺は！　なんでこんな時まで緊きん張ちよう感かんゼロやねん。

「あの……」

　アカン。声かけようと思ったけど、かける言葉が思いつかん。何を言っても白しら々じらしくなりそうやし……。慰なぐさめるなりなんなりしたいけど、黙ってるしかないんか……。

「……由香ちゃん敏感だから、きっとその辺へん分かっちゃって………だからさっきみたいな……。だから……きっとアタシのせい……」

　どうしよ。めっちゃ辛そうや。ほとんど泣きそうやな……。泣いてもええねんで、とか言ってやりたいけど、俺、そんな柄がらやないし。大体、夏なつ尾おのほうが俺なんかよりよっぽどしっかりしてるのに、その夏尾を泣かせてやる器うつわなんか俺にはないもんな……。

「由ゆ香かちゃん、病気なんだって分かってるのに……アンタが気にかけるの当然って分かってるはずなのに……。サイテーだね、アタシ……」

　そんな事ないって。夏尾、いつでも由香の事気きにかけてくれてたし、倒れた時だって着替えもせんと車で駆けつけてくれたやんけ……。

　沈ちん黙もく……。

　ちょっと呼吸整ととのえるようにしてから、夏尾は背中向むけたまま呟つぶやいた。

「アタシ……当とう分ぶん由香ちゃんの病室には顔出ださないようにする……」

「え？　ほんならもう来えへんの？」

「うん……」

「おい。マジでか？　あんなん、別に気にせんでも……。いや、そら気になるやろけど」

　夏尾は振り向くと無む理りやり平気そうな笑顔を作った。

「……たまに様よう子すだけ聞きに来てもいいかな……部屋には入らないから……」

「それは当然……。っていうか、別に夏尾のせいとちゃうって。俺、由香にキツく言うて聞かせるから……」

「ダメ！　由香ちゃんのこと、怒らないで」

「そやけど……言うてええ事と悪い事とあるやろ。このままやと俺、夏尾に申し訳が……」

　言いかける俺の鼻先に、ビシッと指を突きつける夏尾。

「本気でアタシのこと気にかけてくれるんだったら、由香ちゃんに何も言わないって約束して」

　な、何やコイツ。泣いてたと思ったら急にすごい迫はく力りよくで……。なんかよく分からんけど、約束せんと殺されそう……。

「あ……ああ。分かった」

「……じゃ、アタシ……今日はもう、帰るね……」

　そう言い残すと、寂しげな背中で立ち去る夏尾。結局、何もフォローしてやれんまま別れた。

　っていうか、夏尾は何も悪くないと思うねんけど……。ああ、こんな時に言葉一つかけてやれへんなんて、俺って情なさけないなぁ……。

　それより由香や。なんで二度と来るなとか言うたんや。理由をちゃんと聞いとかんと。夏尾との約束あるから厳きびしくは言われへんけど、このままでは俺も納なつ得とくいかん。

　聞くとしたら夜かな。今はおかんがおるし。それに、由香も寝る直前の数十分が一いち番ばん意識しっかりしてるし……。




　その日の夜の、由ゆ香かの病室。

　由香が日記を書き終わるのを待つ間、俺は椅い子すをベッドから離して、後ろ向きに座る。何を書いてんのか見いへんようにするためや。ちなみに由香の日記帳はカギがかかるようになってて、しかもカギは由香がいつも首にかけてるから、寝てる間や検査に行ってる時にも盗み読みは出来へん。って別にそんなモン、盗み見したりせえへんけどな……。

　書き終わると、ベッドサイドに戻る。そして、いつもどおり手を握る。さすがに病院のベッドで一緒に寝るのは無む理りやからな。速そつ攻こうで看護婦さんに見つかるし。

　それにこないだ手術したばっかりで、下へ手たに動かしたりしたら手術跡あとが開いてしまうしな。由香、寂しがってたけど、さすがにこればっかりはしゃあない。

　それより、なんで昼間夏なつ尾おにあんなん言うたんか、聞いておかんと。

「由香ちゃん」

「なに……？」

「昼間の事やねんけど」

「ん……」

「なんで夏尾に、もう来るな、なんて言うたん？」

「…………」

　沈ちん黙もく。

「由香ちゃんも、かんネェ好きやて言うてたやん。そやのに急にどないしたん？」

「……………」

　沈黙。

「あのな、別にお兄ちゃん、怒ってるわけやないねんで。ただ、由香ちゃんあんなに夏尾と仲良かったのに、急にあんなん言うたから、どないしたんかと思って……」

「………………」

　……アカンなぁ。沈黙か。無言モード入ってしまってるな。どないしょっかな。なんか、口開かせる上う手まい方法は……。

　あれこれ考えてると、由香のほうから喋しやべってきた。

「お兄ちゃん……」

「なに？」

「……お父とうさん、お見舞い来てくれないね」

　な、何やろ。唐とう突とつに……。

「うん。なんか出張とか言うて……。やっぱ寂しい……？」

「ん……。あのね、お兄ちゃん……」

「なに？」

「お父さん、由香のこと、忘れちゃったのかな……」

「そ、そんな事はないやろ……」

　って、ホンマはそうやったりして。あのクソ親父おやじ……。どこで何やってるんや、ホンマに。

「……あのね、お兄ちゃん……」

「なに？」

　由ゆ香かはちょっとためらってから、不安そうな目で呟つぶやいた。

「お兄ちゃんは、由香のことずっと憶おぼえててくれる……？」

　そ、それは当然やろ！　誰が忘れるねん。俺はあんな薄はく情じような親父とは違う。いつでも由香のこと最さい優ゆう先せんや。

「ずっと憶えてるで。もちろん」

　握ってる手に力込めながら即そく答とうする。そやのに由香は暗い顔でポツリ。

「……ウソ」

　な、なにがウソや？　ホンマやっちゅーに。忘れるわけないやろ。

「由香ちゃん、ウソってなんで？」

「だって……」

「だって、なに？」

　由香は焦あせる俺の顔をちょっと見つめてから、ぷいと視し線せん逸そらした。

「だってお兄ちゃん、かんネェといる時、由香のこと忘れてる……」

　ドキッ。そ、それは確かにそういう事もあるかも。でも、だって、夏なつ尾おのほうが話弾はずむし、由香最さい近きん黙ってばっかりやし……。っていうか、もしかしたらそれが、夏尾にもう来るな、って言うた理由か？

「……だからお兄ちゃん、かんネェと結婚したら、もうずっと由香のこと忘れちゃう……」

　う、うぐ……！　そういう事やったんか……。

「ご、ゴメンな、由香ちゃん。お兄ちゃん、その……」

「……由香……、お兄ちゃんと一緒にいる時くらい……、忘れないでほしいの……」

　タオルケット握り締めて、ボロボロ泣き出す由香。

　おい、由香。泣くな。俺が悪かった。とにかく泣くなって。頼むから。また具ぐ合あい悪くなるやろ。

「分かった。分かったから。お兄ちゃんが悪かった。もう二度と由香ちゃんのこと忘れたりせえへんから。そやから、気持ち落ち着けて。あんまり泣くと、また具合が……」

「……由香だって……お兄ちゃんのこと……好きなのに……」

「うん。お兄ちゃんも由香ちゃんのこと好きや。な。だから気持ち落ち着けて。頼むから。なぁ」

　しゃくりあげる背中に手ぇ回して必死で慰なぐさめる。

　大だい丈じよう夫ぶか……？　昼間みたいな激しい泣き方とは違うけど、あんまり興こう奮ふんしたらマズいんとちゃうんか。一日に二回も泣いて大だい丈じよう夫ぶなんか。お願いやから泣きやんでくれへんかな……。

　……しかし、昼間由ゆ香かがあんな事言いうた原因ていうか責任て、完全に俺やんけ。キツく問い質ただしたりせえへんくて良かった。夏なつ尾おのおかげやで。アイツが「絶対に由香の事怒おこるな」て言うてくれてへんかったら、俺、多分かなり厳きびしい事言うてしまってたな……。危ないとこやった。

　それにしても、俺はつくづくどうしょうもない兄あに貴きやな……。寂しい思いだけはさせたくないとか言いながら、このザマやもんな。ホンマに何をやってるんや。由香、こんなに寂しい思いしてたなんて、全ぜん然ぜん気ぃついてなかった。全く、なんてこったい。なんか、申し訳のしようもないな……。

　あ、泣きやんだみたい。良かった。今回は気分悪わるくなったりせんかったか……。

　とりあえず、謝りようがないけど謝っとかんと。

「由香ちゃん、ホンマにゴメン。お兄ちゃん、由香ちゃんにそんな寂しい思いさせてたなんて、全然分わかってなかった。許して」

「………」

　すねたみたいな顔して無言。

「あの、夏尾、当とう分ぶん病室には顔出ださへんて言うてたし、そやからその、側そばにいながら由香ちゃんのこと忘れたりはもうせえへんから、な？」

「…………」

　やはり無言。

「あ、もちろん側におらん時でも忘れたりせえへんで、当然。だって、由香ちゃんの大事な秘密、ずっと憶おぼえてるって約束したもんな？　由香ちゃん、お兄ちゃんのこと好きって。な？」

　由香の顔がようやく少しこっちを向く。良かったぁ。反応してくれた。

「あの、お兄ちゃんな、お詫わびに明後日あさつての誕生日は由香ちゃんの言う事なんでも聞いてやるから。な？　だから許して」

　畳たたみかけるように言う。由香はちょっと間まを置いてから、小さな声で、

「……うん」

　た、助かったぁ……。まだすねた顔してるけど、一いち応おう許してくれた。

　一生許ゆるさへんとか言われたらどうしよかと思った。許してもらわれへんままに死なれたりしたら、ホンマに俺、その後の人生ずっと立ち直られへんもんな……。

「よし。じゃ、誕生日にしてもらいたい事とかで、今いま思いつく事ある？」

「…………」

　コクリ。

「あるんか。何？　言うてみて」

「ん……」

　ちょっと声を出しかけて、沈ちん黙もく。そのまま無言。

　あれ？　なんや。やっぱり不ふ機き嫌げんで、まだ無言モードは脱出できてないんかな……。それとももう眠いとか？　いや、それやったら一応そう言うやろ。こんな会話の途中でいきなり前まえ触ぶれもなく寝たりはせえへん。

「由ゆ香かちゃん……？」

　気になって声かけると、由香は窺うかがうようにこっちを見た。

「……お兄ちゃん」

「何？」

　由香はもの問いたげな目のまま、ボソッと呟つぶやいた。

「……お兄ちゃんね、キスしたこと、ある？」

　な、なんやいきなり。

「……ま、まだやけど」

「……ないの？」

　わ、悪いか。……そら俺かて高校二年にもなって遅れてるとは思うけど、っていうか、やってる奴やつ等らなんかめちゃくちゃやりまくってるけど、そやけどいつの時代でも進んでる奴は進んでたし奥おく手てな奴は奥手なんや。マスコミで紹介されてる一部の高校生だけで、すべての高校生の実態を知ったと思うほうが間違いなんや。高校生で童どう貞てい捨てた奴なんか、絶対に全体の一パーセントにも満たへんハズやぞ。どっかの統計とかで、経験済ずみの高校生の割合やたらと高かったけど、あんなん絶対にウソ書いてる奴が九割や。俺もこないだそういうアンケートで見み栄え張はってウソついたし、知り合いには女と手ぇつないだことさえないくせにカッコつけてコンドーム持ち歩いてる奴もおるし……。

　だ、大体やな、俺の初キッスは初恋の人にって決めてるんや。って、別に言い訳やないぞ。ホンマやねんからな。俺は貞てい淑しゆくな男の鑑かがみなんや。

　由香はそんな俺を見てくすっと笑った。くそっ。急に俺が黙ったからってバカにしてるなコイツ……。

　由香は笑った顔のまま呟く。

「由香もね、まだない」

　そらそうやろ。まだ中学生やし、そもそも中学に入ってからはほとんど病院暮ぐらしで、素す敵てきな異い性せいと知り合う機会もあんまりなかったやろし。

　……ん？　でも、好きな男の子はいる、みたいなことは以い前ぜん言うてたっけ？

　前にした会話を思い出してると、由香が小さい声で呟いた。

「……由香ね、お兄ちゃんとキスしたい……」

「な？」

　なにぃっ？　ま、待たんかっ！　な、何をアホな事を……！

　思わず椅い子すからずり落ちそうになる俺。

「ちょ、ちょっと待ってや。その、由ゆ香かちゃん、好きな男の子いるんとちゃうの……？」

「うん……」

「それやったら、お兄ちゃん誕生日にそいつ探して連れてきたるから、そいつとやり」

「由香の好きなの、お兄ちゃん……」

「な？　何を言うてるんや、お前……」

　っていうか、好きって、そういう意味やったんか……。マズいって、それは……！

「……だから、誕生日のお祝いにキスして」

「アカンて。由香ちゃん、あの、アレやで、その、俺らは兄きよう妹だいやねんで。それやのにそんなん……」

　そんなん、近きん親しん相そう姦かんやんけ……。

「……由香の言う事、何でも聞いてくれるって言った」

　不ふ機き嫌げんそうな声になる由香。

「そら言うたけど……」

　っていうか由香、そこですねるのは卑ひ怯きようやぞ、お前……。それに、俺の大切なファーストキスをやな、そんな妹の誕生日のお祝いなんかで……。

　……大体、一いち応おう俺らって兄妹やで。やのに、由香の気持ち知ってしまって、その上でキスなんかしてたら、正しよう真しん正しよう銘めいの近親相姦やないか。そら、由香は血はつながってないけど……。

　それに俺、さっきも言ったけど、初キッスの相手は一応心こころに決めてるしな。それを由香に奪われるってのも……。

「ゴメン、由香ちゃん。お兄ちゃん、ちょっと今すぐには決心つかへん。明日になるまで返事は待って。もっと他の事でやって欲しい事とかないの……？」

「……ん、考えとく……」

　由香はそう言って沈ちん黙もくした。そしてしばらくして寝ね息いきを立て始める。

　ホッ。少しは時間が稼かせげたか……。

　しかし……。なんちゅう事を要求してくるんやコイツ。ホンマにどないしょ……。
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　次の日。午前中の由ゆ香かの検査の後で、俺だけ医者に呼ばれた。行ってみるとおかんも家から駆けつけてきてた。話があるって何やろ、一体……。

　って言っても、急に呼ばれて話があるって言われたら、大だい体たい見当つくけどな。どうせもうアカンとか、何日の命ですとか、そんなんや。ひょっとして、昨日二回も泣いたんが障さわったんとちゃうやろな……。

　部屋に通されると、医者は事務的な口調で切り出した。

「……大変申もうし上げにくい事ですが」

　やっぱり。

　医者は、造ぞう血けつ機能が絶望的とか輸血のし過ぎによる抗こう体たいの出現とか血けつ小しよう板ばんの効果減げんとか脳のう内ないの出血の話とか、他にもよく分からんけど色いろ々いろ説明してから、ちょっとだけ言いづらそうに言った。

「このままの速度で容よう態だいの悪化が進行するなら、はっきり言って、保もって後あと一週間でしょう」

　ホンマにはっきり言うなぁ……。

「……骨こつ髄ずい移い植しよくをしない限り、助かる見込みはありません」

　……そんなん、前から分かってた事やんけ。

「もちろんこちらとしましても、骨髄バンクに問い合わせて、適合する提ド供ナ者ーが見つかり次し第だい、ただちに手術に移れる態勢は整えていますが……」

　そらまあ、当然やろけど……。

「……しかし、ドナーが見つからなかった場合の事も、覚かく悟ごしておいていただきたいのです」

　医者はそう話を締めくくった。その後、おかんは今後の方針とかを医者と相談するからって事で、俺だけ先に部屋を出た。

　覚悟か……。親父おやじもそんな事言いうてたっけ。っていうか、あのバカ親父は一体どこで何をやってるねん。明日、由ゆ香かの誕生日やぞ。分かってるんやろな。由香にとって、最後の誕生日になるんやぞ……。




　昼ひる頃ごろ、夏なつ尾おが来た。おかんに由香のこと頼んで、部屋から廊下に出る。

「よ、井い崎ざき」

　普ふ段だんと変わらん調子で挨あい拶さつする夏尾。

　あれ？　なんでコイツ、こんないつもどおりやねん？

「なんや夏尾、昨日随ずい分ぶん落ち込んでたくせに、えらい元気やな」

「まぁね。一晩寝ねたら、大たい抵ていのショックからは立ち直れるから」

「そ、そうなんか……」

　さ、さすが脳みそ筋きん肉にく女おんな。デリカシーもクソもない……。心配して損したやんけ……。

「でさ、これ由香ちゃんに渡しといてくれる？」

　夏尾はそう言うと、折り畳たたんだ紙を差し出した。

「何？　手紙？」

「うん……。もう病室に来るなって言われたから、直接会って謝れないからさ……」

　そう呟つぶやく顔に、一瞬だけブルーな表情が浮かんだ。やっぱコイツ、元気なんは上うわ辺べだけか……。って、そんなん当然やけどな。一ひと晩ばん寝ただけで立ち直ってたまるかっちゅーねん。

　夏尾は俺の視し線せんに気づいてごまかすように苦にが笑わらい。

「アタシ文章下へ手ただから、伝わるかどうか分かんないけどね。ついでに字も下手だけど。由香ちゃん、読めなかったりして」

　なんか、笑ってるとこだけ見たら完全に立ち直ってるようにしか見えん。強い女やな、コイツはホンマに。信じられん。体だけやなくて精神もかなりタフに出来てるな。マジで俺と同じ人間なんやろか……。

　……そや。由香がキスしてほしいって言うて来た話、ちょっと相談させてもらお。そんなん近きん親しん相そう姦かんやしアカン、ってはっきりコイツに言ってもらえたら、俺もきっぱり断る勇気が出るかもしれん。今のままやと俺、流されてキスしてしまいそうやしな。それに俺のファーストキスは一いち応おうコイツにって……。ってイヤ、それはまぁ、今はどうでもええけどさ……。

　あ、あとそれから、由香が後あと一週間の命って言われたことも一応伝つたえておかんと……。

「……あのさ、夏尾、ちょっとええかな」

「ん？　何？　泣き言ごとだったらちょっと今日はカンベンして。アタシも立ち直ったばっかで、まだ全ぜん快かいしてないから」

「いや、泣き言やなくて、ちょっと相談というか……」

　雰ふん囲い気きを察したらしく、夏なつ尾おの表情から苦く笑しようが消えてマジになる。

「………。由ゆ香かちゃんの事？」

「うん」

「……いいよ。何？」

「ちょっと、場所変かえよ」

「あ、でもいいの？　由香ちゃんが……」

「大だい丈じよう夫ぶ。今寝ねてるし、おかんがついてるから」

　二人でエレベーターを降りると、病院の脇わきにある公園みたいなところに行く。っていうか、これは病院の敷地内なんか？　車くるま椅い子すで散歩してる人とかチラホラ見かけるしな。まあ、どっちでもええけど。

　花か壇だんとか植え込みで囲まれた遊歩道を人ひと気けのないところまで歩いていくと、適当なベンチを見つけて並んで腰かけた。

　座ると同時に夏尾が聞いてくる。

「で、相談って？」

「うん、実はな……」

　う、いざとなるとちょっと言いづらいな……。

　俺は目を逸そらして、目の前の花壇を見ながら呟つぶやいた。

「あのな、実は今日、医者に言われてんけど」

　ちょっと言葉が途と切ぎれたけど、無む理りやり続ける。

「……由香、もう一週間しか保もたへんらしいねん」

　その途と端たん、夏尾の顔色が変わった。

「……………マジで？」

「マジで。それでやな、……あの、由香がな、昨日の晩にな、なんかいきなり、俺のことが好きや、って言い出して……」

「うん」

「うん、って……」

「それは、知ってた」

「し、知ってた、て……。っていうか、あの、アレやで、兄あに貴きとしてやなくて、その、マズい事にやな……」

「うん。アンタのこと、男として好きなんでしょ。男としてっていうか、好きな男の子、って言うほうがニュアンス近いかな？　男として、って響ひびき、なんかヤラシイしね」

　なんでそんな平へい常じよう心しんで聞いてられるねん……。

「お前それいつから気づいててん……」

　勘かん良よすぎとちゃうか。俺なんかずっと一緒にいたのに、昨日きのう本人から聞かされるまで知らんかったっちゅーねん。

「いつから、っていうと、そうだな……退院して初めて会った時すでに、なんかちょっとヘンだぞ、って気はしてたけど……」

　……そ、そんな時期からすでにか……。

「……でも、一番はっきり分かったのは、井い崎ざきの幼稚園の頃の血けつ判ぱん文書見みせた時……。あの時由ゆ香かちゃん、急に態度変かわっちゃったし……」

　確かに。でも、それではっきり分かるって、鋭するどすぎるやろ。女の勘ってやつか？　それとも、単に俺が鈍にぶすぎるだけ……？

「そやけど、そんなん俺どうしたらええんやろ……」

「受け入れてあげたら？」

　平へい然ぜんとした口調で即そく答とう。

「オイ！　お前、そんなあっさり……！」

　っていうか、そういう事をあっさり言えるってことは、やっぱり夏なつ尾おの眼がん中ちゆうには俺なんかないってことなんか……？　けど……。

「でもな、由香と俺は兄きよう妹だいやねんぞ。夏尾かて一線越こえるなって……」

「うん。……だけど、兄妹だろうとなかろうと、……………人を好きになる気持ちなんて一緒じゃない」

　……う、それは確かに……。

「……だったら、由香ちゃんの気持ち、分かるから……。それに由香ちゃん、もう後あと一週間なんでしょ……」

　それはそうやけど……。でも……。夏尾は俺が誰と親しくなろうが全然平へい気きなんやろか……。なんかそれ、めちゃくちゃ寂しいんやけど。

「でも夏尾。お前、俺が由香と一緒に寝てるって聞いた時とか、あんなにキレてたくせに、なんで急にそんな……」

「……ああ、アレ？」

　夏尾は、ちょっと苦く笑しよう浮かべて顔を逸そらした。

「……アレね、キレてたっていうより、多分嫉しつ妬としてただけなんだと思う……。って、嫉妬した結果やっぱキレてたけど」

「え……？」

　そういえば昨日もそんなん言うてたっけ……。

「嫉妬って……」

「由ゆ香かちゃんに」

「えっ！　ってことは……」

「うん。だからやっぱ、サイテーでしょ、アタシ。由香ちゃんの気持ち知りながら、しかももう長くないって分かってながら、二人を引き離そうとしてたわけでさ……」

　いや、そういう事やなくて、由香に嫉しつ妬とって事はつまり……。

「昨日の由香ちゃんの言葉で、そういうサイテーな自分に気づかされちゃってね……。由香ちゃんに言われた事より、自分のサイテー具合にショック受けたよ、正直」

　……そうか。だから、由香のこと絶対に怒ったらアカンって、あんなにキツく言ってたんか。なるほどな……。

　夏尾は何か振っ切れたような感じで顔を上げた。

「アタシ、もう何も言わないからさ。手ぇつないでお出かけしようと、一つの布ふ団とんで抱き合って寝ようと。だから井い崎ざき、自分が一番いいと思うようにやりなよ」

「そんなん言うても……。大体、俺が由香を抱だっこして寝ても平気やったんは、由香がそんな気持ちやなんて知らんかったからやで。知ってしまった以上は、ちょっと……」

「ちょっと、何？」

「ちょっと……マズいやろ」

「マズいって、何が？」

「何がって……」

　口ごもる俺を、夏尾は呆あきれたように睨にらみつけた。

「……アンタ、この期ごに及んで、自分の事ばっかり考えてんのね。由香ちゃん最さい優ゆう先せんなんて言って、口だけ？」

　じ、自分の事ばっかり……？　なんでや……？　って、そうかもな。俺、結局は自分がヤバい兄あに貴きになりたくないっていうだけかもしれへん……。それにキスの事かて、完全に自分の都つ合ごうやもんな。ファーストキスは大事にしたいって、死にかけの人間を前にしてアホか、って感じやもんな。それに、死にかけの人間を前にしてなくても、男のくせに何を乙おと女めチックな事言いうてるねん、って思いきりバカにされそうやし。でも、アホでもやっぱりファーストキスは俺には大事なモンやってのも事実やし……。

「夏尾……」

「なに？」

「あのな、由香、誕生日にお祝いのキスしてほしいって言うてるねん」

「してあげれば？」

　……くそ。なんちゅうあっさりとした返事。由香に嫉妬したって事は、夏尾かて俺のこと……。そやのにコイツ、そこまで割り切ってるんか……。

「……でも俺、キスってしたことない」

　じっと夏なつ尾おを見る。俺の言わんとする事、通じるか？　さすがに遠とお回まわし過ぎるかも……。けど、考えたらさっき俺、自分の事ばっかり考えてるって怒られたばっかりやのに、こんなん通じてしまったらますます怒られるんとちゃうやろか……。

　あ、顔しかめた……！　マズいかも……。

「しょうがない男ね、アンタ……」

　でっかい溜ため息ついて……。

　夏尾は一いつ瞬しゆん周囲に目を走らせると、ぐいっと俺の胸むな倉ぐらを摑つかんで引き寄せた。ヤバい。殺される……。

　夏尾は至し近きん距離に顔近ちかづけて、低い声でボソリ。

「……じゃ、ちょっと練習しておきな」

「え……？」

　って、ちょっと待……っ！

　わけ分からんうちに、気がついたら俺の唇くちびるは夏尾に奪われてた。
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　なんか、夏尾の唇が俺の唇を力強く押し包み……、ふ、不ふ思し議ぎな一いつ体たい感かんがあるな、口こう唇しんの粘ねん膜まくを通じて合がつ体たいするみたいな……、確かに気持ちええわ……、でも、初キッスは甘あま酸ずっぱいレモンの味とかなんとか聞いた事あるけど、味って全ぜん然ぜん関係ないな……っていうか、味せえへん……。

　夏なつ尾おは顔を離すと、さすがに少し照れくさそうにそそくさと立ち上がる。

「じゃ、アタシ今日はもう帰るから。明日の誕生日、しっかりね。由ゆ香かちゃん泣かせたら殺すから」

「あの、夏尾……」

「なに？」

「今の、いきなり過ぎてよく分からんかった。そやからもう一回練習……」

「死ね！」

　………夏尾でも恥じらったりするんやなぁ……。けど、こういう時は普通そっぽ向くか、精せい々ぜいで平ひら手て打うちやろ。グーでみぞおちに重い一いち撃げきって、コイツ……。




　そしてその晩。

　由香は夏尾の手紙を開くと黙り込んだ。まさかホンマに字ぃ汚くて読めへんのとちゃうやろな……。

　しばらく手紙をじっと見てたけど、やがて顔を上げるとポツリ。

「……お兄ちゃん、火、ある？」

　な、なんや突然？

「どないしてん、火なんて」

「読み終わったら燃やしてほしいって……」

　また、アイツはそういうくだらん事を。機き密みつ文書やあるまいし……。

「悪いけど火なんかないわ。それに病室の中って火気厳げん禁きんやろ？」

「ん……」

「なんなら、俺が外で燃やしてこよか？」

　由香は首をフルフル。

「ダメ。人に見せないでって書いてる。特にお兄ちゃんにはって……」

「あ、そうなん」

　そういう事言いわれると、かえって読みたくなるな。

「……で、その手紙、何なに書いてあったん？」

「ん……内ない緒しよ」

「内緒、て」

　由香はちょっとはにかんだような笑えみを浮かべた。

「由香とかんネェの二人だけの秘密」

「あ、そうなんや……」

　って、この感じ。もう由香、夏尾のことはすっかり許してるみたいやな。良かった。夏尾、文章下へ手たとか言うてたけど、ちゃんと気持ち伝わったで。

「お兄ちゃん」

「何？」

「この手紙、由ゆ香かが死んだら一緒に燃やして」

「ああ、分かった。……って、オイ！　いきなり何なに言い出すんや？」

　コイツ、今までも助からんて感づいてたような素そ振ぶりはあったけど、こんなにハッキリ言うた事はなかったぞ。精せい々ぜいで「いなくなったら」って言い方やったのに……。いや、一緒やけどな、どっちでも……。

「由香ちゃん、死んだらって……」

「……うん」

「うん、て、なんでいきなり……」

　いや、いきなりってわけやないけど……。

　由香はごまかし笑いみたいな表情浮うかべて視線逸そらした。

「あのね、お母かあさんに聞いちゃった……」

「聞いたって、何を？」

「由香、このままだともう一週間しか生きられないんでしょ……？」

「それは……っていうか、お母ちゃんそんな事言いうたんか……」

　何なに考えてんねん、あのおかん……。

　由香が慌あわてておかんを庇かばうように言い足たす。

「あのね、由香が聞いたの」

「由香ちゃんが？」

「うん。それでね、もう助からないんなら、最後の誕生日にわがまま聞いてってお願いした」

「そ、そうなんや……」

　って、そんな明るい調子で……。なんちゅう健けな気げな奴やつや。夏なつ尾おも相そう当とう強いけど、由香も負けてないよな。情なさけないのって俺だけや……。

「何お願いしたん？　お父とうちゃんを無む理りやり出張から呼び戻すとか？」

「ううん……」

　フルフル。

「お父さんは仕事で、由香の事構かまってるヒマないから……」

　そう呟つぶやいてうつむく。

　あ、俺、余よ計けいな事言いうてしもたかも。由香に寂しいこと思い出させてしまったやんけ……。アカン。話逸らさんと。

「じゃ、じゃあ、わがままって何をお願いしたん？」

「ん、あのね」

　由香はこっち向くと、照れくさそうな上うわ目め遣づかいで言った。

「……明日ね、お兄ちゃんと二人でお出かけしたいって」

「外へ？」

「うん」

「でも由ゆ香かちゃん、部屋出たらアカンのとちゃうかった？　それに外に出ても歩けるか？」

「今日、いつもより多めに輸血してもらったし、白はつ血けつ球きゆう増やす注射もしてくれたから大だい丈じよう夫ぶ。それと、お母さんが車くるま椅い子す借りてくれるって」

「あ、車椅子か」

「うん。だからね、明日の誕生日はお兄ちゃんと二人だけでお出かけ」

　そう言ってえへへ笑顔。

「そうか」

　お出かけって言っても、車椅子でその辺へん回るだけやけどな……。

「よし、分かった。任まかせとけ」

「……お兄ちゃん」

「ん？」

「なんか、久し振りだね、二人だけでお出かけするの」

「そう言えばそうか？　まあ、病院戻もどってからは初めてやな、当然」

「明日はお兄ちゃん、由香の言う事なんでも聞いてくれるんだよね？」

「ああ、そうや。何でも言うてええで」

　……っていっても、宙に浮いてみろとか言われても無む理りやけど。

「由香の誕生日のお祝いにお兄ちゃんがいるのって、小学校の三年生の時以い来らいだね……」

「そ、そうやったっけ……」

　そんな事、よく覚えてるな……。っていうか俺、そんなに長いこと由香のことほったらかしで避けてたんか……。

「じゃあ、今まで誕生日に欠席し続けたお詫わびも兼ねて、明日はとことんサービスせんとアカンな」

「うん」

　由香がうなずいて、しばし沈ちん黙もく。布ふ団とんを見つめる。

「明日、由香の最後の誕生日だね……」

「……うん」

　……そうや。明日は最後の誕生日なんや……。

「じゃ、明日に備えて今日はもう早めに寝るか」

「うん。じゃ、その前に日記……」

　由香が日記を書き終えるのを待って、俺は電気を消した。

「ほな、明日もあるし、今日はお話せんとさっさと寝よか」

「うん。おやすみ……」

　言ったと思ったら寝てるし……。寝つきはええな。

　けどなんか、いつの間にか病院での生活が日常になってしまって、いつまでもこうやって夜のお喋しやべりとかしてられるみたいな気ぃしてたけど……。コイツ、あと一週間も生きてられたらええほうなんか。なんか、実感ないけどな……。
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　次の日。いよいよ由ゆ香かの誕生日。看護婦さんが車くるま椅い子すを持ってきてくれた。由香も珍しく朝から意識ハッキリしてるし。って、なんでコイツ、今日はこんなに元気なんやろ。今け朝さは検査も早くに終わったし、もしかして、回復に向かってたり……するわけないよな。

　多分、燃え尽きる前のロウソクは最後に一いつ瞬しゆんだけ明るく燃え盛さかるっていう、あの……。

　ってアカン。由香が元気やのに、俺が落ち込んでてどうするねん。今日は由香にトコトン楽しんでもらわんとアカンのに。しっかりせな。

「由香ちゃん、ほんなら外そと行く？」

「まだ」

　由香は首をフルフル。

「まだ？　何で？」

「もうちょっと待って」

　なんやろ？　何があるんや？　外に行く元気を溜ためてる最さい中ちゆうなんかもしれん。まあええか。

　しばらくして、おかんが来た。

「お待たせ、由香ちゃん」

　って、アレ？　今日は由香、俺と二人きりで過ごすんとちゃうの？　そら別に俺としてはおかんが来たってええけど。

「智ともちゃん、ちょっと外出でてて」

「ん？　なんで？」

「由ゆ香かちゃん、ちょっと着替えするから」

「あ、そう」

　なんやろ。わざわざ着替えって。まあ、誕生日やしおめかししたいんかな。……だって由香、最後の誕生日やもんな………って、さっきから何で俺はそう落ち込んでばっかりやねん。ホンマに俺って情なさけないなぁ。

　気合いを入れ直してると、おかんに車くるま椅い子す押されて由香が出てきた。白のワンピースに、退院した時買かってやった帽子。

　この格好って確か、由香が退院して次の日に高こう山ざん植物園に行った時の……。

「由香ちゃん、その格好……」

「うん」

　帽子に手をやって、えへへ笑い。

「初めてお兄ちゃんに買ってもらった帽子だから……」

　そんな大事そうにして……。そういや由香に何か買ってやったのなんて、この帽子が初めてやったっけ。

　車椅子を押すのをおかんと代わると、エレベーターで一階に降りる。

　外に出るといい天気や。

「由香ちゃん、どっち行きたい？」

「……静かなとこ」

「静かなとこか」

「うん。お兄ちゃんと二人きりになれるとこ……」

「よし。分かった」

　二人きりになれる静かなところって言うたら、あそこの森の陰の池んとこかな。

　車椅子を押していく。しかし車椅子ってのはどうもやりづらいな。顔が見えへんから話しかけにくい。由香も黙ってるしな。姿勢かえて後ろ向く元気はないやろし……。

　やがて池のほとりに着いた。これで、前に回り込んで顔見ながら喋しやべれる。

　回り込むと、由香はボーッと空を見上げてた。まさか、また意識朦もう朧ろうとしてるんとちゃうやろな。……いや、そうやない。目の焦点は合ってるし。これはホンマに空を見てるんや。

　由香がポツリと呟つぶやく。

「空って、やっぱり広いよね……」

「そうやな、広いよな……」

　確かに狭い病室の窓越しと違って、外で見る空はさすがに広い。高山植物園行いった時、由香が珍しそうに空そら見上げてた気持ちが、今になって少し分かった気がした。

　並んで空を見上げてると、隣となりで由香がポツリ。

「海も広かったよね……」

「うん。でも由ゆ香かちゃん、海は暑いから苦にが手てやってんな」

　そういえば由香を海に連れてった時、暑いからって車に戻ったのに、クーラーかけずに俺が扇せん子すで扇あおいでやったんやっけ。あん時確たしか、由香と一緒にサンドイッチ作って持ってったよな。意外と包ほう丁ちよう使うのが上う手まくて驚いた……。

「……お兄ちゃんは海のほうが好きなんだよね……」

「ん？　いや、山も嫌いではないで。ただ、植物園は少し退たい屈くつかなって思っただけで……」

　そや。植物園に行った後、家に帰ってから由香に楽しかったかって聞かれて生なま返事したよな。それまで元気やったのに、いきなり無口モードに入られて、かなりビビッたで。しかも、「由香とお出かけしてもお兄ちゃん楽しくない」とか言い出してな……。あん時、由香のことわけ分からん奴やつとか思ってたけど、今いま思えば、あれも全部寂さびしさの裏うら返がえしやったんやな。あの頃はまだ俺、自分の事しか考えてなかったもんな。由香がどんな寂しい思いしてたんかなんて、ほとんど考えた事なかった。ただの無口で強ごう情じような扱いづらい妹としか思ってなかったもんな……。

「由香もね、植物園が好きなんじゃないの。外にお出かけするのが好きなだけ」

「そうか。そら、ずっと病室に籠こもった生活してたら、外にお出かけするのが好きになるのも当然やんな」

「うん……。それに、お兄ちゃんがついてきてくれるから」

　そうか……。俺、由香に付き添って出かけた事なんて今までなかったもんな。でも、俺がついてくからお出かけするのが好きって、コイツそんなに俺のこと……。

　沈ちん黙もく……。

「……お兄ちゃん」

「何？」

「抱だっこして」

「ん？」

「家で一緒に寝てた時みたいに……」

　そうか……。病院に戻ってからはずっと別々に寝てたからな。手ぇつないでやってたけど、抱っこされるのは安心感が違うもんな。手術の縫ほう合ごう跡あとが開いたりせえへんか不安はあるけど、まあ一週間近ちかく経たってるから平気やろ。何でも言うこと聞くって約束やしな……。

「分かった。よし、よっこらせ……と」

　立ち上がると、由香を車くるま椅い子すから抱き上げる。

　って、コイツこんなに軽かったか？　いや、前から異常に軽かったけど、なんか、この感じ……。前より更さらに小さくなったみたいな気がするけど、気のせいか……。

　木にもたれて体の上に抱かかえてやったけど、なんか、抱っこしてても今にも消えてしまいそうな……。アカン。抱だっこしてるほうが不安になる……。

「……お兄ちゃんに抱っこしてもらうの、久し振りだね」

「そうやな……」

　嬉うれしそうな顔して……。

「なんか……ちょっとドキドキする」

「ん？　なんで？」

「なんか……久し振りだと照れくさい……」

「そうか。そんなん言われると、こっちも少し照れくさいな」

「うん……。お兄ちゃんもちょっとドキドキしてるね……」

　コイツ……こんな幸せそうな顔したん、入院してからは初めてや……。

「お兄ちゃん……」

「ん？」

「こうやって二人でお出かけって、二回目だね……」

「え？　そうか？　もっとしょっちゅう出かけてた気が……」

「うん。でもいつもかんネェと一緒……」

「そうか。俺、アイツと喋しやべってるとうっかり由ゆ香かちゃんのこと忘れたりしてたからな……。ゴメンな。せっかく一緒に出かけてながら、寂しい思いさせてたんやな」

「ううん……違うの……」

　由香が俺のシャツを摑つかみながらフルフル。

「え？　違うって？」

「お兄ちゃん悪くない……」

「え？」

　って、ほんなら夏なつ尾おのせいとか言うんか？　コイツまだ夏尾のこと許してないんやろか……？

「由香ちゃん、お兄ちゃんは悪くないって……」

「由香がね、わがままだっただけ……」

「……？」

「由香ね、お兄ちゃんにいつも由香のこと考えててほしかったの……」

「それは当然やろ。っていうか、一緒にいながら忘れるほうがアカンやん」

「ううん……。誰かとお喋しやべりしてたら、他の人のこと忘れても仕方ない」

「……そう……かな……」

「由香もね、かんネェと喋ってる時、お兄ちゃんのこと忘れてた」

「そうか……」

「うん……」

　申し訳なさそうに顔を伏せる由ゆ香か。

「……なのにね、お兄ちゃんがかんネェと喋しやべるのはイヤだったの。由香のほう見ててほしかったの。わがままだよね……」

　いや、ええんやそれは……。っていうか、きっと俺がずっと由香のこと避けてたから、ちょっとでも俺の注意が他よ所そに向くと不安になったんやろな。また避けられるんとちゃうかって思って……。もともと由香は寂しがりなんやしな……。

「由香、かんネェにもひどい事言った……」

　……コイツ、俺とか夏なつ尾おのことばっかり気にして。夏尾かて由香のこと責せめたりしてへんし、気にする事ないのに。もっと、自分の事ばっかり考えてたって構わへんのに……。

「……由香ね、お兄ちゃんと二人きりが一番好き」

「そう？　なんで？」

「二人きりだとお兄ちゃん、由香のことだけ見てくれるから。由香、わがままな子にならなくてすむから」

「そうか。……でも、ええねんで。ちょっとくらいわがまま言うても。お兄ちゃん、別に許したるで」

「ん……。でも、由香がイヤ」

　立りつ派ぱなやっちゃ……。

「……由香ちゃんは偉えらいな……」

「ん……。なんで？」

「……色々と。上う手まく言われへんけど……」

　頭をなでてやる。

　由香は気持ち良さそうに目ぇ閉じてたけど、やがて小さな声で呟つぶやいた。

「お兄ちゃん……」

「何？」

「……今までわがままばっかり言って、ゴメンね」

「いや、だから別にええんや」

「……夏休み、由香のせいで全部つぶれちゃった」

「そんな事ないって……」

　っていうか……俺、由香と一緒にこの夏過すごせて良かったって……。いや、マジで……。ホンマに俺、なんで、この夏だけやなくて今までもっと由香と一緒にいてやらへんかったんやろ……。

「……お兄ちゃんな、由香ちゃんと一緒に夏休み過ごせて楽しかったで」

「ホントに……？」

「ホンマに……」

　由ゆ香かの顔に、ホッと嬉うれしそうな表情が浮かんだ。

　そして沈ちん黙もく……。

　黙ってると、呼吸とか心しん臓ぞうの音とかが伝わってくるな……。コイツ、確かに今はちゃんと生きてるんや。そやのに……。俺、コイツが生きてられるんやったら何でもやるのに……。

「……由香ちゃん、ゴメンな」

「ん……？　どうして？」

「お兄ちゃん、由香ちゃんが危なくなったら俺の骨こつ髄ずいで助けるって約束したのに……」

「ん……」

「ホンマに……ゴメン……。俺、何もしてやれへん……」

「ううん……お兄ちゃん悪くない……」

　由香が心配そうな顔でフルフル。

「でも俺……」

　アカン……。これ以上喋しやべられへん……。

「……由香、お兄ちゃんのこと好きだよ……」

「ありがと……、でも俺……」

「……うん。お兄ちゃんはかんネェが好きなんだよね……」

　……俺、由香の気持ち、なんで受け止めてやれんのやろ……。

「……でもお兄ちゃん、由香のことも好きって言ってくれたよね」

「……うん」

「……かんネェとは違う好きだけど………」

「………うん」

　っていうか、ゴメン………。

「由香ね……、お兄ちゃんがいるから寂しくないよ……」

「……そうか……」

「お兄ちゃんはきっと、由香のこと憶おぼえててくれるから……」

「うん……忘れへん……」

「お兄ちゃんが憶えててくれたら、由香、寂しくない……」

「……ありがと……」

　アカン。声うわずってロクに返へん事じ出来へん……。

　由香はちょっと体を起こすと、首にかけてた小さな鍵かぎを外はずした。

「…………お兄ちゃん」

「何？」

「……これあげる」

　外した鍵を俺に差し出す。

「これって日記の……？」

「うん……」

「でも……ええの？」

「うん。今け朝さ、最後の日記書いてきた。もう、鉛えん筆ぴつ持つ元気ないの……」

「いや、でも俺が読んでもええん……？」

「前に読みたいって……」

「……言ったっけ、そんな事」

「うん……。由香が家に戻って二日目の晩に……」

「よく覚えてるな……」

「日記に書いてあるから」

　そういや、由香の部屋に布ふ団とん返しにいった時に何か書いてたから、冗じよう談だんで見せてとか言った事あったっけ……。そんな事まで書いてあるんか……。

「……でも確か、あの時は見せるのイヤって……」

「うん。……だって恥ずかしい」

「恥ずかしいって、それやのに鍵かぎもらってええの？」

「……うん。……由香の大切な秘密だから……」

「……そうか」

　由ゆ香かから鍵かぎを受け取ると、自分の首にかけた。
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　由香は俺の首にかかった鍵を指ゆび先さきでいじりながらポツリ。

「……恥ずかしいのは、きっと、大切だからだね……」

「……かもな」

「お兄ちゃん……」

「ん？」

「由香のこと、忘れないでね……」

「……うん」

「約束……」

「うん。約束や……」

「……ありがと」

「うん……」

　由香は黙ると、俺の胸に顔を乗せた。

　そのままの体勢で呟つぶやく。

「お兄ちゃん……」

「…………」

「……………………………………………………………キスして」







[image: 第十二章]







　夜。由ゆ香かが呼吸困こん難なんから昏こん睡すい状態に陥った。昼間あんなに元気やったのに……。っていうより、昼間無む理りし過ぎたんや……。あんな体で……元気なふりしてみせて……、唇くちびるなんか、ちっちゃくて血の気もなくて干ひからびてカサカサやった……。

　医者は一応処しよ置ちとかしてたけど、すぐに終わって俺らを部屋に入れた。医者のこの顔……。多分、もうアカンのや……。一週間て言うてたのに。

　由香、心しん電でん図ずつながれてる。あと、酸素マスクと輸血のパックと、他は何かよう分からんけど色々と……。

　心電図に由香の心しん臓ぞうの鼓こ動どうが表示されてる……。昼間、久し振りでドキドキするとか言うてた、あの心臓や……。あのリズム……昼間と同じ速さや……。けど……。

　俺のせいかな………。俺が由香のことドキドキさせたせいで、負ふ担たんかかったんとちゃうやろか……。

　コイツ、このまま目めぇ覚さまさへんのやろか………。

　……あ、右手……。動いてる………。握っててほしいんや、きっと。コイツ、寂しがりやもんな。お出かけする時も寝る時も、いっつも手ぇつないでばっかりやったもんな……。握ってやらんと。声もかけてやったほうがええんかな。言葉は通じんでも、俺の声って分かれば安心するかも。うなされた時とかも、手てぇ握にぎって声かけてやったら落ち着いたことあったもんな……。

　手を握にぎって声をかける。

「由ゆ香かちゃん……。お兄ちゃん、ここにおるで……」

　無む反応……。って当然か。でも、少し表情和やわらいだか？　気のせいかな？

　でも、この手て、ほとんど体温ないな……。力もないし……。

　最後に、一ひと言ことでええから言葉交かわしたいけど……。そんな都つ合ごうよく目めぇ覚さましたりせえへんよな……。ドラマとちゃうもんな……。

　心しん電でん図ず……心しん拍ぱくが弱くなってる……。だんだん、小さく……、間かん隔かくもゆっくりになってるし……、そのうちあれが平らになってしまったら………………。

　俺、ここでこうやってじっと手ぇつないでるだけしかないんやろか。由香がこうやって死んでくの、何もせんと黙って見てるしかないんか……。俺、何も出来へんのか……。由香、昼は確かに元気やったのに。ちゃんと喋しやべったし、久々に嬉うれしそうに笑ってたのに。そやのに、死んでしもたらもう……。頼むわ、死なんといてくれ。俺が憶おぼえてたら死んでも寂しないって由香言うたけど、そんなん俺が寂しいやんか……。

　生きててくれたら、手ぇつないでどこでもお出かけしたるから。キスでもなんでもやったるから。俺のこと好すきなんやったら、俺も由香とだけ付き合うから。そやから頼むって……。

　アカンわ。こんなん、ほとんど拷ごう問もんや。由香が目の前で死んでくのに、黙って見てるしかないなんて……。手ぇ握ってやるしか出来へんなんて……。この手、相変わらず小さくて……。一緒に寝ると、いっつもこの小さい手でしがみついてきてた……。何か言いたいことがあると、いつもこの手で俺の服クイクイって引っ張って、黙ってじっとこっちの顔見つめるんや……。そやけどもう、この手…………。




　……心電図が平らになった。




　心拍に合わせて鳴ってた電子音が、ピーって一ひと続つづきの音になってる。

　医者が由香のまぶた開けてペンライトで照らした。

「ご臨りん終じゆうです」

　……って、言わんでも分かるけど。でも、言われたら急になんか、ガクッと……いっぺんに力抜ぬけたような……。

　由香、ホンマに死んだんか……。昼はあんなに元気やったくせに。ほんの数時間前まで、俺と喋ってたのに。今の今まで、生きてたのに……。人が死ぬのって、こんなにあっけないんか…………。現実の死って、こんなあっさりしたモンなんやろか……。ホンマに由香、もう目ぇ覚まさへんのか……………………。

　なんか、悲しいっていうより……虚きよ脱だつ感かんが……。

　おかんが泣いてる。俺も泣きたい。でも何か、ボーッと抜け殻がらみたいになってしまって、泣くに泣かれへん………。何なんやろ、これって……。由ゆ香かが死んだのに泣き声一つあげへんって、俺ってつくづく薄はく情じような兄あに貴きやな。なんで泣けへんのやろ……。涙るい腺せんは緩んでるのに……。…………。

　その時突とつ然ぜんドアが開いた。誰や？

　って、振り向いたら、親父おやじ？　なんや今いま頃ごろ！　っていうか、なんやねん、その嬉うれしそうな顔は！

　親父は勢いよく入ってくると、明るい声で言った。

「喜べ！　由香の誕生祝いわいや！」

　な、唐とう突とつに何を場ば違ちがいな事言うてんねん、このアホ親父！

「親父！　こんな時にいきなり何なに言いうてんねん！」

　思わずでかい声出だした俺の肩を、落ち着かせるように摑つかむ親父。

「落ち着け！　ええニュースや！　骨こつ髄ずいくれるって言うてくれる人見みつけたんや！」

「骨髄くれるて……」

「由香の実の父親の弟さんや。調べてもろたら、必要なＨＬＡの型かた四つとも由香と一いつ致ちしとってん。そやからきっといけるはずや。もう、そこに連れてきてあんねん」
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「な、なんやねん親父……。ずっと出かけてると思ったら、そんなん頼みに行っとったんか。出張とか言うてたくせに……」

「そうや。アカンかった時にガッカリさせへんようにって思ってな。そやけど誕生日に間に合うて良かった」

「間に合うて、て……」

「なんや？　どないしてん？　嬉うれしないんか？」

「っていうか……」

　由ゆ香か見たら分かるやろ……。他にも医者とかおかんの様よう子すとか……。

　親父おやじは俺の視線で気づいたらしい。さっきまで浮かれきってた表情が、いっぺんに呆ぼう然ぜんとなった。

「……死んだんか……」

　俺は無言でコクリ。

　肩を摑つかんでた親父の手から、一気に力が抜けた。

「なんで……」

　なんでて、そんなん知るか……。

「お父とうちゃん、やっと骨こつ髄ずいくれる人見みつけてきたのに……そやのに何でや……」

　親父は放ほう心しんしたみたいにフラフラとベッドに近づくと、由香の脇わきにへたり込んだ。そしてそのまま、人ひと目めも気にせず大声で泣き出す。

　そやけど、骨髄なんかええから、なんで死ぬ前に由香に会ってやられへんかってん。一週間以上ほったらかしにして、一度も見舞いに来えへんで……！　由香、親父に忘れられてしもたんちゃうかって、すごい寂しがっててんぞ……！　このアホ親父……！

　っていうか、覚かく悟ご決めとけって言うてたん、親父やないか……。そやのに……そやのに自分だけ最後までそんなあがいて、俺には何も教えんと、俺には何もやらせてくれんと……。ズルいわ親父、自分ばっかり………。今もまたそんな大声で泣いて……。俺なんか、泣く事さえ出来へんのに……ズルいわ……………。







　通つ夜やがすんで、葬そう式しきが終わって、初しよ七なの日かでさっさと埋まい葬そうすませて、由香は親父が手配してた田舎いなかの墓はかに納まった。家には真新しい仏ぶつ壇だんが一つ。ちなみに遺い影えいは高こう山ざん植物園で撮とった写真を引き伸ばした。

　なんか葬式とか田舎帰かえったりとかで忙しくて、ロクに悲しみに浸ひたる暇ひまもなかったけど、家に戻って仏壇に向かうと、なんか……。写真の由香は病気と思えんくらいに元気な笑顔してる……。遺い骨こつ、四し十じゆう九く日にちまで置いときたかったな。学校始はじまったら田舎帰るの面めん倒どうやからって、そんなん休んだらしまいやんけ。親としたら、俺に気きぃ遣つかったつもりなんやろけど……。

　なんか気が落ち込んできた。田舎から帰ってきて疲れたし、今日はもうさっさと寝よ。

　自分の部屋に戻って布ふ団とん敷しこうとして、手ぇ止めた。

　これ、由ゆ香かの布ふ団とんや……。

　……けど、もう由香はおらんねんな。一緒に寝たり、夜のお喋しやべりも、もうないんや。一つの布団で抱だっこして、ハタから見たらヤバいよな、なんて気にしたりする事も、もう……。それだけやない。手ぇつないで街歩いて人ひと目めを気にしたりする事ももうないし、由香が無口にならへんようにって気ぃ遣つかう事も、何なに言いたいんか分からんくてパニくる事もないし、寝ね不足やのに朝からお出かけに付き合わされる事もないし、日焼け止めをいちいち塗ってやる事も、病院に連れてく道どう中ちゆうの重い空気も、夜中にうなされた由香に起こされる事も、忘れないでってせがまれる事も、お兄ちゃん好きって言ってくれる事も、キスしてって言われて戸と惑まどう事も、全部、もう………。

　アカンわ。こんな、由香の布団なんか抱だっこして、何やってるんやろ俺。布団が由香になるわけやないのに……。

　そやけど一人で寝るのって、こんなに寂しかったんか……。部屋の様よう子すなんか何も変わらんのに、由香がおらんだけでこんなにポッカリ穴あな開いたみたいになるモンなんか……。

　結局、由香が死ぬまで、俺おれ何もしてやれへんかった……。由香は死ぬまで俺のこと気き遣づかってたのに、そやのに俺、由香の気持ち、結けつ局きよく死ぬまで受け入れてやれへんかった……。一回キスしてやるしか出来へんかった……。死んでいく由香を前にして、黙ってアホみたいに手ぇ握にぎってるだけしか出来へんかった……。俺が面めん倒どうみたるって、ヤバくなったら助けたるって、俺、約束してたくせに……。

　由香。もうおらんのか。もう生きてないんか。もう、何もしてやられへんのか。何で……、なんで俺、今までもっと……。

　考えたら俺、由香の思い出らしい思い出って、この夏休みしかないやんけ……。この夏でやっと俺、初めて普通の兄きよう妹だいみたいに仲良くなれたのに。やっと、ちょっとは兄あに貴きらしくしてやれるようになったとこやったのに。今まで避けてて寂しがらせてしまった分、全ぜん部ぶ取り戻してやりたかったのに……。そやのに…………。




　次の日は、朝から雨やった。まあ、別に雨降ろうが関係ないけどな。やたらと外にお出かけしたがってた奴やつは、もうおらんから……。

　電気もつけんとじめっと薄うす暗ぐらい部屋でダラダラしてたら、昼ひる過すぎ頃ころに夏なつ尾おが訪ねてきた。わざわざ土ど砂しや降ぶりの中を、由香の仏ぶつ前ぜんに焼しよう香こうに来たらしい。葬そう式しきん時とかずっと裏うら方かたで働いてくれてて、ゆっくりお別れ言う時間なかったからな……。

　夏尾は焼香をすませると、暗い顔で振り向いた。

「結局アタシ、由香ちゃんに許してもらえなかったね……」

「え？」

「手紙の返事、くれる前に死んじゃった……」

　あ、そういえば……。

　沈ちん黙もく。外で雨がザーザーいう音がやけに響ひびく。

「井い崎ざきさ……、あの手紙、何なに書いたか知ってる……？」

「え？　いや、知らんけど？　一緒にお棺かんに入れて焼いてもうたし。っていうか夏なつ尾お、俺には見せるなって書いてたんとちゃうん？」

「……うん。……そだね」

　夏尾はしばらく黙ってから、ちょっと横に視し線せんをずらした。

「あの手紙さ……、アンタの事、書いたんだ……。応援するから頑がん張ばれって。もし井崎のほうが兄きよう妹だいとかつまんない事にこだわってたら、アタシがぶん殴なぐって言う事聞きかせてやるからって。他にもぐちゃぐちゃいう奴やつがもしいたら、全部私わたしがぶっ飛ばすからって……」

「そうなんか……」

「アタシあの時、自分が出来る事ってそれくらいしか思いつかなくて……。あんなにアタシのこと信じて慕したってくれてた由ゆ香かちゃんを裏切るような真ま似ねしちゃって、もうお詫わびってそう言うくらいしか分かんなくて………。けど……」

　そこでまたうつむいて沈黙。

「けど、何……？」

　黙り込んだ夏尾に続きを促うながす。

　夏尾はちょっと息を飲んでから、吐き出すようにボソリ。

「けどアタシ……、それって偽ぎ善ぜんじゃないかって……」

「へ？　何で？」

「……アタシ、由香ちゃんはどうせすぐいなくなる、だから取られる心配なんてしなくて大だい丈じよう夫ぶって、心のどっかでそう思ってたんじゃないかって……。どっかでそういう安心感があったから、そんな余よ裕ゆうかましてられたんじゃないのかって……」

「い、いやちょっとその……、っていうか、それはちょっと自分を悪く考え過ぎやろ」

　夏尾は目ぇ合わさんとフルフル。

「でも、だって……」

「だって何？」

「だってアタシ……あの日、アンタのファーストキスが由香ちゃんに取られなくて……、あの時アタシ……ちょっと……ホッとしたんだ……」

　夏尾はそう言うと、泣きそうっていうより何か悔しそうな表情で短パンの裾すそを握り締めた。目元から涙が零こぼれる。

「……そんなのやっぱ、許してもらえるわけ……ないよね……」

　ど、どない言うてやったらええんやろ、こういう場合。っていうか、俺がいくら庇かばってやったところでどうしょうもないような……。由香が夏尾のこと完全に許してたのは、手紙読んだ時の様よう子す見た限り間違いないと思うんやけど、それを納なつ得とくさせるだけの物的証しよう拠こが……。

　その時、ふと思い出した事があった。由ゆ香かの日記、勇気なくてまだちゃんと見てないけど、確か中に何か挟はさんであったような……。

「……夏なつ尾お、ちょっと待ってて。取ってくるモンあるから」

　そう言い残して、ちょっと自分の部屋に駆け上がると、由香の日記帳を取って中を開く。挟んであった四角く折り畳たたまれた紙を取り出して見た。

　表おもてに『かんネェへ』って書いてあった。

　やっぱりそうや。これ、夏尾宛あての返事や。

　日記帳ごと持って戻ると、折り畳んだ状態のまま手渡す。

「夏尾、これ」

「……何？」

「由香から夏尾にって」

「由香ちゃんから？」

　渡した紙と俺を見比べる夏尾。

「アイツの日記に挟んであってん。あ、言うとくけど中身は読んでへんからな。気づいたん、さっきやし」

「うん」

　小さくコクリ。

「……今、読んでもいい？」

「え？　別にええけど」

「じゃ、ちょっと……」

　夏尾が手紙を開く。

　何なに書いてあるんやろ。ちょっと気になるな。でもまあ、あんまり人の手紙とか読みたがるもんちゃうし、ちょっと今のうちに俺は由香の日記でも読んでよかな。なんか一人になると読む勇気なくなるし……。

　雨の音がザーザーいう中、夏尾が由香の手紙を読んでる隣となりに座って、俺は日記を開いた。







[image: 第十三章]







八月一日　土曜日　晴




　今日、久しぶりに退院した。外がい泊はくじゃなくて、一いち応おうちゃんとした退院。お父とうさんとお母かあさんはいなかに帰ってて、お兄ちゃんと二人だけだった。お兄ちゃんに新しいぼうしを買ってもらった。おじょう様みたいだってほめてくれた。

　お兄ちゃんは私の事が怖かったと言ってた。怖かったからさけてたといって謝ってくれた。しゃべらない人が苦にが手てだと言ってた。私は無口だから怖かったそうだ。しゃべらない人を相手にすると困るらしい。でもホントは好きだと言ってくれた。今日も病院から家まで自転車で送ってくれたし、久しぶりの三さんノの宮みやも案内してくれた。転んで血が出ると危険だから、手をにぎってってお願いしたら、ちゃんとにぎってくれた。恥ずかしいからイヤって断られるかと思ったけど、ずっと手をつないだままでいてくれた。でもずっと緊きん張ちようしてた。私があんまりしゃべらなかったからだと思う。私は最初、お兄ちゃんが怒ってると思ってた。

　私もお兄ちゃんにずっときらわれてると思ってて、お兄ちゃんと仲良くしたいけど怖くて、だけどそれは私がだまってるせいでお兄ちゃんが怖がってたって分かったから、私はこれからは出来るだけ色々お話しするようにしようと思う。







八月二日　日曜日　晴




　お兄ちゃんと二人で高こう山ざん植物園に行った。久しぶりの外で楽しかったけど、帰ってから足を見たら、クツとすれて点てん状じよう出血ができてた。みっともない。走り回りすぎた。気をつけないといけない。

　植物園でいっぱい写真をとった。キレイに出来てたら引き伸ばしてがくに入れてかざってくれるって言ってた。そうしてくれるとうれしい。ずっと残るから。

　昨日の晩、お布ふ団とんに入ってからお兄ちゃんとたくさんしゃべった。お兄ちゃんは私の入院生活が知りたいって言ってくれた。私はうれしくて、色々しゃべった。私が色々しゃべるとお兄ちゃんも安心してくれる。今日の昼もがんばってしゃべるようにしてたけど、疲れてくるとしゃべれなくなる。座り込んで歩けなくなったらお兄ちゃんはおんぶしてベンチまで連れてってくれた。そのまま私を支えて寝かせてくれた。

　お兄ちゃんは優しい。今まで私をさけてたのは私が怖がらせてたから。本当は私の事が好きだって言ってた。私もお兄ちゃんの事が好きだ。昔からお兄ちゃんは笑ってるとすごく楽しそうで、お兄ちゃんが笑ってると周りのお友達もすごく楽しそうにしてて、今まではそういうのは離れて見てるだけだったけど、今日はお兄ちゃんは私のほうを向いてたくさん笑ってくれた。楽しかった。お兄ちゃんの顔を見上げたら、後ろに天てん井じようじゃなくて空が見えるのが、外にいるって思ってちょっとわくわくした。空はすごく広くて、どこまでもずっと続いてるんだと思ったら不ふ思し議ぎな気がした。

　私はお兄ちゃんを困らせないようにしないといけない。昨日の晩、もう治らないかもっていったらお兄ちゃんは困ってあわててしまった。だから、お兄ちゃんの前では病気の話はしない。本当の事を言ってしまったら、お兄ちゃんはきっと困るから。困らせたらお兄ちゃんは私から逃げてしまう。私はお兄ちゃんにそばにいてほしい。こっちを向いて笑っててほしい。

　さっきお兄ちゃんが布団を運んできた。私の日記を読みたいと言った。でも見せてあげない。恥ずかしいから。

　でも、お兄ちゃんが私の日記を読みたがるのは、ちょっとうれしい。







八月三日　月曜日　晴




　かんネェとお兄ちゃんと三人で海に行った。

　ぬれるからくつ下は脱いだほうがいいってお兄ちゃんが言った。点状出血の足が気持ち悪いからはだしはイヤだったけど、でも脱いだ。お兄ちゃんはちょっとびっくりしてたけど、でも全ぜん然ぜん気持ち悪がったりしないで、ちゃんと日焼け止めもぬってくれた。

　海はすごく大きくて、波が面白かった。でも暑かった。かんネェの車で山に登って、サンドイッチをみんなで食べた。サンドイッチは私が作った。お母かあさんは包ほう丁ちようは危ないからダメって言うけど、お兄ちゃんは全部やらせてくれた。一人で全部やったのは初めてだったけど、上じよう手ずに出来たってほめられた。

　かんネェはおっきくなってて最初誰だれだか分からなかった。お兄ちゃんとすごく仲がいい。でも恋人じゃないって言ってた。お兄ちゃんと私とかんネェで三人兄きよう妹だいだったら良かったのに。

　かんネェは全然変わらない。むかしと一緒で優しい。でもお兄ちゃんと二人で私には分からない話をよくしてる。それがうらやましくて少しさびしい。お兄ちゃんが一回説明してくれたけど、よく分からなかった。だけど、私がのけ者にならないように気を使ってくれた。だからうれしかった。

　かんネェだったら、私が泣いても大丈夫だとおもう。昔みたいに泣かせてほしい。一人で泣くのはしんどい。でも、かんネェと二人きりじゃないと泣けない。お兄ちゃんが心配するから。本当はお兄ちゃんの前で泣きたいけど、お兄ちゃんが困るから泣かない。私はお兄ちゃんの前では絶対に泣かない事にしよう。

　お兄ちゃんは優しい。こんなに優しいって知らなかった。でもそれは、今まで私が怖がらせてたから。そのせいでお兄ちゃんが私を避けてたから。怖がらせて悪かったと思う。それと、ちょっともったいなかった。その分、夏休みの間はずっとお兄ちゃんのそばにいたい。







八月四日　火曜日　雨




　今日は病院の日だった。久し振りに看護婦さんにあった。田た中なかさんだ。タイ風ふうはいなかった。元気そうな顔だって言ってくれた。家に戻ってからあちこち出かけて楽しいと話した。田中さんは思いきり楽しみなさいっていった。お医者さんは何でもすぐにダメっていうけど、田中さんは優しい。

　終わってからかんネェがごちそう食べに連れて行ってくれた。だけど、マルクのあとが痛くて私はあんまりしゃべれなかった。一日じゅう黙ってたから、お兄ちゃんが心配そうにしてた。明日からはもっとしゃべるようにしないといけない。病院をいやがるとお兄ちゃんが困るから、次からはいやがらないようにしよう。来週はマルクはないはずだからきっと大だい丈じよう夫ぶ。







八月五日　水曜日　晴




　電車に乗って花火を見に行った。花火はキレイだけど電車は疲れた。かんネェがゆかたを着てた。私は自分でゆかたが着れないからふつうの服だった。かんネェはキレイだ。背も高い。私は小さくて子供で全然キレイじゃない。肌はだもキレイじゃない。かんネェは小さいほうが可か愛わいいというけど私は可愛いよりキレイになりたい。大人おとなになってキレイになるまで生きたい。キレイになった私の写真を残したい。私はもう治らない。前に病院で肺はい炎えんになったとき、お医者さんがお父とうさんと話してた。お父さんは私が寝てると思ってたから、私が聞いてた事は知らない。治らないって知ってることは誰にも秘密だ。お父さんもお母かあさんも私にないしょにしたがってるから。お兄ちゃんには言えない。言ったら困ってしまうから。どれくらい生きてられるのかは知らない。あと三年生きれたら、私もかんネェみたいになれるだろうか。そうしたらお兄ちゃんは私の事をもっと好きになってくれるだろうか。







八月六日　木曜日　晴




　お兄ちゃんに異い人じん館かんに連れてってもらった。地元なのに私はまだ行った事がなかった。でも、行ってみたけどよく分からなかった。坂道が多くて疲れた。かんネェにおんぶされて帰った。私はかんネェもお兄ちゃんも好きだけど、三人で出かけるのは好きじゃない。どっちかと二人きりがいい。だけどわがままな子になるときらわれるから言わない。







八月七日　金曜日　晴




　メリケンパークに行った。お兄ちゃんは山より海のほうが好きだ。海は暑いけど、お兄ちゃんが楽しいほうが私はうれしい。だから、かんネェとお兄ちゃんが二人でしゃべってても私はおとなしくしてる。おとなしくしててもお兄ちゃんはちゃんと途中で私に話しかけてくれる。だから、しゃべってるときはジャマしないで待つ。お兄ちゃんはかんネェとしゃべってても私の事を忘れたりしない。かんネェは私がしゃべりかけたらどんな時でも聞いてくれる。だから二人がしゃべってる時は私はじっとしてる。二人は仲がいいけど恋人じゃない。だから私は安心してじっと待てる。







八月八日　土曜日　晴




　お父さんとお母さんが帰ってきた。お母さんと二人で服を買いに行った。お母さんは何でも買ってくれると言った。退院祝いわいだと言ってた。私がじょうだんですごく高い服をねだったら、銀行にお金をおろしにいってしまった。ごちそうも作ってくれた。お母かあさんは前は色々と食べちゃダメとかいってたけど、何でも食べていいって言った。元気になったから、何でも食べれるって言ってた。でも私はもう治らないって知ってる。元気になってない事も知ってる。でも、それを知ってるのはないしょだ。お母さんもお父とうさんも、私に秘密にしたがってるから。

　お兄ちゃんはお父さんとケンカしてずっと不キゲンだ。だまってるお兄ちゃんは怖い。きっと私がだまってる時も、おんなじようにお兄ちゃんを怖がらせてると思う。私は悪い妹だ。これからはもっといい妹になろう。お兄ちゃんにもっと好きになってもらいたい。

　私は今日からお母さんと一緒に寝ることになってる。







八月九日　日曜日　くもり




　今日は一日家にいた。みんななんだかきんちょうしてる。私のせいだ。私はきっともう長くない。退院も服もごちそうも、きっとそのせいだ。

　怖くはない。前から分かってた事だから。助からないって知ってから、もう何回も泣いたから。だから平気。お兄ちゃんが私の事を覚えててくれるなら、私はさみしくない。お兄ちゃんはかんネェのことが好きだ。だけど私のことも好きって言ってくれた。私はかんネェみたいに好きになってほしい。でも今の私には無む理りだ。早く大きくなってキレイになりたい。だけどきっと、そんなに生きられない。一年か半年か三ヶ月か。もっと短いかもしれない。だから、今の私のままで背伸びするしかない。でも、助からないのは知ってた。ずっと前から知ってた。いまさら怖くなんかない。みっともなく取り乱したりもしない。私は絶対にお兄ちゃんの前では泣かない。怖がったりもしない。わがままも言わない。迷めい惑わくもかけない。

　その代わり、私のことを絶対に忘れないでほしい。恋人じゃなくてもいい。妹として覚えててほしい。死ぬのなんか別に怖くない。忘れられたくないだけ。ずっと覚えててほしいだけ。ずっと覚えててもらうんなら、りっぱな人間として覚えててほしい。カッコつけたい。同室だった網あみ田ださんのおばさんみたいに、最後まで立りつ派ぱな人だったってほめられたい。

　お兄ちゃんの泣いてた理由が知りたい。お兄ちゃんをなぐさめてあげたい。お兄ちゃんは私に気づかって、泣いてた理由は教えてくれない。けど、お兄ちゃんのつらいことなら私は分けてほしい。つらいことでもいいから、何でも話してほしい。話してくれないのはさみしい。だけど私もお兄ちゃんにかくし事してる。だからおあいこだ。でも、本当は全部かくさず話せるようになりたい。私はお兄ちゃんが好きだ。







八月十日　月曜日　晴




　最近、夜中に人の話し声が聞こえる。お父とうさんと主しゆ治じ医いの先生の声だと思う。部屋のすぐ外でひそひそしゃべって、くすくす笑う。声は小さいけどはっきり聞こえる。私のことをしゃべってる。だけど、ドアを開けても誰もいない。お父さんはふつうに寝てるし、主治医の先生なんか来てない。夢でも見てるのかもしれないけど、それにしてははっきり聞こえる。ささやき声なのにドア越しにはっきり聞こえるはずがないってお兄ちゃんが言ってた。だからきっと夢。あんまり言うとお兄ちゃんが心配するから、この話はもうやめよう。

　最近、起きてるのがつらくなってきた。なんだか起きてても夢ゆめ心ごこ地ちなことが良くある。それに眠い。寝ても寝ても眠い。お兄ちゃんに迷めい惑わくをかけてる。ぼんやりしてると無口になるからお兄ちゃんは困ってる。私はしっかりしないといけない。お兄ちゃんの前ではしっかりふるまいたい。

　明日は病院に行く日だ。でもマルクは来月までない。いやがらずに元気にしていよう。







八月十一日　火曜日　晴




　ＨＧＢヘモグロビンが７まで下がってた。赤せつ血けつ球きゆうは先月末に輸血したばっかりだけど、今日もやった。Ｗ白Ｂ血Ｃ球とかＰ血Ｌ小Ｔ板の数値も下がってて、気づかないうちにどこかで出血してるかもしれないから、詳しく検査するから三日後ごに来なさいって言われた。私のために検査の予約を割り込ませてくれるって言ってた。だけど、あんまりうれしくない。ＣＴスキャンとかは平気だけどマルクがあったらイヤだ。

　病院の帰りに山に行った。夜景を見せてもらった。恋人たちがよく見にくるのだといってた。私はお兄ちゃんと手をつないで、神こう戸べの夜景を見た。だけどきっと、私よりかんネェのほうが恋人みたいに見えたとおもう。私は小さくてわがままで子供だ。生理もない。かんネェは大きくて優しくて美人だ。お兄ちゃんはかんネェが好きだ。でも二人は恋人じゃない。かんネェがお兄ちゃんのことを好きじゃなければ、きっと安心だ。私はかんネェがお兄ちゃんの恋人にならないように願ってる。私は悪い子だ。お兄ちゃんが知ったら、きっと私のことをキライになる。

　お兄ちゃんはかんネェに泣かせてもらってた。二人きりでいるところを見ると、恋人同どう士しみたいだ。不安になる。

　私はかんネェに話したい。私がお兄ちゃんのことを好きだって聞いてもらいたい。かんネェはきっと私をおうえんしてくれる。かんネェはいつも私の味方をしてくれた。かんネェはお兄ちゃんのことをいろいろ知ってる。私はもう時間がない。







八月十二日　水曜日　くもり




　今日は一日家いえにいた。お兄ちゃんとテレビゲームで遊んだ。格とうゲームが好きだ。でも、戦うとすぐに負ける。動きが早くてついていけない。だけど楽しい。画面の中だけど元気に動きまわれるから。私もあんなふうに動きまわれたらいいのに。

　お兄ちゃんの泣いてた秘密は話してもらえない。お兄ちゃんはかんネェには話す。私にも話してほしい。お兄ちゃんとかんネェの二人の秘密。私はお兄ちゃんが取られそうで不安になる。だけど、かんネェは誰にでも優しいから、きっと心配する事じゃない。私もかんネェと二人きりの秘密が小さい頃からたくさんある。かんネェがお兄ちゃんのことを好きじゃありませんように。







八月十三日　木曜日　雨




　雨が降ったので一日家にいた。部屋で一人で本を読んでて、起き上がろうとして急に胸が苦しくなった。走った後とかによくあったのと同じ感じ。痛くて、しばらく息が出来なかった。一体どうしたんだろう。起き上がろうとしただけだったのに。赤せつ血けつ球きゆうだってこの間輸ゆ血けつしたばっかりだ。何かまた悪いところが出てきたんだろうか。

　このことは誰にも内ない緒しよだ。バレたらきっと病院に戻される。そしたらきっともう二度と出てこれない。そしたらもうお兄ちゃんとお出かけできない。でも明日は精せい密みつ検査の日だ。行きたくない。

　私の体はあちこち悪くなってる。ひょっとして、思ってたよりずっと悪いんだろうか。もしかして、夏休みが終わるまでもたないんじゃないだろうか。いやだ。まだ死にたくない。私はもっとお兄ちゃんと一緒に過ごしたい。大きくなってキレイになった私を見てほしい。私がお兄ちゃんのことを好きって、ちゃんと伝えたい。







八月十四日　金曜日　晴




　検査に行く前に、すごい寒さむ気けがした。クラッとして立ってられなくなって、うずくまったままじっとしてた。吐き気がひどかった。目が回って気持ちが悪くて寒気がして苦しくて、動けなかった。お兄ちゃんは、私が病院に行くのをイヤがってるってかん違いしてくれたから、そのままがんばって平気な顔してた。だけどものすごく怖かった。そのまま死んじゃうかと思った。私はもう死んじゃうんだろうか。あと何日も生きられないんじゃないだろうか。イヤだ。死にたくない。死ぬのは怖い。怖くなんかないって言ってたけど、やっぱり怖い。もうすぐ死ぬと思ったらやっぱり怖い。

　二日後に今日の検査の結果が出る。知りたくない。知るのは怖い。病院に戻りたくない。機械がこわれて結果が出せなくなったらいいのに。

　おふろ場で泣いた。部屋で泣いたりするとお兄ちゃんに心配かけるから。本当はお兄ちゃんの前で泣きたい。だけどお兄ちゃんを困らせたくない。私はもう長くない。だからお兄ちゃんの前ではいいカッコしたい。みっともない私を見られたくない。

　だけど一人で泣くのはもうイヤだ。誰かに大声で泣かせてほしい。







八月十五日　土曜日　晴




　久し振りにかんネェとお兄ちゃんと三人で出かけた。私はかんネェに泣かせてもらった。病気のことも、もう治らないことも、それを知ってる事も、知ってる事を内ない緒しよにしてることも、全部話した。死にたくないって言って泣いた。あんなふうに泣いたからかんネェはきっと困ってたと思うけど、昔と一緒でじっと黙って泣かせてくれた。

　泣いたら少し落ち着いた。かんネェに「怖い」って言ってしまったら、少しだけ楽になった。今まで、怖いってことを認めるのが怖かった。けど、認めてしまったらちょっと楽になった。だけど楽になっても怖いのはなくならない。生きていたい。死にたくない。もうすぐ死ぬのは分かってるけど、それはもう仕方のないことだけど、だから出来るだけ冷静に受け止めようと思ってるけど、だけどそれでもやっぱり怖い。だけど誰も助けてくれない。助けようがないから。

　かんネェはいつだって私を守ってくれたけど、でもかんネェだってどうしようもない。私は一人でたえるしかない。ひとりぼっちでがんばるしかない。一人はさみしい。だけど、お兄ちゃんが覚えててくれるから、きっとさみしくない。怖いけど、さみしくはない。さみしくなければ、きっと怖いのはがまんできる。怖くたって、きっとたえられる。たえなきゃいけない。迷めい惑わくをかけちゃいけない。

　私はかんネェが好きだ。私が安心して泣けるのはかんネェだけだ。だけど、かんネェはお兄ちゃんが好きだ。お兄ちゃんもかんネェが好きだ。けっこんの約束もしてる。二人の間にはたくさん秘密がある。たくさん思い出がある。私とお兄ちゃんの間には、この夏の思い出しかない。

　私はお兄ちゃんを取られたくない。かんネェは、私とお兄ちゃんが一緒に寝ちゃだめだって怒った。かんネェは私の味方をしてくれない。私とお兄ちゃんを離れさせようとしてる。

　今日はお兄ちゃんを困らせてしまった。私がお兄ちゃんと一緒に寝てるって言ったせいで、お兄ちゃんはかんネェに怒られてた。私は、お兄ちゃんと仲がいいところをかんネェに見せびらかしたかった。私はお兄ちゃんとかんネェが恋人にならないようにジャマしようとしてた。私はわがままな悪い子だ。だけど、お兄ちゃんは誰にも取られたくない。私のことだけ好きでいてほしい。

　私はかんネェが好きだ。かんネェはいつでも私の味方だった。だけど今は味方じゃない。かんネェは私からお兄ちゃんを取ってしまう。私はお兄ちゃんを取られたくない。私のことだけ見ててほしい。死んでも私のことをずっと覚えててほしい。死ぬのは怖い。忘れられるのはさみしい。

　私はもうなんだか自分の気持ちが分からない。かんネェは好きだ。かんネェのおかげで、私は「怖い」ってことを認められた。だからかんネェには感謝しなきゃいけない。だけどかんネェはお兄ちゃんを取ろうとしてる。かんネェは敵だ。私はどうしていいのか分からない。もう、かんネェに泣かせてもらうことはできない。

　今日はいろんな事があり過ぎて、頭が混乱してる。みぞおちの下がずっとキュウってして痛い。お兄ちゃんは帰ってきてからずっとだまってる。私が困らせたから怒ってるんだろう。もう、一緒に寝てくれないかもしれない。もう口をきいてくれないかもしれない。お兄ちゃんの部屋に行くのが怖い。追い返されたらどうしよう。一緒に寝てくれなかったらどうしよう。謝っても許してくれなかったらどうしよう。このまま、お兄ちゃんを怒らせたままで死んじゃったらどうしよう。







　月　日　　曜日







八月十七日　月曜日　晴




　入院生活に戻ってしまった。この個室はなんどか使った事がある。天てん井じようのしみに見覚えがある。ノイトロが下がるといつもここにきてた。

　前は個室はきらいだった。さみしいから。でも今は個室のほうがいい。お兄ちゃんと二人きりになれる。お兄ちゃんは白いガウンとマスクをして、今私のすぐ横に座ってる。でも後ろ向き。私の日記を見ないようにしてる。

　寝てる間に手術をしたらしい。ほう合あとが少しいたい。お兄ちゃんに抱だっこしてほしいけど、ほう合あとが開いたらいけないからって言われた。

　ベッドから起きれないから、トイレは看護婦さんにやってもらう。その間お兄ちゃんは外に出てるけど、部屋ににおいが残らないか心配だ。お兄ちゃんに気づかれたら恥ずかしい。においが恥ずかしいってタイ風に言ったら、消しゅうざいを持って来てくれた。

　おとといの夜、ついにお兄ちゃんに告白した。だけどお兄ちゃんには全ぜん然ぜん通じなかった。でもいい。私がお兄ちゃんを好きだってことを、ずっと覚えてるって約束してくれたから。お兄ちゃんが好きだというのは私の大事な秘密だ。それを覚えててくれるなら、私はきっと幸せだ。







八月十八日　火曜日　晴




　かんネェがお見まいにきた。うれしい。でも、少しイヤだ。私は起きててもすぐにボーッとしてしまう。だからお兄ちゃんはかんネェとばっかりしゃべる。ときどき私に話しかけるけど、二人の話が分からない。もう一度かんネェに泣かせてほしいけど、お兄ちゃんの前では泣けない。私は怖い。寝たらもう起きれないかもしれない。寝てる間に死んじゃうのは怖い。でも、起きてて死ぬのも怖い。だけどお兄ちゃんが手を握っててくれるから、少しだけ安あん心しん出来る。夜はしっかり寝るようにしないといけない。







八月十九日　水曜日　くもり




　お兄ちゃんが漫画を持ってきてくれた。ゴルゴ13。タイ風が十三号になった由ゆ来らいの本だ。でも、全然おもしろくない。話がむずかしくてよく分からない。ゴルゴ13は主役なのに、ほとんどでてこない。それにあんまり怖くない。

　昼過ぎにかんネェが来た。お兄ちゃんはうれしそうだった。でも私はうれしくない。お兄ちゃんがうれしそうにしてるのが、私にはうれしくない。お兄ちゃんがうれしくなるのがイヤなんて、私は悪い妹だ。私はお兄ちゃんの気を引きたい。でも、ボーッとして言葉が出ない。お兄ちゃんは無口な子は苦にが手てだ。私は最近無む口くちになってる。どうしよう。きらわれたくない。







八月二十日　木曜日　晴




　今日もかんネェがきた。私はかんネェに泣かせてほしい。だけどかんネェはお兄ちゃんを取ろうとしてる敵だ。私はかんネェが好きだけど、かんネェがキライだ。お兄ちゃんはかんネェがくると、かんネェとばっかりしゃべる。私としゃべるよりずっと楽しそうだ。私はくやしい。私はさみしい。私は不安だ。最近のお兄ちゃんはかんネェとしゃべってると私の事を忘れてる気がする。前みたいに、私に色いろ々いろ説明してほしい。お兄ちゃんとかんネェの会話は私にはよく分からない。







八月二十一日　金曜日　晴




　今日私はかんネェにひどい事を言った。もう来ないでって言った。私が安心して泣けるのはかんネェだけだ。私はもう大声で泣けない。かんネェに向かって泣くのは今日が最後だ。かんネェはびっくりして悲しそうにしてた。でもこれ以上かんネェが来たら、私はかんネェが本気でキライになりそうだ。かんネェは悪くない。だけどかんネェはお兄ちゃんを取ってしまう。そしたら私はひとりぼっちになってしまう。そしたらきっとかんネェがキライになってしまう。私はかんネェが好きでいたい。

　私はお兄ちゃんの前で悪い子になってしまった。それに泣いてしまった。お兄ちゃんは私をキライになるかもしれない。かんネェも私をキライになったと思う。私はひとりぼっちだ。自分のせいだ。死んでも誰も悲しまないかもしれない。私は怖い。ひとりぼっちで死ぬのは怖い。みんなに忘れられてしまうのは怖い。







八月二十二日　土曜日　晴




　昨日の夜、お兄ちゃんにキスしてってお願いした。たんじょう日のお祝いだ。たんじょう日は明日だ。明日、キスしてほしいってたのんだ。今日返事をくれる約束だけど、何も言ってこない。私から聞くのは怖い。

　私はあと一週間の命だ。お母さんから聞き出してしまった。自分から聞いたのに、私は泣いてしまった。期限がはっきりしてしまうのは、やっぱり怖い。胸が苦しくなって吐き気がした。お兄ちゃんがいなくて良かった。お兄ちゃんの前では泣かない。昨日、泣いてしまったけど、もう泣かない。お兄ちゃんが部屋に戻ってきたときには私は落ち着いていたと思う。

　お母さんから聞き出した時に、延えん命めい治りょうに専せん念ねんするか、残りの時間を楽しく過ごしたいか、自分で決めて欲しいって言われた。どっちがいいのか分からない。死ぬのは怖いけど、チューブとかにつながれて生きてるのも怖い。鼻とかのどにチューブを通された状態で過ごすのはすごく痛くて苦しくて生き地ごくだって、前にウワサで聞いた事がある。結局、最後まで好きな事して過ごしたいってことと、無む理りな延命そ置ちはしないって決めた。それで、明日は誕生日だからお兄ちゃんと一緒に外に行きたいってお願いした。お母さんはすぐに分かったって言ってくれた。

　私が死んでしまったらお兄ちゃんはきっと泣いてしまうと思う。お兄ちゃんはきっと、何も悪くないのに「ゴメン」って言って泣くと思う。だけどその時は私はもうなぐさめてあげられない。お兄ちゃんは悪くないって言ってあげられない。お兄ちゃんのこと好きだよって安心させてあげられない。

　かんネェの手紙を受け取った。かんネェは悪くないのに、いっぱい謝ってあった。本当は私が謝らないといけない。かんネェもお兄ちゃんのことが好きなのに、私にガンバレって書いてあった。おうえんするって書いてた。私はうれしい。かんネェは私の味方だ。かんネェは私と違って、私がお兄ちゃんを取ってもキライにならない。私も、かんネェとお兄ちゃんがけっこんしたら喜んであげたい。返事を書かないといけない。

　明日はお兄ちゃんと二人で外に出る。私の最後の誕生日。お兄ちゃんと二人きりだ。明日に備えて輸血をいつもより多めにしてもらったし、熱はないけど外に出る用心でノイトロジンの注射もした。私は明日一日、がんばって元気でいよう。明日はたくさんしゃべってお兄ちゃんを安心させよう。







八月二十三日　日曜日　晴




　晴れて良かった。今日は一日、お兄ちゃんと二人きりで過ごせる。

　私の最後の誕生日だ。

　今日一日元気でいれたら、それで満足だ。

　もっと生きたい。もっと生きていたい。ずっと、お兄ちゃんと一緒にいたい。







[image: 終章]







　最後の日付、出かける前の朝に書いたとか言ってた日記、「今日きよう一日元気でいれたら、満足だ」っていう一いち文ぶんが線で消してあった。そして「もっと生きていたい」って書き殴なぐってあった。

　アイツ、俺の前では絶対にそんなこと言わんかった。由ゆ香かのヤツ、自分が怖い思いしてたくせに、俺を困らせへんようにって、いらん気ぃ遣つかって。あんな明るい笑顔してみせて。あのアホ、陰で一人で泣いてたんか……。

　俺、アイツが死ぬの怖がってた事なんて分かってやれてなかった。アイツ、ボーッとして感情あんまり出さへんから、ただ寂しがってるだけかと思ってた。治らへんって感づいてるのはちゃんと知ってたはずやのに。死ぬの怖いなんて、言われんでも当たり前やのに。

　なんで俺、一度も泣かせてやれんかったんや。せめて、一緒に泣いてやる事くらい出来たはずやのに……。由香の辛い事半はん分ぶんこしてやるどころか、由香に気き遣つかわれてしまってて、どないすんねん……。

　由香が死んだ時も葬そう式しきの時もずっと出んかった涙が、今になって突然溢あふれてきた。泣きたかった時に泣けへんかった分の涙が一気に出てきて、泣いても泣いても止まらんかった。




　延えん々えん泣いておよそ三十分。さすがにこれ以上涙なみだは出ぇへんってところで、目の前に絞しぼったハンカチが差し出された。顔を上げたら、夏なつ尾おが立ってた。

「いつまで泣いてるつもり？　ほら、ちょっとこれで顔拭ふきな」

　少なくとも表面上はいつもの調ちよう子し取り戻した声で言う。

　っていうか、しまった。コイツがいる事カンペキ忘れてた。あんな泣いてるとこ見られて、めっちゃ恥はずいぞ。……まあ、以前一回コイツに大おお泣なきさせてもらってるし、今いま更さら恥ずかしがってもしゃーないか。

「ありがと……」
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　礼を言って、素直に手を伸ばす。

　その時、弾はずみで日記のページがめくれた。

　最後の日記の次のページに、更さらに何か書かれてるのが目に入った。

　何かと思って見てみたら、俺に宛あてた由香のメッセージやった。







「　　　月　日　　曜日




　お兄ちゃんへ。

　私は今日、お兄ちゃんに日記のカギをあげようと思います。もう鉛えん筆ぴつを持つのがしんどいので、字が汚いのは許してください。

　日記には私の秘密がいっぱい書いてあります。お兄ちゃんの前ではいい子でいたかったけど、本当の私はあんまりいい子じゃありません。みっともないところがいっぱいあります。わがままで怖がりでカッコつけで泣き虫です。お兄ちゃんには見せたくなかったみっともない私が、日記の中にはたくさんあります。本当は消してしまいたいですが、このまま残します。みっともなくても、私の全部をお兄ちゃんに知っていてほしいです。

　私はがんばって、全ぜん部ぶ受け入れられるようになろうとおもいます。みっともない自分も、情なさけない自分も、悪い子の自分も、お兄ちゃんとずっと一緒にいたいってことも、でもそれは無む理りだってことも、もう死んじゃうことも、死ぬのはやっぱり怖いってことも、もっと生きていたいってことも、だけどもう生きられないってことも、全部です。受け入れても怖いのはなくならないけど、きっと今よりは楽になると思います。

　お兄ちゃんはいつも私に「ゴメン」と謝りますが、お兄ちゃんが悪かったことは一度もありません。私が死んでも、自分が悪いとか思わないでください。無口な子は苦にが手てなのにずっと私の相手をしてくれて、感謝しています。色々めいわくかけてごめんなさい。今日、ちゃんと口で謝るつもりです。それから、ずっと一緒にいてくれてありがとう。多分、お兄ちゃんにありがとうって言うのはこれが初めてですね。お礼を言うのはなぜか照れくさいです。口ではきちんと言えるかどうか分からないので、文字でもう一回書きます。ありがとう。私は、お兄ちゃんが好きです。


由ゆ香か」






　アカン……。こんなん読んだらまた涙るい腺せんが……。せっかく泣きやんだとこやのに……。

　そんな俺を眺ながめながら、夏なつ尾おが呆あきれたように呟つぶやいた。

「アンタ、ホント泣き虫なのね。由香ちゃんが心配すんのも分かるわ……」

「へ？　由香が心配って？」

「ん？　ほらここ。読んでみ」

　夏尾は自分宛あての由香の手紙を取り出すと、該がい当とう部分だけしか見えへんように折り曲げて俺の目の前に突き出す。

「なになに……、『お兄ちゃんは泣き虫だから、私の代わりにかんネェが面めん倒どうを見てあげてください』？　って何やこれ？」

　俺の反応は無む視しして、夏尾はうんざりしたような顔で、はぁ～っと大おお袈げ裟さにため息。

「全く。こんな奴やつの世話頼たのまれて、これから先が思いやられるわ……」

「いや、だってそれはその、夏尾は手紙一枚だけやから立ち直るの早かったかもしれんけど、俺は日記何なんページも読んでたからその分だけダメージが……。っていうか『代わりに面倒見てあげて』って、面倒みてやってたん俺のほうやないか。何を頼んでるんやアイツは」

　くそー、由香の奴やつ。こっち兄あに貴きやのにナメやがって……。

　慌あわてる俺を見て夏尾が軽く吹きだす。それにつられて俺も思わず苦く笑しよう。……なんか、笑ったのってすごい久し振りな気がする。

　これから先、か……。そうや。いつまでも落ち込んでても、由ゆ香か、心配するだけやもんな。由香の事忘わすれへんて約束したけど、これから先もちゃんとしてかんと。由香のこと忘れへんってのと、いつまでも思い出に逃げ込んで何もできへんてのとは違うもんな。

　顔を上げたら、いつの間にか雨は止やんで雲は晴れてた。窓越しに空が見えた。目が痛くなるくらい青い。由香の誕生日に二人で眺ながめた空を思い出した。初めて一緒に出かけた日も、こんな青い空やった。

　由香と過ごした夏休み。この夏休みは一生忘れへん。今は由香のことを思い出すだけで涙るい腺せんが緩むけど、由香を見習って、俺も全ぜん部ぶ受け入れられるように頑がん張ばろ。楽しかった事も苦労した事も、今こんなに悲しい事も、思い出したら泣かずにいられへん事も、由香はもうおらんって事も、そやけど確かに生きてたって事も、全部。

　今すぐ立ち直れるわけなんかないけど、頑張って少しずつ受け入れていかんと。いつか、由香のことを笑いながら思い出せるように。大切な思い出として、いつまでも忘れへんように……。

　明日から、二学期が始まる。

　そういえば大変な事を忘れてた。由香の世話に追われてて、宿題を全然やってないやないか……！


終　









あとがき




　こんにちは。あるいは初めまして。佐さ藤とうケイです。この本を手に取っていただけて嬉うれしいです。

　さて今回の『ＬＡＳＴ　ＫＩＳＳ』ですが、実はこの話を書いたのは、私がまだデビューする遥はるか前のことでした。

　書く事になったそもそものきっかけは、友人のＴ・Ｋさんがある日唐とう突とつに、「無口で大人おとなしくて人ひと見み知しりが激しくて病びよう弱じやくな妹がええんや～」と言い出した事に始まります。

　確かに少年向けヒーロー物でレギュラーキャラに妹がいた場合など、これは大人しくてブラコンで病弱と相そう場ばが決まっています。何な故ぜなら妹とは、メインキャラが戦う動どう機き付づけに使われるところにこそ、唯ゆい一いつにして最大の存在意い義ぎがあるからです。つまり、妹を病から救うために戦う、というお約束のパターン。これです。妹といえば病弱。もっと言えば不ふ治じの病。これはもう、この世界の常識です。妹にとって「汝なんじ、病弱であれ」は、一切の例外を許さない定てい言げん的命めい法ほうなのです。

　ですが、当時の私はまだまだ何も分からない子どもでした。『無口』にしろ『病弱』にしろ、どちらも厄やつ介かいな性質としか思えず、そんなもののどこが良いのかさっぱり分かりません。私の袖そでをクイクイ引っ張るＴ・Ｋさんに向かって、

「でもＴ・Ｋさん無口な人間苦にが手てじゃないか」

　などと、現実とフィクションを完全に混同しきった的まと外はずれな返答を返してしまった覚えがあります。改かい稿こう作業をするため、ずっと担当さんに預けっぱなしだった原稿を久々に読み返しながら、そんな昔の事が思い出されて思わず一人赤せき面めんしてしまいました。認めたくないものですね、若さゆえの過あやまちという奴やつは……。

　ともあれ、当時の私はＴ・Ｋさんの思いつきに従ってあれやこれやと色いろんなものを作って遊んでいましたので、『無口で病弱な妹』とやらをメインに据すえた話を一本書くか、と愛用のワープロ専用機Ｒｕｐｏに向かったのでした（当時はまだパソコンなどというハイテク機器は私のような庶しよ民みんの持てる物ではありませんでした）。

　そんなわけで書き始めた私ですが、現実とフィクションの区別のついていない私は、そんなものがいいと言うＴ・Ｋさんの事も、内ない心しんアホかと思っておりました。そしてＴ・Ｋさんの願望そのままに書くのも癪しやくですから、

「そんなに病弱が好きなら死なせてやるッ！」

　などと嫌がらせのような事を考えたのです。彼が基本的にコメディ好きで、暗い話は大の苦手と知っての狼ろう藉ぜきでした。ついでにもう一つ嫌がらせとして、主人公のキャラクターは性格、口調その他ほか細部に至るまで、徹てつ底てい的にＴ・Ｋさんをモデルにして作りました。

　そして私は、時間と金の許す限り、看護マニュアルやらノンフィクション実録モノ、体験記その他を漁あさり始めたのでした。ただ、「Ｔ・Ｋさんの注文にどこまでも忠ちゆう実じつで、なおかつＴ・Ｋさんが望んだのとは全然違ちがう話」を書くためだけに。

　ところが。

　唐とう突とつですが、私は物を書く時、登場人物の心しん情じようになりきって書くことが多いんです。こういう設定のキャラクターがこういう状況になった時、どういう心情の動きをするか、という事を、実際にキャラになりきる事で確かめるわけです。一人称だとその傾向は特に強まります。もちろん、この話を書いている時もそうでした。

　そして。病気について、終しゆう末まつ医い療りようについて、死について、生命について、大事な人を失うという事について、大切な人を置いて逝いってしまう事について……。筆を進めながら、そんな事を色いろ々いろ調べたり考えたりしているうちに、やがて私の中で徐じよ々じよに変化が生じてきたのです。

　人は誰でも、いつかは死にます。その時、どのように自分の死と向き合っていくのか。死を間ま近ぢかに控ひかえて、限りある人生をどのように生きるのか。また、大事な人の死が目前に迫った時、一体どのように接し、行動するのか。人の価値が決まるのは、まさにこういう時ではないでしょうか。人間精神の崇すう高こうさが最も顕けん著ちよに表れてくるのは、死と真正面から向き合った時なのではないでしょうか。初めはＴ・Ｋさんに対する嫌がらせ以上の事は考えていなかったはずの私は、いつの間にかそんな事を考えるようになっていたのでした。

　そして、妹になりきって最後の日記を書いていた時、突とつ然ぜん私は気づいたのです。「病びよう弱じやくがイイっ！」というＴ・Ｋさんのあの言葉は、実は私にそういう事を考えてほしかったのだという事に。勉強ばかりしていて現実の生から遊ゆう離りしかけていた私に、日々当たり前に生きる事の出来る尊とうとさ、命の崇高さというものを気づかせたかったのだという事に……。

　そしていつしか私はＴ・Ｋさんのことを、『お兄ちゃん』と呼び慕したうようになっていたのでした。…………相変わらず現実とフィクションの区別がついていない私でした。




　そんな馬鹿馬鹿しい実話は措おいといて。

　担たん当とうさんのお知り合いでお医者様のＫ様、色々と質問に答えていただきありがとうございました。医学に無む知ちな兄あに貴きの一人称のため本文中ちゆうにはほとんど使えませんでしたが、話の展開を考える上で非常に参考にさせていただきました。イラストを書いてくださった高たか梨なしひつじ様、優しい絵え柄がらと雰ふん囲い気きのある塗りが最高です。私の本文が素す敵てきなイラストに釣つり合うものである事を願うばかりです。担当様、いつものお仕事に加えて今回はＫ様と仲ちゆう介かいしてくださったりと、忙しい中なか本当にありがとうございました。

　そして最後に手に取ってくださった読者の皆様、ありがとうございました。楽しんでいただけたなら、作者として望ぼう外がいの喜びです。また、別の本でお会い出来たら幸いです。





佐さ藤とうケイ
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれの蠍座。大学院の修士課程に在籍するかたわら小説を書き、初めての応募で第７回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞を果たす。趣味はケーキ作り、手品、絵を描くこと。好きな言葉は「水は万物を利して而も争わず」。卒業のメドは立ってません。
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高たか梨なしひつじ

１９７８年生まれ。茨城県在住。残り少なくなってきた学生業に追われる中、細々とイラストを描きながら日々を送る。無類のでこ好き。
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